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　張ちよう角かく、張ちよう宝ほう、張ちよう梁りよう。

　世間では得体の知れない妖よう賊ぞくと思われている人々──黄こう巾きん賊ぞくを束たばねる者たちの名は、代々ひそやかに受け継つがれてきたものだった。

　それぞれの名に応じた役目と義務があり、当代の張角は、父である先代「張角」から、後継者となる際にこう言われた。

「息むす子こよ。我われら封ふうじの一族の中でも、『張角』の名を負う者は、人としての幸いは一いち分ぶたりとて望めぬ宿命だ。だれにも理解されず、感謝されず、報むくわれず──それどころか憎にくまれ恨うらまれ、砂すな埃ぼこりにまみれて惨むごたらしく死ぬことになる。おまえはそれでも構かまわないか」

　……もちろん、その言葉に恐きよう怖ふを感じなかったわけではない。父が「張角」として何をしてきたか、少年は間近で見てきたのだから。

　父がしたように、自分も「張角」の名を継げば、兄弟や一族の者を殺あやめることになる。

　血と絶望に塗ぬりたくられた運命を選ぶのかと、父は息子の心を案じている。

　それでも少年は、迷まよわずうなずいた。

「構いません」

　自分の道を選ぶ機会をくれた父に、純粋に感謝しながら続ける。

「私の二人の弟は、どちらも『張角』の名を負うには弱く、人間らしく、やさしすぎる。私が適てき任にんです」

　一度だけ──少年は父に連れられ、ひそかに山を下りたことがあった。

　一族以外の神しん華か国の人間が、どのように暮らしているかを見せられたことがあった。

「数えきれないほどの人が、花に囲まれて、穏おだやかに暮らしていました。私はあの世界を護まもりたい。ですから父上──どうか私を、次代の『張角』に選んでください。私はこの血と肉の最後の一いつ片ぺんまですべて、我わが一族の役目に捧ささげます」

　そう父である先代に誓ちかってから、十年あまり。

　少年は一族の頭とう首しゆとして力を尽つくし──




「──つまらぬなァ。もう我の声が聞こえなくなってしまったのか？　張角よ」




　今。

　内容とは裏腹の愉たのしげな声で、張角の意識は現うつつへと引き戻された。

　少年の頃よりもずっと伸のびた手足、冷れい徹てつさを宿した瞳ひとみ、練ねり上げられた霊力。そういったものを持つ青年だ。

　……鉛なまりと化したかのように、まぶたが重い。

　こうなって以来ほとんど自由のきかない身体からだを叱しつ咤たして、張角は目を開いた。

　張角のそれと同じ琥こ珀はく色をした瞳は、予想よりも間近にあった。張角の意識がまだあることを確かめると、その双そう眸ぼうは愉ゆ悦えつの色を灯ともす。

　彼の揺ゆれる長い黒くろ髪かみに頰ほおをくすぐられるこそばゆさに眉まゆをひそめ、張角は乾ひ涸からびた声を絞しぼり出した。

「貴き様さま、か」

「お。まだ意識を保たもてていたか」

　そうこなくてはと、上じよう機き嫌げんな猫ねこのように喉のどを鳴らす笑い方。

「そのような状態で、汝なんじもよく堪たえるものよ。この地はどこもかしこも殺さつ風ぷう景けいだが、汝のその姿だけは、見み世せ物ものとして及きゆう第だい点てんだ」

　張角のおぞましくも惨みじめな有あり様さまを愉しげに見下ろすと、張宝は──否いな、張宝の姿をした者は、すうっと目を細めた。

「汝は道どう士しとしての才は凡ぼん庸ようだが、精神の強きよう靭じんさは歴代の『張角』の中でも随ずい一いちであろうな。三百年もの間、汝らの忌いま々いましい働きを見てきた、この我が保証してやろ。……ふ、ふふ。褒ほめてやったのだぞ？　少しは笑ってみせぬか」

　ささやきながら張角の頰をなぶる指先は、ひどく冷たい。

　だが、その死者のよりも不気味な冷たさが逆に、あえなく途と切ぎれかけていた張角の意識を強く保たせた。

「黄こう魔ま──」

　生者を見下し、もてあそぶ、異端者の顔。

　病身で儚はかなくたたずんでいた頃の弟ならば、決してしなかった表情。

　……痛みが胸を横切る。それ以上の怒りが心を燃やす。

　すぐにでも散らばりそうな意識をかき集め、張角は一族の宿敵をにらみつけると、

「私はおまえを殺す」

　弟の身体を奪って遊ぶ魔ま性しように、刃やいばよりも鋭するどい声を突き刺した。

「必ず殺す。どのような代だい償しようを払ってでも殺す。二度と甦よみがえりなどできぬように殺す。──我ら封じの一族を、甘あまく見るな」




　それが、張角の遺ゆい言ごんとなった。
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　魔ま鬼き城じようの前に広がる庭園は、琥こ珀はく色がかった濃こい霧きりにおおわれていた。そのせいで城館の周りの様子はうかがえない。

　ただ、足元にひびが入るのではと思わせるような強い地じ揺ゆれが続いても、人がいる気配はまるでしなかった。突然のことに悲ひ鳴めいや怒ど号ごうが上がるようなこともなく、不気味な静けさの中で、大地が揺らぐ音ばかりが耳につく。

　しかし霧の澱よどむ庭園で、朧ろう月げつが青ざめながら身み震ぶるいをしているのは、地揺れのせいだけではなかった。

　──来たれ、冥めい界かい公こう主しゆ。

　先ほどから頭の中に直接響ひびいてくる、不気味な聲こえ。それが、不安をあおるのだ。

　──我われらの元に参られよ、冥界公主。

　聲は繰り返し繰り返し、急せかすように朧月へと呼びかける。

　我らとは、だれのことなのか。戸惑いに、翡ひ翠すいの瞳ひとみも揺れる。

　やがて、地揺れがゆるやかにおさまるのと時を同じくして、声も途と絶だえた。

「…………」

　茫ぼう然ぜんとした空気が、沈ちん黙もくとともに霧の庭にわだかまる。

　朧月はもちろん、彼女を傍かたわらで抱き支ささえていた蒼そう刻こくも困惑していたので、しばらく二人そろって棒立ちしてしまった。

　やはりというか先に気を取り直したのは、武官として、普通の人にはない経験を積んでいる蒼刻だ。冷静に言う。

「結構な揺れっぷりだったな。それに、今呼びかけてたのは何者だ？」

「聞き覚えはない声でしたけれど……。蒼刻さんにも聞こえていたのですか？」

　意外で、朧月は何度か瞬まばたく。

　これまでの経験から、自分にしか聞こえない聲や見えないモノには慣れていたので、先ほどのもその類たぐいかと思っていたのだ。

　──双そう界かいの瞳。

　死者の世界をも見通す異能を生まれ持った彼女は、他人にはまず聞こえない死者の声や魂こん魄ぱくに気づいてしまうことが、日常的にある。いや、気づくどころか、友人としてお付き合いさえしてきた。

「ああ。名乗りもせずに、偉えらそうに『来い』だの『参れ』だの呼びかけてきた聲だろう。わけがわからんな」

「……偉そうとかいう問題でしょうか？」

「当然だ。頼むなら丁てい寧ねいに頼め。それに『来い』とだけ言われても、どこに行ったらいいか見当もつかないじゃないか」

「それは、たしかに」

　同意し、朧月もひとまずあたりを見回してみた。といっても霧のせいで、見えるのは庭の中どまりだが。

　……庭園と呼ぶには、いささか寂さびしすぎる場所だ。

　枯かれかけの草地にもたくましく群れ咲いた白い龍りゆう爪そう花かを除けば、ろくな花草木が生はえていないし、育てようとした形跡も見当たらない。高地なので、よほど強い花でもないと、もたないのかもしれない。

　天を摑つかもうとする龍の爪つめを思わせる花は、今の地揺れはなんだったのかとざわめくかのように風に揺れている。

　その様を見ていると気分が落ち着いてきたので、朧月は頭を整理しはじめた。

「わたしの気のせいでなければ……今の声、地の底から響いてきたように感じました」

「地の底か」

　遠えん慮りよのない蒼刻は、露ろ骨こつに「わけがわからない」という顔をするが、朧月のほうは「地の底」とされる場所に当てがあった。

　ようやく再会できた青年とつかず離れずの距離にたたずんだまま、霧の天てん蓋がいを割ってそびえる魔鬼城を見る。

（城館の中にあった、あの砂色の世界なら、もしかしたら？）

　先ほど朧月が、ここで知り合った幽ゆう鬼きの案内で訪れた場所。

　あそこは「地の底」に近いのかもしれない──などと思考をめぐらせ、

《どうしたんだい？　二人ともまじめだね。私のことなら気にせず、再会の感激でいちゃいちゃしてくれていいのに》

　腰のあたりから聞こえてきた、聞き覚えのありすぎる声に驚かされて、朧月はひっと息をのんだ。

　見れば腰帯に挟んでおいた鏡──道術で加工されたその表面が、波は紋もんのように揺らぎ、輝いている。水面みなものような鏡に映し出されているのは、遠く離れた皇こう都とにいるはずの、神しん華か国太たい子し・華か天てん祥しようだ。

　天祥はその澄すんだ金きん髪ぱつに縁ふちどられた美び貌ぼうに、ここが敵地だということを忘れてしまいそうなほど、優雅で明るい笑えみを浮かべている。

「天祥さま──なぜそんなことに？」

　朧月の手元をのぞきこんだ蒼刻が、若じやつ干かん引いた表情で訊たずねる。

　幻まぼろしでも見たような反応をする友人に、天祥は場違いなほどさわやかに「やあ、久しぶりだね蒼刻」と片方の手を挙げてみせた。

　そこで朧月は重要なことを思い出した。微ほほ笑えましい友人同士の再会に、のほほんと和なごんでいる場合ではない。

　先ほどから朧月は、この鏡を使って天祥と話していたのだが、それはつまり蒼刻と再会してからの今思えば恥はずかしい会話も、余あまさず聞かれたということである。

「～～～～！」
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《相変わらず、というか以前よりも仲がよさそうだね？　まあ君たちが無事に戻ってきた暁あかつきには、私も思う存分くっつかせてもらうつもりだし、君たちの仲なか睦むつまじさは、見物しているだけでも楽しいけれどね》

「お元気そうで何よりです」

　天祥さま。

　林りん檎ごのように顔を赤くして絶ぜつ句くした朧月の代わりに、彼女の隣から鏡をのぞいた蒼刻が、半なかば棒読みで言う。

　ちらりと仰あおげば、さすがの蒼刻もどことなく気まずげな顔つきだ。

《ああ、この鏡の説明をしていなかったね。──これは来らい将軍お手製のものだよ。道術で龍りゆう脈みやくなどを利用して、遠くにいる人と話ができるように仕立てたらしい。今は大量生産を目指していて、これはその試作品だとか》

「ああ、来将軍の──」

　国軍随一の道どう士しである護ご花か七しち将しよう軍ぐんの名に、納なつ得とくしたように蒼刻はうなずく。

「たしかに実戦で利用できそうですが、どうして天祥さまが使ってるんですか」

《私だって遠くにいる君たちとおしゃべりしたい！　とわがままを言ったら、来将軍は快く使い方まで指導してくれたよ？　娯ご楽らくのわかるいい人だね》

「…………」

　蒼刻は無言で半はん眼がんになったが、その顔には「天祥さまと来将軍……ある意味最悪の組み合わせだな」と書いてあった。朧月もひそかに同意である。冗じよう談だんやお戯たわむれで何をするか、まったく読めない二人だ。

《ところで蒼刻、怖こわい顔をしているのに悪いけれど》

「生まれつきです」

《──朴ぼく念ねん仁じんとまで言われた君がどんなふうに告白をするのか、何度か想像したことはあったけれど、さっきのは予想外だったな》

「！」

《一気に飛んだね？　まだ恋人でもないのに娶めとるつもりとは》

　これには朧月はもちろん、蒼刻も返す言葉に窮きゆうしたようだ。沈黙が落ちる。

　先ほど再会した折に、蒼刻から不意打ちのように、

　──『俺はおまえを娶るぞ』

　と言われたのは、忘れようにも忘れられないし、聞き間違いや勘違いだと自分をごまかすこともできない事実だった。

（娶る……何かと言い間違えたわけでもない、か。うん）

　何と言い間違えたらそうなるんだ。自分で自分の考えにつっこむ。

　それに、嫌かと訊ねてきたときの蒼刻の青い瞳は、朧月に現実逃とう避ひさえできなくさせるほど真しん摯しで重い印象を残している。

（……『俺はおまえを飼かうぞ』なら、今までどおりですねわかります、でまとまったのだけれど）

　蒼刻の顔はもちろん天祥の笑顔も直視できぬまま、朧月はそんな逃げ腰な考え方をぐだぐたと続けてしまう。

　もともと引きこもりで人見知りな珍ちん獣じゆうと、それを社会になじませるよう飴あめと鞭むちで躾しつける飼い主ぬしさまという、まあ、傍はた目めには奇き妙みような関係だったと思う。

　最初はこもっていた部屋から強引に引きずり出されて、けれど蒼刻の人となりを理解してからは、憧あこがれたり、見み惚とれたり、ごく稀まれに可か愛わいいなと思ったり──それこそ犬が飼い主になつくように、彼を慕したってきたのだ。

　けれども──いや、だからこそ、娶るという言葉を受け止めそこねている。

　なんとも気まずい空気の中、天祥だけが愉しそうだ。

《まあ、朧月を娶った君を私が娶るとか、逆に私が朧月に娶られてみるとか、発展させる方法はいくらでもあるよね。幸い、我わが国の後宮は平和だし。蒼刻のいきなり家族計画も案外、妙案かもしれないな》

「……妙案の意味を間違えてはいませんか」

　ようやく蒼刻がつっこみを入れたが、表情にも語気にも普段の切れ味が足りなかった。

　考えは一向にまとまらないが、蒼刻さんに丸投げするのはまずい、わたしも何か言わなければと思いつき、朧月がやみくもに口を開こうとしたとき──




《──冥界公主》




　ふいに響いた冷ややかな声が、締まらないやりとりを断ち切った。

《我らの元に来るのか来ないのか、結局どちらだ？　──こうして君に呼びかけるのにも結構な力を使うのだから、早く決めてもらいたいものだな》

　…………。

　……………………。

　先ほどの峻しゆん厳げんな呼び声に比べると、妙に人間らしい声だ。そして非常に皮肉っぽい。

　わざとらしく肩をすくめ、やれやれとため息をつく男の姿をたやすく思い描ける、そんな声と口く調ちようだ。

《それなりに考える時間は与えたと思うが、まだ結論を出せないのかね？　まあ、のどかな暮らししか経験していなさそうな冥界公主はさておき、神華国の武官ともあろう者まで、ずいぶんと悠ゆう長ちようなことだ》

　力を使うと言いつつも、皮肉を通り越してあからさまな厭いや味みへと発展させる口ぶりは、非常になめらかだ。

　とっさに身み構がまえ、得体の知れない声の主を警けい戒かいしていた蒼刻が、戸惑いながらもむっとした顔つきで切り返した。

「だれだか知らんが、喧けん嘩かを売ってるのか？　今の俺は手加減ができないぞ」

《好戦的だな》

　蒼刻の怒ど気きをさらりと受け流し、声は言葉に不敵な色を乗せる。

《だが、おまえの敵は私ではない。以前ならばともかく、今の私ではおまえの敵にすらなれない》

　──敵にすらなれない？

　意味深な言いように、朧月はきょとんと瞬いた。どういう意味だろう。

　最初はただ驚いたが、冷静に考えれば、この地にいる人間は、朧月の顔見知りを除けば黄こう巾きん賊ぞくの関係者だけのはずだ。

（少なくとも、張ちよう宝ほうや張ちよう梁りようではなさそう）

　まず声からして違うし、話すうちに垣かい間ま見みえる個性も、朧月が知る二人の黄巾賊とは似つかない。

《冥界公主》

　不思議な言い方でこちらを煙けむに巻く声の主が、淡たん々たんと仕切り直した。

《再会の喜びを味わい終えたのなら、その護まもり手を連れて、疾とく魔鬼城に来たまえ。我らだけではなく、君たちにとっても重要な話がある》

「黄巾賊の一員が、俺たちになんの用だ」

《国軍だ黄巾賊だと言っている場合ではないぞ。神華国そのものの危機になる》

「──なに？」

　さすがに聞き捨てならないと蒼刻は眉まゆをひそめるが、声の主は「危機」について、ここで詳しく説明する気はないようだ。

　だがもちろん朧月も、得体の知れぬ相手にほいほい従うほど無防備ではない。

「せめて、なんの話なのかとか、あなたは何者なのかとか……もう少し情報をいただけませんか？」

《それが君の交換条件か》

「そう取っていただいて構いません」

　どこにいるかもわからぬ相手だが、朧月はうなずいた。

「わたしは張宝たちには、何度も罠わなに嵌はめられたり、騙だまし討うちめいた真ま似ねをされました。ですから……あなたを信用する材料が欲しいのです」

　蒼刻がこちらに、めずらしいものを見る目を向けるのを感じる。

　だが、胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりらしくない、ちょっと強気な切り返しができたのは、蒼刻がすぐ隣にいるからなのだ。言ってしまえば虎とらの威いを借る狐きつねである。

《道理ではあるか》

　声の主は、少しばかり考えるような間を置くと、静かにこう言った。

《我が名は張ちよう角かく。この月げつ蝕しよく領りようの頭とう首しゆだ》

「！」

　朧月と蒼刻はそろって目をみはった。

　張角。それは本来、黄巾賊の首しゆ領りようとされる人物の名だ。

　張宝のほうがあちこちで事件を起こしているせいで悪名高いが、だからといって張角なら安心できる、なんてことにはならない。

　だというのに声の主──張角は、相手の戸惑いを無視して冷静に続ける。

《冥界公主。君は、張宝や黄こう魔まのことはすでに知っているのか？》

「……はい」

　身構えつつ、朧月はうなずいた。

　蒼刻にはまだ報告できていないが、ここに連行された後、張梁という張宝の弟である青年に、そのあたりの事情は聞かされていた。

　──張宝は彼の兄であって、兄ではない。

　──黄魔という、この地に封じられた魔性に、身体からだを乗っ取られているのだと。

《ならば話が早い》

　張角は静かに言った。

《今ここで逃げたところで、何も解決しないのはわかるな？　それどころか、このまま張宝に乗り移っている黄魔を放置すれば大変なことになるぞ。我らとしては、それだけは回避したい》

「……あなたのところに行けば、何かが解決するのですか？」

《少なくとも、黄魔をどうすればいいのかは教えてやれる》

「…………」

《それと──君がはぐれてしまった者たちの行方ゆくえも、今の私にはわかるぞ？　君が我らの元に来れば、居場所に案内してもいい》

　未だに答えを決めかねていた朧月も、これには息をのんだ。

　霊れい珊さん。天てん狼ろう。

　この地で出で逢あった薄幸の幽鬼と、長らく消息不明だった天祥の兄。

　なんとかして恋人や家族と再会させてあげたい人たちの顔が、朧月の頭に浮かんで離れなくなる。もちろん置き去りにすることなど最初から考えていなかったが、居場所がつかめないのも事実だ。

　逸はやる気持ちを抑え、朧月は慎重に念押しする。

「あなたは霊珊と天狼さまの行方を、本当に知っているのですね？」

《今や私はこの地そのものであり、この地は私だ。この地にある者について、わからぬことはない》

　やはり奇妙に理解しづらい言い回しをされて、蒼刻がはっきりと眉をひそめる。

「俺たちには、おまえの言ってること自体が意味不明なんだけどな」

《私の姿を見れば、嫌いやでも理解できる》

「姿？」

「あまり目の保養にはならないが、君たちが魔鬼城に来たら恥はじをさらそう」

　今度は自じ嘲ちようまじりの言い方をしてみせた張角は、しばし朧月たちに悩む間を与えると、改めて急せかしてきた。

《さて、どうする？　冥界公主。あまり悠長にはしてられないぞ》
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　しばし後。

　どこまでも皮肉げな張ちよう角かくの声がふっつりと途絶えたのを機に、朧ろう月げつが蒼そう刻こくと顔を見合わせると──

《深刻な顔だけど、何かあったのかい？》

　それまで沈黙していた天てん祥しようが、不思議そうに言った。

　鏡の向こうにいる彼には、張角の声がほとんど聞こえていなかったのだという。

　ただ鏡から見える朧月たちの言葉や表情で、だれかに話しかけられているらしいなと想像がついただけで。

　天祥には張角からの提案について。

　そのついでに蒼刻には天てん狼ろうと霊れい珊さんと出逢ったことを説明し終えると、朧月はちょっとくたびれた。自分ひとりで長く話すのは、やはり苦手だった。

《黄こう巾きん賊ぞくの頭首が……兄上の居場所を？》

　天祥は腕組みをしてつぶやくと、めずらしく、笑みの気配さえないまじめな顔で考えこんでしまった。

　しばし待っても太子殿でん下かは何も言われないので、蒼刻が怪訝そうに眉をひそめた。

「何を悩んでおられるのですか、天祥さま」

《蒼刻？》

「俺たちの選択はすでに決まっていますし、天祥さまがそこまで俺たちを案じてためらう必要はありません。──なあ朧月？」

　朧月もうなずいてみせると、天祥はほんの一瞬目をみはり、それからはにかむように微ほほ笑えんだ。

《安全な場所にいる私に言えた義理ではないが、それでも願わせてもらうなら。──どうか兄上を、無事に連れて帰ってきてほしい》

「了解しました」

　厳おごそかに言う蒼刻に合わせて、朧月も「はい」とすんなり引き受ける。

　──張角が敵ではないと、まだ確信はできない。

　けれども、黄こう魔まをどうにかしたいと語る口調には、演技ではない意志が感じられた気もする。賭かけてみる価値はあるかと思われた。







　龍りゆう爪そう花かのほかは枯かれた色ばかりで貧相な前庭を横切り、魔ま鬼き城じようへと戻っていく。

　霧がやや晴れてきたので周りを見渡せば、この地が「奇き観かん」としか言いようのない、不思議な風景を持つことに気づかされた。

（これでも、神しん華か国の一部だなんて……）

　花のほとんどない不毛の地は、百ひや花か神しん仙せんに寿ことほがれた国の印象とはかけ離れている。

　ところどころ剝むき出しになった山やま肌はだは、どういった種類の岩なのだろう、ほのかに黄色を帯おびた白──漂白する前の絹きぬを思わせる練ねり色だ。琥珀色がかった霧に見えたのは、この岩肌のせいでもあるのだろうか？

　あいかわらず風は強い。

　岩のあちこちには蜂はちの巣のように多くの穴が穿うがたれており、風が吹きこむと化け鳥ちようの鳴き声じみた音を響かせた。

（笛ふえの原理みたいだけど）

　普段とまるで変わらぬ様子で、あたりを観察しながら言う。

「あれが住居みたいだな」

「あの洞どう窟くつですか？　……たしかに、引きこもるのには向いてそうですね」

　あの音は怖いですけどと、素直な感想を口にすると、蒼刻はわずかに口の端を曲げた。

「あいかわらずの穴あな熊ぐま感覚だな」

「すみません、性分で……」

「まあ、いい。怖がって泣かれるよりは、はるかにマシだ」

　予想外にやさしい声で言われてしまうと、却かえって気恥ずかしくなる。

《そういうところが可愛いと、素直に言えばいいのに》

「何言いだすんですか天祥さま」

　すかさず挟まれた天祥の茶々をあしらうと、洞窟じみた住居にもう一度目をやり、蒼刻は話を戻した。

「高地の強い風の中だと、普通の建物ではすぐに駄だ目めになってしまうんだろうよ。何度も建て直すより賢かしこい」

《それに半地下のほうが、部屋の中の温度は安定するからね》

「勉強になります」

　こんな場合でなければ、もっと詳しく異文化の話を聞いてみたいとさえ思うが、あいにくここは敵地である。

　石せつ窟くつに築かれた住居や水場といった、人の利用している場所には決まって、黄色の旗が風にひらめいていた。旗には独特の紋もん様ようが描かれており、どうやら道術的な意味のあるものらしい。

《祈き禱とう旗きかもしれないね》

「天祥さま、ご存知なのですか？」

《来らい将軍の足元にも及ばないが、私も道術はある程度学んでいる。私の師は、若い頃に武者修行として神華国の内外を旅した人でね。その方の話にあった。山中に住まう民には、旗を掲かかげることが、祈いのりと同じ意味を持つ文化があると》

「祈り……」

　どのような祈りを、黄巾賊と呼ばれる人たちは捧ささげていたのだろうか。見慣れぬ風景を目まの当あたりにしていると、あいまいな感かん傷しようにかられる。

　世間では、黄巾賊は独特の教えを信仰し、頭首である張角や妖よう術じゆつの遣つかい手である張ちよう宝ほうの指図によってあちこちで騒ぎを起こす、はなはだ胡う散さんくさい集団だとみなされており、国軍にとっては討とう伐ばつの対象だ。

　しかし、それは事実のほんの一部に過ぎない。

　先ほど教えられたばかりの黄巾賊の真実を思い返せば、この物寂しい風景がまるで違ったふうに見えてくる

《できればもっと君たちと話していたいけれど、無事も確認できたことだし、私はいったん離れてもいいかな。ここからでも君たちを支援するためにね》

「──え」

　おもむろに天祥がそう言いだしたのに、朧月は詰まった。狼ろう狽ばいのあまり、手にしていた鏡を取り落としそうになる。

　こうしていると失礼ながら暇そうに見えるが、実は多忙な太子殿下である。

　こちらも相当に大事とはいえ、ずっと付き合わせるわけにはいかないのは頭ではわかっていたが、いざ天祥がいなくなると思うと──蒼刻と二人きりになるのだと思うと、途端に心こころ許もとなくなる。

《蒼刻》

　短い呼びかけに、蒼刻もふと渋じゆう面めんを解といて鏡をのぞきこむ。

　いつもどおり愛想のない友人の表情を確かめると、天祥は、次ついで「朧月」と手招くような仕草をした。

　二人の視線を集めた天祥は、一度うなずくと、こう言った。

《私は、君たちが好きだよ》

　胸の奥をつんと突かれるような、不意打ちの穏おだやかで真しん摯しな声だった。朧月は思わず息をのんだし、隣では蒼刻も目をまるくしている。

　天祥はいつもと同じ笑顔を向けてくれているのに、なんと答えればいいのか、わからなくなってしまった。

《だから何をしてでも、私のところに生きて戻ってくるように。でないと今度皇こう宮きゆうに来るパンダに、君たちの名前をつけて交配させてしまうからね》

「なにげに恐ろしい嫌がらせを!?」

「……パンダ……？」

　声を上げる蒼刻とは反対に、朧月は「それが嫌がらせになるのか……？」とまじめに深く考えすぎて固まってしまう。

　最後にそれぞれの反応を見て楽しむと、天祥はふつりと鏡の映像から消えた。

　ただの鏡に戻ったそれに映るのは、面食らった朧月と、渋い蒼刻の並んだ顔。

（あ）

　朧月は頰ほおをこわばらせた。

　天祥が遠いところから、何か助けようとしてくださるのは非常に心強い。

　心強いが、さっき「娶る」と言われた衝しよう撃げきも冷さめやらぬうちに蒼刻と二人きりにされるのは、やはり緊張した。

　もちろんまだ帰るわけにはいかないが、正直に言うと「おうちに帰りたい……」という心境である。朧月の弱すぎる心臓は、今までの負ふ荷かでもう限界に近い。

「朧月」

「！　は──はい」

「行くぞ」

「は」

「は、じゃなくて。魔鬼城だ。あの野郎も急げとか偉そうに言ってただろう」

「……仰おつしやるとおりで」

　しかし一方でこのとおり、蒼刻はいつもと変わらぬ様子で朧月の手を引くので、自分がうろたえてばかりでは逆に迷惑だろうとも思った。

　──『俺はおまえを娶るぞ』

　あれはやっぱり盛大な聞き間違いだったのかな、とさえ思いながら、普段と同じに青年についていく。

「いや、その前に張ちようさんたちと合流しとくか。とりあえず、おまえの無事な顔を見せてやらないとな」

「はい。……『たち』と仰いますと、星せい彩さいも？」

「いや、星彩には静せい心しんへの伝言を頼んだ。万ばん里りと子し龍りゆうのおっさん──ああ、おまえはまだ名前を知らなかったか。つまり情報屋と花はな守もりも、同行してくれたんだ」

「えっ」

　張さんは、わかる。彼は蒼刻の友人であり、放っておけないと思っている節ふしがある。

　万里、すなわち情報屋にも驚かされたが、花守が来ていたのはさらに意外だし、理由が気になった。

　だがそれを訊きいても、蒼刻は「野や次じ馬うま根性だとさ」と、拗すねたような顔でよくわからないことしか言ってくれなかった。何か言いづらい理由なのだろうか。

　しかし理由がどうであれ──

（霊珊）

　孤独な天狼を支え、朧月の助けにもなってくれた、心やさしく美しい幽鬼。

　彼女を、かつて恋人だった花守と再会させてあげたいと、強く思う。

「そういえば……昏こん星せいは、あの後どうなりましたか？」

　病弱な少女の笑顔が、まぶたに浮かんだ。

　自分が張宝の手で、このような地に連れてこられるきっかけとなった事件と、それに翻ほん弄ろうされた城じよう市しの名をこわごわ口にすると、最悪の想像よりはだいぶ救いのある話が聞けたのでほっとした。

「抱ほう琴きんのことは、来将軍が手を回してくれるそうだ。いずれ逢いに行ってやろう」

「そうしたいです。……ちなみに、その来将軍は？」

　昏星ではぐれたきりだった護花七将軍についても訊ねると、蒼刻は複雑そうに口の端を曲げた。

「国軍としては、まだ動けないと言われた」

「そうですか──」

　うなずきかけて、朧月は気づいた。気づいた途端に足が止まった。

　国軍。

　蒼刻だって、立派な国軍所属の武官だ。しかも未来の護花七将軍さまだ。

　軍の仕組みや規律には詳しくないが……まだ動けないという方針にもかかわらず、彼がここに来ているというのは、命令違反とか、それに近い状態なのではなかろうか？　経歴に傷がつく行為だとしか思えない。

　──一人では逃げ出すことさえままならない、わたしのせいで。

　思い至いたり、朧月は倒れそうになった。

「も、……申し訳ありません！　わたしが胡乱で脆弱で粗忽で弱腰で陰気で愚鈍で阿呆で田舎者の引きこもりで鈍くさいくせに面倒な異能を抱かかえていて、だというのに自分の身も守れない人間の屑くずなせいで蒼刻さんに多大なるご迷惑を……ッ」

「よく嚙かまずにそこまで自じ虐ぎやくできるな」

　平へい身しん低てい頭とうの朧月に、蒼刻はどことなくズレた感想を漏もらす。

　そして、軽くため息をついた。

「だが、だれがそこまで卑ひ屈くつになれと言った」

「った！」

　いきなり額ひたいに手しゆ刀とうが落ちてきたので、朧月は思わずのけぞる。

　普段はたっぷりと手加減してくれた上での「つっこみ」ついでの動作に過ぎないが、今回のは少しばかり痛かった。

　だが痛みよりも、蒼刻の機き嫌げんが明らかに降下したことに朧月はうろたえる。

　叱しかられる気配まで察すれば怖くなり、しゅんと身体を縮ちぢめた。

「おまえは阿呆だが屑ではないから、わかってるはずだと思ったんだがな」

「わかってる、と言うと……え？　何をですか？」

「俺が、おまえのためだけに来たわけじゃない、ということだ」

　鋭するどいまなざし。

　露出しているのは左目だけなのに、彼の青く燃える瞳の威い力りよくは凄すさまじい。身体の芯しんを鷲わしづかみにされた気がするほどだ。

「おまえを俺に預けた玄げん静心のためでもあるし、星彩や張さんや天祥さまといったおまえを心配する人たちのためでもあるし、だれよりも自分のために、俺はここまで来たんだ。いいか？　俺が自分で決めたことだ。──だから、迷惑をかけて申し訳ないなんて二度と思うな」

「……ッ」

　胸が震えた。

　朧月への気遣いでも建たて前まえでもなんでもない。

　純粋で、それゆえに何よりも強い言葉に、雷かみなりに打たれたような衝撃を受けたのだ。

　だがもちろん、嫌な衝撃ではない。ただひたすらに頭の下がる想いだったし、素でそこまで言い切れる蒼刻の心の強さに感かん服ぷくもした。感動した、と言っても過か言ごんではない。

「申し訳……あ」

「また言ったな。よし、これから一回無駄に謝あやまるたびにこづきまわす」

「なんですかそれ」

「罰ばつだ。ついでに俺の趣味だ。それじゃ、一回目な」

「ひー」

　いつものように朧月の小さな頭やらやわい頰やらをもみくちゃにした後で、蒼刻は拗ねたように言った。

「何もできないなら笑っとけ。おまえのいまひとつ締まりのない笑い方は嫌いじゃない」

「……はあ」

　朧月がぼんやりとうなずけば、蒼刻はなぜか不服そうに目をすがめる。

「おまえ、俺が何を言いたいのか確実に理解してないだろう」

「はい？」

「ここまで来たんだから、おまえの笑顔くらい見せろと言ってるんだ」

　思いがけない見返りを要求され、つかのま目を点にした後で。

「……笑うのは苦手なのですが」

　弱よわ音ねをこぼしながらも、朧月は思わず、自然に目を細めていた。

　満面の笑顔にはなりそこねたが、今日の蒼刻の採点は甘いようで、よしと尊大にうなずいてくれた。
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　張ちようさんたちとはすぐに合流できた。

　彼らも先行した蒼そう刻こくを追ってきていたのだが、霧で視界が悪いせいか、前庭の中で互いにすれ違いつづけていたようだ。

「おお姫よ、無事だったようじゃな」

　まずは白びやつ虎こが、きれいな薄青の瞳を細めるようにして、朧ろう月げつに顔をすり寄せてきた。

「さぞ怖かっただろう。さあ、儂わしのこの毛並みに癒いやされるがよい。──うむ、星せい彩さいは大事ないぞ。姫をひどく案じてはおったがのう」

「よかったよかった。──けどなぁ少年、おまえさんが止める間もなく行っちまうもんだから、お兄さんたちはちょっと困ったぜ」

　ひと山越えたという感じに黒くろ髪かみをかき上げた男──衛えい万ばん里りという名の情報屋は、あきれたような苦笑いを蒼刻に向けた。

　蒼刻は心外そうに眉をひそめる。

「なんでだよ。張さんがいたんだから道には迷わないだろう。っていうか、別れた場所からここまでは一本道じゃないか」

「いや、そういう問題じゃなくてだな。またぞろ[image: ]屍キヨンシーの群れにでも目をつけられたら、俺たちだけじゃ、ちょっと心許ないなと思ったのさ。──ま、恋は走りだしたら止まらないとはよく言ったもんだ」

　どうやら責める気はなく、単に蒼刻の突っ走りぶりにひと言投げかけておきたかっただけらしい。その証拠に、朧月に見せた笑顔には、先ほどの天てん祥しようと同じかそれ以上に露骨な揶や揄ゆの色が乗っている。

「お、……お世話になりました」

　恋という単語にどう対応していいのか皆かい目もくわからず、朧月は頰は紅あかく視線は定まらず両手も無意味にばたつかせがちという、明らかに挙動不審になりながら、せめてもとお礼だけを口にする。

　万里は「いいってことよ。俺も花はな守もりの旦だん那なも、野次馬根性と少年が放っとけないだけでついてきた物好きだからな」と、軽快に笑い飛ばす。

　花守と呼ばれる男──王おう子し龍りゆうも、鷹おう揚ようにうなずいていた。

「そうとも。何事もなく、ここまで来られたのだから、よしとしよう」

　花守にも深々と頭を下げてお礼を言うと、朧月の中には焦りともどかしさが入り混じる感情が甦った。

（──霊れい珊さん）

　無事でいてねと、ここにはいない幽鬼に心の中で願う。

　本当なら一刻も早く、花守に恋人がまだこの世に留とどまっていることを知らせたい。

　だが張ちよう宝ほうのせいで引き離されて以来、彼女の行方をまだ確認できていないので、朧月は迷った。

　ただでさえ地上を彷徨さまよう死者の魂こん魄ぱくである幽鬼は、儚い存在なのだ。肉体がないという状態は、生きている者が想像するもよりはるかに不安定で、人間らしさを喪うしない、怒りや悲しみ・憎にくしみといった感情に支配されやすい。

　霊珊が十年以上もはっきりとした自我と記憶を保っていられたのは──天てん狼ろうという話し相手がいた幸運の賜たま物ものでもあるのだろうが──奇き蹟せきにも等しかった。

　張ちよう角かくは行方を教えてやるとは言ったが、果はたして天狼たちが無事かどうかは、また別問題である。

「で、だ」

　張さんたちが何事もなかったのだと確かめて、朧月と合流してからのことを──天祥の発言はぼかしつつ──おおまかに説明すると、蒼刻はあっさりと言った。

「俺はこの珍獣を連れて魔ま鬼き城じように行くつもりだが、あんたたちはどうする？」

「魔鬼城ってなんだい？　おっかない名前だな」

「あれじゃ」

　嫌な予感がする、と続けないのが不思議なくらいの表情で万里が訊き返すが、それには蒼刻ではなく張さんが答えた。

（……って、張さん？）

　そうですあれが魔鬼城ですとうなずきかけて、朧月はふと瞬いた。今まで喉のど元もとのもふっとした毛を撫なでさせていただいていた白虎をうかがう。

　見れば城とわかるような建物は、この地には魔鬼城しかない──というより霧で視界が悪すぎて、魔鬼城と山の稜りよう線せんくらいしかここからは見えないのだが、張さんの今の言い方は妙に確信的だった。

　そう。まるで魔鬼城を、あらかじめ知っていたかのように。

「あれ、ですかい」

　万里がうめいた。霧で薄暗いのと輪りん郭かくがぼやけて巨大な影のように見えるせいか、魔鬼城はより凄すごみのある威い容ようで視界に迫せまってくる。

　高地とは思えぬ建築技術の粋すいをしばらく口を開けて眺ながめていた万里は、こめかみが痛みだした様子で、指先で生え際ぎわを押さえた。

「お嬢じようさんや。お兄さん、あれは見るからに黄こう巾きん賊ぞくのアレだと思うんだが」

「……まあ、本拠地だそうです」

　ごまかしても仕方ないので、朧月は簡かん潔けつにお答えしてしまった。
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　おいおいとあきれた様子でうなり、万里がため息をつく。宥なだめるような悟さとったようなあいまいな笑みを浮かべ、子龍がその肩をぽんと叩たたいた。

「少年よ……。そんな市場で朝飯買ってきますみたいな口調で言われても、お兄さん反応に困るぜ」

「なんで困るんだ」

「素でわかってもらえてないところがまず困るかな！　いや漫まん才ざいはさておき、魔鬼城に来いってのが、張角の罠ってことはないのかい？　張宝──もとい、張宝の身体を乗っとってる黄こう魔まがあんなやつのわけだし」

「それはなかろう」

　すかさず否定したのは、つい先ほどまで張角と話していた蒼刻でも朧月でもなく、張さんだった。今度こそ朧月は、目をみはって白虎を見た。

　張さんの横顔は痛ましいほど真摯で、いつになく悩ましげな翳かげりもあった。

「張角どのはそういう人物ではない。黄魔とも違って姫にご執しゆう心しんでもないから、行って話を聞く程度のことはしても大丈夫だと儂は思う。ま、茶を出して歓迎まではしてくれぬだろうがな」

「そっか。……白虎の旦那がそこまで言うなら」

　最後だけいつもの洒しや脱だつな彼らしく崩してみせた張さんの言葉に、蒼刻たちは視線を交かわし合い、納得した表情でうなずく。

　未いまだに当惑しているのは朧月だけのようだが、蒼刻が目顔で「話は後だ」というので、ひとまず従うことにした。
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「龍りゆう爪そう花か」

　霧をかき分けるようにして前庭を進むうちに、子し龍りゆうが感かん慨がい深げにつぶやいたのに、朧ろう月げつはどきりとさせられた。

「ここでも咲くのだね。平地のものとは品種が異なるようだが」

「さすがに詳しいな、あんたは」

　蒼そう刻こくが感心したように言えば、子龍ははにかむように目を細める。

「いろいろと思い出深い花だからな。詳しくもなる」

「…………」

　淡々とした語り口が逆に、彼の想いの深さを感じさせる気がして、胸が痛い。

　張ちよう宝ほうか──彼に従う張ちよう梁りように見つからないかと警戒していたが、特に何事もなく魔ま鬼き城じように戻ることができた。

　あいもかわらず薄暗い中に入り、さて張ちよう角かくはどこに？　と皆で彷徨さまよいかけたとき、張ちようさんがおもむろに足を止めて言った。

「右手の廊ろうの、一番奥にある扉とびら」

「え」

「おそらくそこに行けば、張角どのの居場所にたどり着ける」

　朧月は思わず固まった。張角どの。その呼び方がやけに自然だったせいでもあり、勝手知ったる様子に驚いたせいでもある。

　彼女の戸惑いのまなざしを、白虎はあえて気づかぬふりをしているようだ。

　そつのない彼は、いつもなら「どうしたのじゃ、姫？」とでも言いつつ振り返ってくれるのだが、今日に限ってはそれもない。

「それと、提案なのだが。蒼刻と姫が張角どのに逢いに行く間、儂らはどこか別の場所で待っているというのはどうだろう」

「俺たちも？」

　儂ら、に含まれた万ばん里りが、色いろ眼め鏡がねの向こうで目をぱちくりさせて振り返る。

　だが白虎の薄青い瞳とかち合うと、何かを察したようだった。

「理由を聞いてもいいかい？　白虎の旦那」

「強行軍でちと疲れた。蒼刻は今は元気百倍のようだが、儂は若くはないし、おぬしや花はな守もりどのも体力を温存すべきであろう」

「なかなか嫌な予感のすることを仰るのだな、白虎の御おん大たいは」

「まあな」

　広い肩をそびやかした子龍に、片方の目をつむってみせる白虎。

　蒼刻がうなずき、きょとんとしている朧月の手を引く。

「張さん。そこまで言うからには、あんたたちが張宝に襲おそわれないという確信くらいはあるんだろうな」

「うむ。むしろ注意すべきはおぬしじゃ。姫を連れておるのだからな」

「わかった。何かあったら、あんたが万里と子龍のおっさんを護ってくれ。別にここから逃げても構わないぞ」

「安心せい。おぬしを裏切るような真似はしない」

「──馬ば鹿か。だれがそんな心配をした？」

　白虎のどこか自虐めいた言いようを、蒼刻は怒った声で跳ね返した。

　普段から遠慮のない言い合いをする二人だが、それとはどこか違う真剣な雰ふん囲い気きに、朧月は面食らう。

　張さんたちと別れて、蒼刻とともに魔鬼城の奥に向かう道すがら、朧月はようやく違和感の正体に思い至った。

　そうだ。蒼刻はあまり素直ではなく、年上の友人である白虎にも憎まれ口ばかり口にしているが、あんなふうに本気で怒って「馬鹿」とまで言うのはめずらしい。少なくとも朧月は初めて耳にした。

　左手はつながれているので、右手で蒼刻の上じよう衣いの袖そでをちょいちょいと引く。

「蒼刻さん。……張さんと、何かありましたか？」

「あったと言えばあったし、なかったと言えばなかった」

「どういう意味です？」

　これもめずらしく、蒼刻にしては歯切れが悪い、非常にぼかした言い回しだ。

　少し考えるような沈黙を挟んでから、蒼刻は再び口を開く。

「驚くなよ」

「小心者なので無理です」

「……あきらめが早すぎるぞ、おまえは」

　出鼻をくじかれたじゃねえか。半眼でぼやいてから、蒼刻はあっさりと言った。

「昏こん星せいの件で、張さんが生前の記憶を取り戻した。死んで白虎に憑ひよう依いする前は、黄こう巾きん賊ぞくの幹部だったそうだ」

「！」

　朧月は頭をがんと殴なぐられたような気がした。

　張という姓が共通しているし、ここに来てからの白虎の態度で「黄巾賊について実は何か知っているのだろう」程度の予感はしていたが、そこまで深い関係があったとは。

　……いや。わたしはその可能性からわざと目を背そむけていたのかもしれないと、朧月はひそかに思い直した。

　別に裏切られたとは思わないが、張さんが黄巾賊の一員だったとすると、死んで白虎になった過程に、どうしても残酷で悲劇的なものを想像してしまうから。

　怖い想像が先走り、声が勝手に細くなる。

「もしかして……張宝に──黄こう魔まに殺されたのですか？」

「詳しいことはまだ聞いてないが、どうやらそうみたいだな。黄魔に身体を奪われる前の張宝はもちろん、張梁や張角とも面識があるらしい」

「幹部と言うからには……普通そうですよね」

　張さんの本当の名は、張燕えん博はく。

　張角、張宝、張梁の三人ほどの知名度はなく、表立って犯罪行為に加か担たんしていたわけではないらしいが、黄巾賊の一員として働いていたのは事実だ。

「蒼刻さんは──……複雑ではないのですか？」

　国軍の一員として。

　ざっくり訊いてしまうと、蒼刻はどこか不満げな顔をした。

「俺も驚きはしたが──黄巾賊がただの悪人ではないことも知ったし、俺と知り合った後の張さんには世話になってきたしな。生前の張さんに何かされたわけでもないから、敵視なんてできそうにない」

「……ですよね」

　潔いさぎよく誇ほこり高い青年らしい答えに、清すが々すがしい想いを味わい、朧月は目を細めた。

「だが張さんが勝手に引きぎみで、さっきみたいに自虐的なことを言いだしたりするのは嫌だな。正直苛いら立だつこともある」

「星せい彩さいも……気にしないでしょうね。わたしもですけれど」

「ならいい。今までと同じ付き合い方をしようぜ」

「はい」

　朧月がしっかりとうなずいた、そのときだ。

《──来たか、冥界公主》

　不意に、頭の中に声が響いた。

　張角だ。

　まるで、張さんの話題が終わる頃合いを測ったかのようだ。もしかすると本当に待っていたのかもしれない。

　……奇妙に気まずくなる朧月たちに、張角が何を思ったかは結局わからなかった。

　続く声はあまりにも理性的で、なんの感情も差し挟まれてはいなかったから。

《隠し扉はすべて開けておいた。私の言うとおりに進みたまえ》
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《右手にある竹ちく簡かんがおさめられた棚たなの、横の壁を押せ。そこが隠し扉とびらだ》

「そこ『も』だろ？　一体いくつ隠し扉があるんだよ」

《あと六つだ》

「作りすぎだ」

　朧ろう月げつが天てん狼ろうと出で逢あったのとはまるで異ことなる一角にあった隠し通路から、限られた者しか入れないとおぼしき場所を通り、城館の中ちゆう枢すうらしき場所へと向かう。

「俺の実家でもここまでじゃないぞ」

「蒼そう刻こくさんのご実家にも、このような隠し通路が……？」

「古い家には決まってあるだろ」

「…………そうでしょうか」

　少なくとも朧月の故郷の邸やしきには、そのようなものはなかった。せいぜいが秘密の蔵程度である。名門である劉りゆう家とは違い、隠すべき財産があまりないせいかな……と考えると、ちょっと虚むなしくなった。

　四方の壁が書棚で埋うめ尽つくされた部屋や、なんらかの儀式のために作られたとおぼしき壮そう麗れいな内装の広間などを経へて、壁と一体化していた隠し扉をくぐった。

　扉の向こうは、城館内部とはまた違った雰ふん囲い気きを醸かもす、窓のない廊ろうだ。

「意外と明るいな」

「道術による仕掛け……でしょうか。それとも、発光する岩を使っているとか？」

　胡う散さんくさげな顔をする蒼刻とともに、朧月も上下左右を観察した。

「特殊な岩って可能性はありそうだ。この城館そのものが、平地ではちょっと見ない建築材の塊かたまりだしな」

「そうなのですか？」

「ああ。帰るときに、迷惑料代わりに壁の石でも持ってくといいかもな。きっとそれなりの値段で売れるぜ」

「なんという前向きな」

　壁そのものが真昼の雪せつ原げんのようにほんわりと輝いているため、濃こい霧きりのせいで昼でも陽ひの光がほぼさえぎられていた城内よりも、よほど明るく感じる。おかげで、廊のかなり先まで見通せるが──

（……少しずつ、斜ななめになってる？）

　なだらかな下り坂になっているようだ。

　慎重に歩みを進めていくと、天てん井じようや壁に、大小さまざまな五ご芒ぼう星せいが無数に刻きざみこまれているのが目についた。

（たしか五芒星はひと筆書きができるから、何かを封ふうじこめる意味がある……とか）

　来らい将軍から、以前にもらった道術の書で、そういう内容を読んだのを思い出す。

「階段だ。転ぶなよ」

「そう言われると、逆に転んでしまいそうな気が……」

「なんでだ」

　そういう意識で観察してみれば、周囲の壁には「封じる」とか「鎮しずめる」といった意味を持つありとあらゆる紋もん様ようが刻印されていた。とりわけ五芒星は多く、天井はまるで満天の星空を描いたかのような状態だ。

《──その先にある扉が、終着点だ》

　張ちよう角かくの声に従って、蒼刻とともに螺ら旋せん状じようの階段を下りていくと、そんな言葉が最後に与えられた。

「あそこに、あなたがいるのですか？　張角」

　朧月が確認してみても、今までどこからともなく返ってきた声は聞こえない。

　蒼刻が肩をすくめた。

「呼びかけるだけでも力を使うとか言ってたし、力尽きたのかもしれねえな」

「そ、そんな無情な」

　黄こう巾きん賊ぞくとはいえ、張角には張ちよう宝ほうほど直接の因いん縁ねんがないせいで、つい同情しかける。……黄巾賊の象しよう徴ちようたる張宝にあれだけのことをされた上に、張角もかなり皮肉っぽい対応をしてきているのに、我われながらのんきだとは思うが。

　もちろん蒼刻も本気で張角がどうかなったとは思っていないようで、すぐに気を取り直して扉の前に立った。朧月を完全に背でかばえる位置を選びながら。

「とりあえず行ってみるか」

「虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず……というものですか」

「まさしく、それだな。巣穴にこもるのが好きなおまえには、一番縁遠い言葉か」

　虎とらの巣穴のほうが怖こわさの程がわかるだけまだマシだと思いかける、一面に無数の呪じゆ符ふが貼はられた物々しい扉だ。

　貼られた時期にはばらつきがあるようで、文字がかすれたり紙自体が劣れつ化かして読めないものもあれば、ほんの一週間前に書かれたとおぼしき真新しい呪符もある。朧月も全部の内容が理解できたわけではないが、そのいずれも、扉の向こうにある何かを封じる意味をこめたもののようだ。

「開けるぞ」

　何かを確かめるようにうなずくと、蒼刻は無む造ぞう作さに把とつ手てに指を置く。

　武人としての直感で、危険性はないと察したようだが、臆おく病びよう者ものの朧月から見れば驚くほどの大だい胆たんさだ。

　鼓こ膜まくを鑢やすりがけされるかのような軋きしむ音に顔をしかめながら、蒼刻は扉を押し開けて──

「遅い!!」

　その途と端たん、恫どう喝かつするみたいに大きな声を浴あびせられた。

　ぴょんと跳び上がったあげくによろめいた朧月を、蒼刻は慣れた手つきで支ささえる。

　すると。

「──だが、逃げずに来たことは称しよう賛さんに値あたいする。どう見ても幸せな育ちをしてきた頭のゆるそうな娘だが、思いのほか胆きもは据すわっているようだな、冥めい界かい公こう主しゆ。無論、危機回避能力のない、ただのお人よしという可能性もあるが」

　もはや慣れてきた感すらある、皮肉っぽい声が聴こえてきた。

　ここまで案内してくれた張角の声とそっくり同じで、それはまあいいのだが。

（強烈だわ……）

　初対面だというのに、ずいぶんな言われようだ。不ふ愉ゆ快かいに思うとか反論したくなるのを通り越して、朧月はぽかんと口を開けてしまった。──普通、呼びつけた相手にいきなり喧けん嘩かを売るような真ま似ねをするだろうか？

　あんまりなお出迎えに、蒼刻も一周回って反発する気が失うせてしまったようだ。半はん眼がんで文句を言う。

「たしかに俺たちも寄り道はしたが、この城館の地下がやたら複雑で迂う遠えんなのが、諸悪の根源だろう。客人にやさしくないぞ」

「私はおまえたちを客人として迎えたつもりは一切ない。あれが勝手にやったことで、私に文句をつけられても困る」

「あれ……とは？」

「おまえたちを翻ほん弄ろうしている張本人のことだ。──詳しい話は、顔を合わせてからにしないかね。危害を加えるつもりはないから、二人とも中に入ってきたまえ」

　まあまあ正論なのに釈しやく然ぜんとしない気分になるのは、どこをとっても皮肉っぽい言い回しのせいだろう。

「ここに来て、また面倒くさそうなやつのお出ましか」

「みたいですね」

　敵地だということを忘れそうになりながら扉をくぐると、想像もしていなかった光景がそこに広がっていた。
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　扉の先は部屋ではなく、広大な庭だった。それも、春が終わる手前で時を止めてしまったような庭だ。

　それまでの城内の薄暗さから解放された気分になるほどの、やわく明るい光が満ちている。

　頭上は白しら藍あいの空。足元を埋め尽くすのは無数の花びら。地面の色など見えもしない。ゆえに、その木の幹みきの黒さは目に焼きついた。

　見渡す限り何本も散在している木の、節ふしくれだった幹も枝も、繚りよう乱らんと咲きにおう花に包まれている。なんの花だろうと視線をもたげ、朧ろう月げつはその繊せん細さいな美しさに息をのんだ。

　桜だ。

　淡あわい金きん細ざい工くの瓔よう珞らくかと見まごうような、ほのかに金色を帯おびた五弁の白い花びら。

　風もないのに、はらりはらりと散る桜の花はな吹雪ふぶきに取り巻かれれば、足元が浮かび上がっていくかのような錯さつ覚かくにまで襲おそわれる。

　朧月は、たいして世間を知らぬ引きこもりだが──

「……金色の桜とはな」

　蒼そう刻こくが梢こずえを見上げて茫ぼう然ぜんとつぶやいているのを見る限り、やはりこのような色合いの桜はめずらしいのだろう。

　物語好きの湘しよう雲うん公主ならネタにしてくれたかしら、とのんきに考えそうになったところで朧月は我に返った。

「──……ここ、地下のはずですよね？」

「俺の感覚では、少なくとも地上ではないと思う」

　蒼刻がうなずく。

　そこに、

「さっさと奥に進みたまえ。私は君たちを花見に誘った覚えはない」

　冷ややかに響ひびく張ちよう角かくの声は、浮ついた気分を吹き飛ばすには十分すぎた。蒼刻と顔を見合わせて、再び歩きはじめる。

　落ち着いて見れば、金色の桜は思ったほど数が多くない。三十本もないくらいだろう。それでも世界の輪りん郭かくがほのかに輝く桜色にぼやかされてしまった気がするほど、この空間は花に満たされていた。

　……程なくして、なんとも言えぬ違和感に胸がざわつきはじめた。

　ここが地下なのに桜が満開なんて、という驚きだけではない。

　桜は春の花。だというのに、ここには春の盛さかりのやさしく清らかな空気はなく、金色の雪にじわじわと周囲を埋め尽くされて凍とう死ししていくかのような、冷たい静けさと不吉な気配がただよっているのだ。

　思わず蒼刻の手を握にぎった手に、ぎゅっと力をこめてしまう。

　嫌いやな想像を振り払いたくて、口を開いた。

「張角の声……さっきまでの頭に直接響く感じではなかったですよね」

「ああ。近くにいるんだろうな──」

　と。

　蒼刻が足を止めた。反射的な動作なのか、さりげなく朧月を背にかばうように立つ。

　つられて足を止めた朧月も、はっとした。

「──それほど呆ほうけた顔をしてもらえれば、我ら一族も、この花とともに命をつないできた甲か斐いがあったというものか」

　張角の声。

　なじみのある気配が行く手に忽こつ然ぜんと現れたのを感じ、蒼刻の後ろからそっと顔を出してみると、

「よく来たな、冥界公主。そして神しん華か国の武官どの」

　ひときわ幹が太く、花咲く枝が天をおおう勢いで四方に伸びた桜樹の前──

　冷さめきった声の主ぬしは、花の上に傲ごう然ぜんとあぐらをかいて待ち構かまえていた。







　怖いほど冷静な目をした、若い男だった。

　耳とうなじを隠すくらいに短く切られた漆しつ黒こくの髪かみが、細い輪郭に沿っている。

　琥こ珀はくの瞳ひとみの色合いや、整ってはいるがどことなく陰影の深い容よう貌ぼうは、張ちよう宝ほうと張ちよう梁りよう、二人の黄こう巾きん賊ぞくの青年との血のつながりを感じさせた。

　──そう。よく似ている。

　どちらかと言えば張宝に近い雰囲気だ。張角のほうが身体からだつきはしっかりしているし、表情も理性的だという違いはあるが。

（この人が、黄巾賊の──）

　白しら々じらとした簡素な衣い裳しようは、身体の線が目立たない作りで、袖そで口ぐちや襟えり元もとには呪じゆ詛そめいた紋様が縫ぬいとられていた。おそらく道術がらみのものだろう。

　そして。

　ゆったりとした袴はかまにおおわれた足元は、半なかば透すけていた。
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（……幽ゆう鬼き）

　なじみのある気配の正体は、これか。朧月はなんと言っていいかわからず、けれども張角から視線も外はずせずにいた。

　年の頃は二は十た歳ちをいくつか越えた程度だと思われるが、透とう徹てつした光をたたえた琥珀色の瞳も、乾いた風にあらゆる感情を削そぎ落とされたかのごとき顔つきも、まるで千年の歳月を生きた仙せん人にんであるかのように揺ゆるぎない。

　この世のだれよりも、幽鬼を見慣れている朧月だが、その男は、これまで見た中でもっとも死者の霊れい魂こんらしからぬ雰囲気の持ち主だった。

「どうした、冥界公主」

　そのとき。

　張角の琥珀色の瞳が、不ふ機き嫌げんそうにこちらに向けられた。

「私の顔が気に食わないのなら、はっきりと言ってしまえ。まあ言われたところで、とうに死んでいるので改善のしようはないが」

「！　い、いえ、そういうわけではありません」

　朧月はあわてて首を振った。

　……どことなく自分の異母兄　あ　に　に近いものを感じたのだが、まさかそう説明するわけにもいくまい。

　朧月の異母兄・静せい心しんは、冷徹に見えて情が深い人だ。自領の民のために日々心を砕くだいているし、朧月のように不出来で足手まといの妹でさえ、見放すどころか何不自由なく庇ひ護ごしてくれる寛かん大だいな人柄だ。

　張角はつっけんどんにさえ思える、たいへん事務的な口く調ちようで言った。

「今一度、名乗る必要がありそうだな。私はこの地の封印の要かなめ石いし。張角という名を我わが父ふ祖そより継ついだ者だ」

「……はあ」

　なぜだか抱いだいた違和感に気をとられ、朧月の声は浮わつく。

　……どこが変なのかと言われると説明に困るが、なんとはなしに違和感のある名乗り方だった。

　朧月は目をぱちくりさせ、蒼刻の眉み間けんにはわずかにしわが寄る。

「言いたいことは山ほどあるが……俺は寛大だから、それは後回しにしてやろう」

　相手の皮肉な物言いがうつってしまったかのように、蒼刻もまた棘とげをちらつかせた口調で返した。

「父祖から受け継いだ名前が『張角』だというが、おまえ個人の名はないのか？」

「くだらん質問だな。──私個人の名？　そのようなものは必要ない」

　張角は事もなげに言い放つ。

　朧月はその姿に、張梁が言っていたことを思い出していた。張宝と張梁には本当の名があるという。

「我が一族の生は、代だい償しようを払ってでも義務を果はたし、この地の封印を護まもりつづけるためにある。私は当代の要石であり、楔くさびの作り手であり、枷かせの管理者だ。個人的な感情も感傷も必要とはされない。──もっとも」

　淡たん々たんとした言葉の終わりに、張角はまなざしを蒼刻から朧月へとずらした。

「君が出逢った弟たちは、我が一族にしては人の情を捨てきれずにいる者だが」

「弟──」

「張宝と、張梁という名を継いだ者たちだ」

「……本当に三人兄弟だったのか」

　蒼刻が思わず、といった雰囲気でつぶやく。

　そこを気にかけられるのは予想外だったらしく、黒い前髪の下で、張角の目が怪け訝げんそうにすがめられた。

「どういう意味だね」

「張宝と張梁が兄弟なのは見ていてわかったが──おまえはこの本拠地にこもりきりなのか姿を現さなかったし、国内ではまるで張宝が黄巾賊の頭とう首しゆみたいに暗あん躍やくしまくってたからな。変に意外な気分になる」

「張宝ではない。あれの姿を奪った黄こう魔まだ」

　不機嫌そうに、張角は訂正を求める。

　黄魔のせいで、その手で罪を犯おかすはめになった弟の名誉を守りたいのだろうか。

　兄弟愛と簡単に呼べるほど甘くはないが、ある種の情が垣かい間ま見みえた気がして、朧月はなんとなくほっとする。

　絶え間なく舞い散る桜にときどき目を引かれながら、蒼刻は肩をすくめた。

「わかった。──その黄魔の存在感ばかり強いから、『張角』なんて頭首は実在しないんじゃないかとか、すでに病死してるのを生きてるように見せかけてるだけじゃないかって噂うわさが流れていたんだ。今なんとなく、それを思い出した」

「ほう。今となっては、その噂も事実に近いな」

「……まあな」

　蒼刻の複雑そうな心境を、張角はなんのことやらという顔で聞いているが、朧月にはなんとなく察せられた。

　蒼刻も兄と弟がいる、三人兄弟の真ん中だ。自分とはすべてが違う三人兄弟を前に、何も感じないわけにはいかないだろう。張宝と同じ位置だということに気づき、妙な気分になったのかもしれない。

（でも……思ったよりも蒼刻さん、張角に対して冷静だわ）

　一方で朧月は、ああこの人は一番上のお兄さんなのかと、改めて妙な感かん慨がいを抱きながら張角を眺ながめてしまっていた。

　黄巾賊の頭首だ要石だと言われると敬遠したくなるが、彼もお兄さんだと思えば人間味を感じる。少なくとも今の張宝や張梁よりは、張角は理性的でどこか人間くさくもあり、会話はしやすい。

　複雑な感情のちらつく目で張角を見据え、蒼刻がふと声を低める。

「おまえは張梁や張宝が──黄魔がしてきたことは知ってるのか」

「知っている」

　張角は、ためらいもせずに首を縦たてに振った。

「黄魔はこの月げつ蝕しよく領りように戻ってくるたびに、壊れかけたアレの封印を修復できない私をせせら笑いながら、下界でしでかしてきたことをいちいち教えてきたのでな。おそらく国軍ですらまだ把は握あくしていない隠れた被害まで、私は把握しているだろう」

「……止めることはできなかったんだな」

　少し悲しげな翳かげりを帯びる、蒼刻の青い瞳。黄魔にもてあそばれて亡なくなった、戦友を思い出したのだろう。

　こんな場合でなければ抱きしめたくなるほど切ない横顔だと思い、直後に、そんな自分の思考どおりに想像をめぐらせてしまい、朧月は間抜けにも赤面しかけた。阿あ呆ほうな妄想をして、蒼刻を意識している場合ではないのに。

　自分を殴なぐりたくなっている朧月をよそに、めずらしく気まずげに沈ちん黙もくした張角は、やがてわずかに目を伏せた。

「私が弟たちを管理できなかったせいで、いたずらに下界に被害を生んでしまったことに関しては責任を感じている」

　相手の演技ではなく沈痛な様子を見て、蒼刻はすぐに言葉を付け足した。

「別におまえに責任をとれと言いたいわけじゃない。止められなかったのかと、まあ確認をしてみただけだ」

「そうか。──では、黄魔の強大さを知らないだけか。私のように道どう士しとしての才が凡ぼん庸ような者だけでは、あれを斃たおすことはおろか再度封じることすらできはしない。私にできたのは、この身を投げうって封印のほころびを止めることだけだ」

　張角はそこで口くち惜おしげに唇くちびるを結び、まなざしを斜め後方へと流す。

　蒼刻とともに、なにげなく張角の視線をたどった朧月は、もう少しでひどい悲鳴を上げるところだった。

　──骸むくろ。

　桜の根元には、一体の骸があった。

　いや、桜の根に搦からめ捕とられた骸だ。

　その無む惨ざんな姿に、思わず見開いた目が引きつったまま硬直してしまい、怖いのに見ずにはいられなくなる。

「……ッ……」

　不気味に錯さく綜そうし、黒い網あみの目のように広がっている桜樹の根は、幹に寄りかかるようにして息いき絶たえたその骸を今にもおおい尽くそうとしている。

　じわ、じわ、と朧月が見ている前でもほんの少しずつ伸びて脈打つ根は、骸から血を吸い出しているかのようだ。事実、太いものから枝分かれした髪のように細い根は、骸の皮ひ膚ふにびっしりと貼りついている。

　哀あわれな骸の、肩から上はまだかろうじて根におおわれていなかった。

　首が折れたかのように深くうつむいた顔はうかがえないが、肩にも届かぬ黒髪や乾ひ涸からびかけた四し肢しに絡からまる白い衣ころもで、だれの骸なのかは明白だ。

　まるで、その骸を糧かてにして満開に花咲いているかのよう。

　先ほどまで夢のように美しいと思っていた桜の園が急に、城外の寂しげな庭よりも荒こう涼りようとして恐ろしげに見えさえする。

　しかし──

「私の骸だ。封印を維い持じするためにこうした」

　骸の主は、さっき脱ぎ捨てた衣のことでも話すようなそっけなさで言う。

　さすがの蒼刻もしばらく二の句が継げないようだ。

「……まるで木ミ乃イ伊ラだが。すると、おまえはかなり前に死んでたのか？」

「いや、つい先ほどまでは意識があった。生命活動が完全に止まったのは、おまえたちに呼びかける少し前のことだ。死んで初めて桜に同化して、この地と一体化することができたのでな」

　まるで他人の死を、言うなれば医者が通りすがりに道端に転がっていた骸を検あらためたかのような淡々とした口調で、張角は己おのれの死にざまを説明する。そこには、後こう悔かいも悲哀も怨えん嗟さも未練もない。

「今さら骸に意味などない。私はこちらだ。──行くぞ」

「ど、どこに？」

　唐とう突とつにうながされたが、今見たものの衝しよう撃げきが冷めやらぬ朧月は、まったく切り替えができずに狼ろう狽ばいした。

　蒼刻もついていけない様子で、張角だけが冷静だ。

「君たちには黄魔を再び封じてもらいたい。そのためには武器が必要だろう。──御ごたいそうな刀を装備しているおまえはともかく、ほかの連中は素す手でや棒や牙きばだけで原始的に戦うつもりかね？」

「…………」

　しばらく沈黙が落ちたのは、朧月も蒼刻も「いつそんな話になった？　承しよう諾だくした覚えはないぞ」と面食らったせいだ。

「別に嫌だとは言わないが、ひとつ言わせろ。──どうして俺たちがやることが決定事項になってるんだ？」

「使えるものは親でも使え、と言うだろう。今この地で、黄魔と戦える者はおまえたちしかいない。本来ならば我が弟、張梁が命をかけて償つぐなうべき事柄だが、あれは張宝の姿をした者には傷ひとつつけられない愚おろか者だ。ゆえにおまえたちの協力を求めている」

　当然といった口調で言い放たれた内容に、蒼刻が半眼でつっこんだ。

「求めている、っていう態度なのかそれで」

「土ど下げ座ざしておまえの鞋くつを舐なめて懇こん願がんしろと言うのなら、その悪趣味に付き合ってやっても構わないが、見てのとおり私は肉体がないからな」

「だれもそこまでは言ってないだろう。なんだか面倒くさい男だな」

「おまえに人のことをとやかく言えるのか？」

「…………」

「…………」

　険けん悪あくとまでは言わないが、微妙な空気が流れた。

　朧月もようやく気を取り直して、頭を整理すると、二人の間に割って入った。

「張角。……協力するかどうかはさておき、あなたの求めるとおりにここに来れば、天てん狼ろうさまと霊れい珊さんの居場所に案内してもらえるはずでしたよね？」

「私は『案内してもいい』と言っただけだ」

　憎たらしいほど冷静に、張角は朧月を振り返って答える。

「協力しなければ、反ほ故ごにする気ですか？」

「反故も何も、君と正式に約束を交わした覚えはないぞ。人聞きの悪いことを言うのはやめたまえ」

　……この人、張宝とは別の意味で厄やつ介かいですね。そうだな。無言のうちに蒼刻と、目と目でそんな会話をしてしまった。

　頭をぽりぽりとかくと、朧月は改めて張角に向き直った。

「では、今度こそ約束してください。わたしにできる範囲での協力をするなら、天狼さまと霊珊の居場所に案内すると」

「ほう。本職の武官よりも、不完全な冥界公主のほうが話が早いとは」

　意外だな。

　無意味に皮肉たっぷりにのたまい、張角はわずかに口の端をゆがめた。

「私は、元太たい子しにも枷の娘にも私し怨えんはない。君がその程度の交換条件で満足するのならば確約しよう」

「……でしたら、何かに誓ちかってください」

「わかった。──冥界公主よ。君とそこの護り手が私の導きに従い、黄魔の処理に協力する見返りに、華か天狼と霊珊の身柄を引き渡すと、黄こう帝ていと我が父祖の名、我が魂こん魄ぱくにかけて誓おう」

　左胸に手をあてて、わずかに目を伏せた張角の姿は、さすがに風格があった。皮肉屋な表情も消し去られ、まとう空気は清せい廉れんですらある。

　まるで従者のように目の前で跪ひざまずかれるのは、居い心地ごこちが悪いとしか言いようがないが、我慢する。

　張角が顔を上げたところで、蒼刻が思い出したように口を挟んできた。

「そういえば、名乗り忘れてたな。俺の名は劉りゆう蒼刻。こっちは知ってるかもしれないが、姚よう朧月だ」

「──国軍の武官かと思うと好きにはなれなかったが、その上に三大家の御おん曹ぞう司しとは、冥界公主も面倒な人間を護り手にしたものだ。まるで友好的になれる気はしないが、まあ、協力してもらえるのなら文句は言うまい」

「言ってるも同然だぞ、もう」

「あまり他人の言うことを気にしないほうがいいぞ」

　それは暴言を口にしている張本人がのたまってよい科白せりふではないと思うが、二人分のあきれの視線を受けても、張角は平然としていた。

　桜のそばから立ち上がって言い放つ。

「交渉成立だな？　では行くぞ冥界公主、それと劉家の」










　先に扉をくぐった張角の背中を、しばし茫然と見送ってしまったのは、わけのわからぬ強引さに圧倒されていたせいだ。

　ことさら声を張り上げるわけでもないのに、いつのまにか己の空気に巻きこみ、結果的に話を自分のいいように進めてしまう謎なぞの手腕は、おそらく辣らつ腕わんな商人のそれに近い。

　もし張角が商売をしていたら、悪徳商人と紙かみ一ひと重えのことを日常的にしてのける、この世でもっともたちの悪い存在になっていたかもしれない。そんなことを思う。

「──ああ、そうか」

　天を仰あおいだ蒼刻が、思い出したようにぼやいた。

「変にやりづらいと思ったら、あいつなんとなく静心に似てるのか」

「あ……。蒼刻さんもそう思いました？」

「おまえもか」

　こんな状況なのに、くすりと笑みがこぼれてしまった。そしてその後にふと、蒼刻が笑えと言った意味に気づかされた。

　無理なく笑えるのは、胸に希望を抱くだけの余裕があるからだ。

　黄魔と対たい峙じしろという今後は、そんな余裕もなくなるだろうけれど、たしかに今だけは気休めになりそうだった。
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　張ちよう角かく──の幽鬼が案内してくれたのは、またしても隠し扉をくぐった先にある、倉庫のような部屋だった。

　冷え冷えとした空気の澱よどむ、縦に長い箱の中を思わせる石室だ。

　見上げるほど高い天井には明かりとりの窓らしきものがあり、弱い陽光が差しこんできてはいる。が、頼りになるのは、ほのかに発行する石壁の不思議な明るさのほうだ。

　右手の壁には乾いたにおいのする書棚。

　左手の壁には、積み上げられた大振りな木箱と、槍やりや弓矢といった武器が整然と置かれている。

「これは──」

　という感心した声が、朧ろう月げつと蒼そう刻こくとで重なるが、

「たいした建築技術だな」

「引きこもるのに、とても居心地のよさそうな……」

　続く言葉の方向性はまったくもってバラバラだった。

　蒼刻が半眼になる。

「あいかわらず気の抜けるやつだな」

「申し訳ありません」

　ぽりぽりと頭などかきつつ、朧月は改めて室内を見渡した。

（……ここも、さっきの桜の間も、それほど深い地下ではないのね）

　長く屈くつ折せつした廊と小刻みな階きざはしの繰り返しのせいで、地の底にまで進んでしまっているような錯覚をしたらしい。

（外にあった住居の中も、このような感じなのかしら）

　無人にしか見えなかった石窟の住居がまぶたに浮かび、朧月はおずおずと張角の背中へと声をかけてみた。

「あの……ほかの一族の方は、どこに？」

「黄こう魔まが半復活を遂とげた際に、地の狭はざ間まから漏もれ出た瘴しよう気きにやられて、私以外は残らず死んだ」

「死──」

　朧月はその場で固まった。

　悲惨な内容だというのに、あまりにさらりと説明されたせいで、理解して衝撃を受けるまでに妙に時間がかかってしまった。

　──では、この月げつ蝕しよく領りようはほとんど死んだ土地なのか。

　先ほど「住居かもしれない」と話していた洞窟にも、この魔ま鬼き城じようにも、今では黄こう巾きん賊ぞくの関係者はほぼ生き残っていないのか。

　凄惨な内容を受け止めることは一応できたが、今さらお悔くやみを言うのも見当違いな気がして、朧月はもごもごと押し黙だまる。

　そんな彼女の情なさけない様子を軽蔑するわけでもなく、気分を害するわけでもなく、張角は淡々と続けた。

「正確に言うと、我らの一族の半数は、濃密な瘴気に吞まれて即死。残りの半数は負の気に精神を侵食されて発狂し、ほかの生き残っていた者たちと殺し合いをしたあげくに全滅した。正気を保てたのは私ぐらいのものだ」

「…………」

「劉りゆう家の。おまえはここに来るまでに、黄魔の操る[image: ]屍キヨンシーに遭あわなかったか」

　と、山中をゴリ押しで突破してここまできたという青年武官に目をやる。

　蒼刻がうなずいた。

「ああ。待ち伏せされた」

「それはおそらく、我が一族の成れの果てだ。あの悪趣味な魔性は、骸を集めては玩がん具ぐのように弄いじり回して己の手て駒ごまにする」

「…………」

「なぜ顔をゆがめる、劉家の」

「俺がそこどけ馬ば鹿か野郎って念じながら斃してきた連中が、目の前にいるやつの親しん戚せきかもしれないと言われたら、普通はこんな顔になるわ」

「別におまえを恨うらんでなどいないから気にするな。むしろ黄魔に利用されている我が一族の者たちに引いん導どうを渡してくれて、助かったというものだ。できれば私が処理すべきだったのだが、あいにくと封印の維い持じで手一杯でな」

「処理、って」

「骸だ。もはや生前の彼らではない。私の護るべき対象ではない。──劉家の。おまえもその違いがわかっていたからこそ、[image: ]屍キヨンシーと化した戦友を自ら斬きり伏せたのだろう？」

「……！」

　息をのんだのは蒼刻ではなく、彼の傍かたわらではらはらと会話を見守っていた朧月だ。

　迅じん。

　そういう名の、蒼刻とは素直ではない友情で結ばれていた若き武官は、戦死した後に骸を黄魔に利用されて、異形の凶きよう手しゆと成り果てた。蒼刻がその無愛想な表情の下で苦悩しながら、迅と向き合い冥府に送った記憶は、朧月にとってさえ鮮せん烈れつなのだ。

「あの──」

「朧月」

　なんと言っていいのかわからないが聞き捨てにはできず、弱虫ながらも張角に喰くいつきかけた朧月の頭の上に、ぽんと手が置かれた。

　もちろん蒼刻だ。青い瞳は、今は炎ではなく凪ないだ海の静けさをたたえている。

「済んだ話だ。それにあの野郎も、別に俺を傷つけるつもりで言ったわけじゃないから気にするな」

「……ですが」

「だが礼は言う。飼い主さまのために敵に嚙かみつこうとする珍獣は可か愛わいかったぞ」

「ッ」

　後半の、彼にしては甘やかな声はあまりに唐突で、顔に爆発したみたいな熱が灯ともるのを抑えようがなかった。

　急いでうつむけば乾いた手が追いかけてきて、猫でも撫なぜるように、おとがいをそっとくすぐられる。決して艶つやめいたものではなく、本当に飼い主が膝ひざに抱いた動物を愛めでるような仕草なのだが、それが余計に気恥ずかしかった。

「話を戻すぞ」

　あきれ顔の張角が冷静に仕切り直す。初冬の風のような声に、朧月の茹ゆだった頭もすぐに冷えた。

　薄暗くも薄明るくも見える、夜明け前のような石室の中、白装束の頭首はどこまでも高潔そうで、やはり弟たちとは大きく印象が異なる。

（近寄りがたいと、思っていたのかしら）

　張ちよう梁りよう。凶手の青年を思い浮かべて、そんな想像をする。

　二番目の兄である張ちよう宝ほうのことを彼なりの深い愛着と後悔とともに語っていたのに比べると、張角への言げん及きゆうはひどく少なかった。

　そんな朧月の想像など知る由よしもなく、張角は言った。

「そこまで承知ならば、予測できるだろう？　敵は黄魔だけではないということを」

　──あちらはまだ、[image: ]屍キヨンシーの残存戦力を持っているかもしれない。

　そういう意味だ。

「おまえの引き連れてきた仲間も、護身のために今以上に武装させる必要がある。ここは私を含めた歴代の『張角』が、万が一に備えて武器や霊符を貯蔵している場だ。使わせてやろう。……虎用の武具がないのは、少しばかり問題か」

「……むしろ、あったら驚きなのですが」

　真顔でつぶやく張角に、朧月は思わずぼやいてしまった。

　世界中の猛獣を戦わせる見み世せ物ものの主催者でもあるまいに、そんな専用の武具があるなんて期待すらしていない。

　なんとなく気が抜けていたら、張角の琥珀色の瞳がふいにこちらを射抜いた。

　驚いて全身をぴしりと緊張させた朧月を見て、彼は口の中だけで、

　──『鍵かぎは、この娘か』

　そんなふうにつぶやいたようだった。
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「君たちの仲間は私が結界で隠しているので無事だが、黄こう魔まが本気で探しにきたら、到底もたないだろう。早く呼びに行け」

　まるで使いっ走り状態だが、かといって、この地を知り尽くした男に逆らっても得なことはない。

　張ちよう角かくは良くも悪くも黄魔に操られているとはとても思えない、自我のぶれない御お人ひとなので、朧ろう月げつも蒼そう刻こくもいったん信用してみることにした。先ほどの石室は歴代の「張角」が結界を強化してきた特別な場で、いかに黄魔といえども簡単には侵入できないそうなので、拠点に決定。

　手はじめに、玄関付近の一室にいた張ちようさんたちを迎えに行った。

　石室へと向かう道すがら、ふと白虎の薄青い瞳と目が合う。

「張角どのと出逢ったか」

「！　あ、はい……その──」

「その様子では、儂わしのことも蒼刻から聞かされたようじゃな。姫はわかりやすい」

「……はい。でも、今までどおりにお付き合いさせてください」

「それは儂のほうからもお願いしたい。儂の本命は星せい彩さいだが、姫は娘のように大切な友人なのでな。冷たくされては寂しくて仕方がない」

　包容力の塊かたまりのような御ご仁じんに言われると、じんわりと胸が温まる。朧月は目元をゆるめてうなずいた。

　彼の生前について訊いていいものかどうか迷っていると、意外にも張さんのほうから話を振ってきた。

「張角どのは癖くせのある方であろう」

「ええと……」

　言い繕つくろおうとしたのだが、うまいこと張角を褒ほめる言葉が浮かばない。独特な人であることはたしかだ。

　張さんは苦笑いのような、なつかしむような表情を虎の顔つきの上によぎらせた。

「悪い方ではないのだ。ある種の破は綻たん者しやではあるがな」

「破綻、ですか？」

「うむ。一見理知的なので、最初はそうは見えないかもしれないが、姫ならばいずれ理解するであろう」

　そこで石室に着いた。

　張さんを含めた男性陣は自然と、貯蔵してある武器を見に行く流れになったが、朧月はそうもいかない。

（……で、わたしは何をしましょうか）

　蒼刻を筆頭に、男性陣は皆、なんらかの武術の心こころ得えがある者ばかりだ。張さんも今は四つ足の肉体だが、生前はそれなりに戦いになじんでいたらしく、獣の運動能力を駆使して蒼刻の助けになることもある。

　つまり朧月だけが、爪つめの先ほども武人の作戦会議には役に立たないわけで。

　悩みかけたときに肩を叩たたかれて振り返ると、真後ろに張角がいた。

「冥界公主。君に話がある」

「──おまえが？」

　鋭するどく聞きつけた蒼刻が、胡散くさげに眉まゆをひそめて張角を見る。

「番犬のように牙をちらつかせるのはやめたまえ。なに、悪いようにはしない。彼女にも異能で役に立ってもらうだけだ」

「双そう界かいの瞳か」

「そうだ。──まだ心配なら言っておくが、私は幽鬼だ。死すら統すべる力を持つ冥界公主に敵かなうわけがなかろう」

　理論的な説明に、蒼刻は渋々といった感じでうなずく。

　張角は朧月を、蒼刻たちがいるのとは反対側の壁のほう──書棚の前へと呼びつけ、

「まずは当たり障りのない話からするか」

　と切り出した。

「この棚に並んだ箱には、歴代の『張角』や『張ちよう梁りよう』が作り溜ためてきた霊符がおさめられている。といっても、霊符はそれほど長くは効果がもたないから、使えるのは先代と私がこしらえた分だけだろう」

「どのような効果の霊符なのでしょう？」

「君は霊符もまともに読めんのか。まあ幸いこれは、文字すら読めない者でも使えるようにした代しろ物ものだがな」

「読めないと使えない霊符もあるのですか」

「普通はそちらが主流だ。ここに溜めてあるのは、より簡単に、道士の素養がない者でも使えるような改造をほどこしているがな。おかげで作るのは普通のものより手間だ」

　順繰りに説明しながらも琥珀色の瞳は、まだこちらへの警戒を解かない蒼刻を絶えず気にしている。

　……あまりよくないは予感がするが、それはさておき。

　霊符やそれに近いものの説明を聞き終えると、朧月は声を低めた。

「あの」

「質問は手短に」

「……あなたは、黄魔に殺されたのですか？」

　非常に聞きづらい質問だったが、あの異常な状態の骸を見たときから気になって仕方がなかった点だ。

　特に気分を害した様子もなく、張角はゆるやかに首を横に振った。

「違う。私はあの桜の下で、自害のような真似をした」

「のようなと、仰ると」

「桜に、自みずからこの身と魂魄を喰くわせた」

「！　……あの桜は、人を食べてしまう花なのですか？」

「それほどおぞましいものではない。喰わせたというのは語ご弊へいがあったな。──もともと我らが楔や枷といった贄にえを、黄魔を封じるために捧ささげてきたのは、血肉や魂魄という上質で濃度の高い力の塊を、封印の維持と強化にあてる行為にほかならない。ここまでは君にも理解できるか？」

「はい」

「この月げつ蝕しよく領りようで独自に育ててきた桜は、木の根元で儀礼を行ったり骸を埋めたりすることで、もっとも効率的に力を封印に変換できる特別な種だ。黄こう帝ていと我らの祖が、黄魔を封じるために古代種に改良をほどこして生み出したという」

「それは……凄すさまじい仕組みですね」

　さながら巨大な水車だ。

　川の水は、血肉と魂魄。水の流れを水車まで導くのが、枷と楔を捧げる儀礼。それを動力として回転する水車が桜だ。

　そうして水車が増幅させた力は、黄魔を地底深く封じるために使われた。

「あなたが身体と魂魄を捧げたのは、張宝の身体を借りて悲劇を撒き散らし、完全に甦よみがえろうと暗躍する黄魔を止めるためなのですね……」

「これまでに桜に蓄ちく積せきした力で抑えるのも、もはや限界に近かったからな」

　張角は当然のようにうなずいた。

「もはやこの月蝕領には、ほかに楔や枷にできる者はいなかった。かといって外部から調達してくる余裕もない。加えて私が桜と一体化できれば、生なま身みのままでいるよりもうまく黄魔を抑えこめるかもしれない、という目算もあった。それもめでたく成功したし、現状は私にしては上出来の展開だ」

「…………」

　張角の表現はだいぶ穏便だが、要は他人や自分を殺す儀礼である。

　そんな凄惨な事柄を、後悔のかけらもなく語る目の前の幽鬼がふと怖くなり、朧月はひそかに身み震ぶるいした。

　──それだから彼の肉体は、桜の根にがんじがらめに囚とらわれ、乾ひ涸からびて、木ミ乃イ伊ラになりかけていたのか。

　納なつ得とくはしたが、砂混じりの水を飲んだような後味の悪さが残る。

　並の人間なら、自分の身体があんなふうに変わり果てたのを見たら精神を病んでもおかしくないところだが、張角は違うらしい。あっさりと身体を切り捨て、今の幽鬼となった自分をブレずに認識している。

　普通の幽鬼は違う。自分が死んだことや、幽鬼になってしまったことを最初は理解できないし、現実を受け容いれるまでには時間もかかる。最悪の場合、自分の死を認められず、狂ってしまう。

（道士の極意は尸し解かい、とは言うけれど……）

　尸解とはざっくりと言ってしまえば、蟬せみが脱だつ皮ぴして成虫となるように、不自由な「人間の肉体」から神しん仙せんとしての新しい身体へと乗り移ることだ。現代の道士はいざ知らず、古いにしえの道士は皆これを究極の目的としたらしい。

　ただ、そんな道士としての心構えがあったとしても、張角の「死」への適応能力はいささか常じよう軌きを逸いつしている。

　もしかして張さんは、張角のこの異常なまでの理性を「破綻」と呼んだのだろうか。

「冥界公主」

　と、その常識外れの破綻者に呼ばれた。

　しかしその呼ばれ方はあまり歓迎できないので、朧月はほいほい返事をする代わりに、張角にこう言った。

「わたしの名は冥界公主ではなく、姚よう朧月です。できればそう呼んでください」

「君が私にどう呼ばれるかを正しく認識していれば問題はないと思うが、どうしてもと言うのならそうしよう」

「……どうしても、です」

　冥界公主という二つ名は仰ぎよう々ぎようしくて、異母兄が造り上げた「天然公主」という二つ名とはまた別の意味で、自分には不釣り合いに思える。

　加えて、その二つ名で最初に呼びはじめたのは張宝の姿をした黄魔だ。とても好きにはなれないし似合うようにもなりたくない。

「そうか。では、姚朧月」

　こちらへ──

　と、他人に指示するのに慣れた手つきでさし招かれ、朧月はやや身構えた。

　幽鬼ならば知らない人でも意外と平気で話せてしまう体質なのだが、張角はあまり幽鬼らしくないので、どうにも緊張が解けない。

「は、はい」

「何をへどもどしている。単なる返事なのだから短く美しく発音したまえ。まあ君の会話能力が極端に低い件はさておき、言っておきたいことがある」

「……なんでしょう？」

「そこの戸棚を開けたまえ」

　もう逆らうのも面倒なので従うと、小さな薬くすり壺つぼが数個しまいこまれていた。

　指示されたとおりの青い薬壺を開けてみると、中には爪の先ほどの濃い緑の塊がいくつか入っていた。

　何種類かの薬香草を乾燥させて、混ぜ、すり潰つぶし、押し固めたもののようだ。灸きゆうの艾もぐさに似た香りがする。

「君にもわかりやすいように言えば、道士としての力を高める薬石だ」

「薬石。……増強剤ですか？」

　口にするものなのか。

　しかもこの流れだと当然「飲め」という展開が待っていそうで、自然と眉根が寄る。

「案ずるなと言っても無理かもしれないが、私にとって君は、黄魔に対抗するための大事な武器のひとつだ。危害は加えない。むしろ君には役に立ってもらわなければ困る」

　尊大に言い放ち、張角はふいに声を低める。琥珀色の瞳が、少し離れた場所にいる蒼刻を一いち瞥べつした。

「あの武官にはばれないように飲め」

「え」

「彼は武人としては優秀だが、君を酷こく使しすることはできなさそうだからな」

　朧月はなんとなく黙ってしまった。

　張角の言葉をそのまま受け取れば、この薬石は朧月の身体なり異能なりを「酷使」させるものだ。

「私が生前に、手ずから精製した上薬だ。刻印よりはだいぶマシだと思うが」

「刻印というのはなんですか？」

　怪訝そうに訊き返す朧月に、張角は右の袖をまくりあげると、意識を集中させるように目を伏せた。

　すると今まで上衣で隠れていた手首のすぐ下から、腕のつけ根までの皮膚に、絡みつく木の根のような紋様が浮かび上がった。宝石屑くずでも散らしたように深い紫色の輝きを放つ紋様は、精せい緻ちな刺青いれずみにも見える。

「父祖より受け継がれてきた、霊力を高めるための刻印だ。張梁にも一部を植えつけてやっている。まあ、弟にはたいして効果はなかったが」

「……もしかして、張梁の肌にある紋様もそれですか」

「左さ様よう」

　淡々と張角はうなずく。

「張梁には道術の才は絶無だが、私のほうもたいした素養はなかったからな。こうした遺産の力に頼るほかない。我ら三人の中では、張ちよう宝ほうだけが道士としてずば抜けた資質を持っていたのだが──結局、それがあだになってしまった」

　なまじ霊力が強いせいで、黄魔の仮かり初そめの器うつわとして身体を奪われるはめになった。そういうことか。

　朧月は痛ましい想いにかられたが、沈む空気はさして長続きしなかった。

　当事者であるはずの張角が、過去を悔いることもなく、どこまでも割り切った物言いしかしないせいだ。

「話を戻すぞ姚朧月。課題は君の異能をどのように利用して、あの武官たちを助け、黄魔を封じせしめるかだ。──君はどうにも不器用そうだから多くは望まないが、かといって足手まといのままでは困る。せいぜい励はげむように」
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　ひとしきり、そしてだいぶ一方的に朧ろう月げつにあれやこれやと指示し終えると、張ちよう角かくは「君との交換条件を果たしてくる」と言って姿を消した。

（テキパキした人だなあ）

　ぼんやりした朧月には、止める暇もなかった。

　たしかに天てん狼ろうと霊れい珊さんを引き渡してくれるという話は、一刻も早く実現してほしかったのだが、幽鬼なのに生きている人間以上に行動的な張角に恐れ入るし、恐縮もしてしまう。生きてるのに鈍くさくてすみません。

　せめて自分なりに精いっぱい努力はしようと思い、棚下ろしした箱から霊符を取り出して中身を確かめていると、背後から声をかけられた。

「張角と何を話してた？」

「！」

　蒼そう刻こくだ。なぜなのか妙に不満げな顔をしてこちらの黒髪を撫ぜてくるので、妙に焦あせる。

　たとえるなら、銀毛の狼おおかみに鼻はな面づらを寄せられたときのような。

　……彼や狼よりはるかに体格の大きな白虎に年中もふもふさせていただいておいてなんだが、緊張するものは仕方ない。

「えっと、その──わたしも双そう界かいの瞳で、役に立てと」

「十分役に立ってると思うがな」

「まさか」

「何がまさかだ。おまえがいなければ、俺たちは張角とまともに話すらできなかったかもしれないんだぞ」

「……蒼刻さん」

　ときどき妙に甘いですよねと言いかけて、いや結構甘い気がすると思い直し、これも娶めとるための布ふ石せきなのかと考えたところで動きが止まった。身体も頭も。

　そんな朧月の隣に座りながら、蒼刻は言う。

「ここに来るまでの山道で、張ちよう宝ほう──いや、黄こう魔まが用意した[image: ]屍キヨンシーの群れに待ち伏せされてな。そこで来らい将軍にもらっておいた霊符は使い尽くしてたから、張角の言うとおり、万ばん里りと子し龍りゆうのおっさんの身の護りは手薄だった」

「ですが……万里さんも子龍さんも、ここまで協力してくださるとは思いませんでした」

　男同士では何かわかっているようだが、朧月は彼らの参戦の動機を、いまひとつ理解しそこねていた。

　蒼刻が突っ走って朧月を助けるのを見届けたかった、などと本人たちはからかうように言っていたが、それだけで命はかけられまい。きっと蒼刻その人が放っておけないのだと思えば、胸がほんわりと温かくなる。蒼刻本人は、どこまでも素直ではないが。

「男を上げたいのかもな」

「恋する人に、武勇伝を語りたいとか、そういうことですか？」

　万里本人が冗談めかして肩書にしている「恋する情報屋」という呼び名を、久しぶりに思い出して言う。どこまで本気にしていいのかわからない二つ名（？）だが、まったくの噓というわけでもなさそうだと朧月は踏んでいる。

「…………」

　娶るという言葉がまたしても耳に甦ってしまい、朧月は再び静止する。今度は気恥ずかしいのではなく、気まずい。

　……これほど何度も思い出し、そのたびに固まったり気まずい想いをしてしまうのは、自分が彼の言葉にきちんと向き合っていないせいだと、やがて気づく。

　自分に置き換えたらどうか。告白を無視するような態度をとられたら。

　蒼刻は強い人だと信じているけれど──そういう問題ではないと思った。

　思った勢いで、傍らにいる青年を振り仰いだ。

「あの」

　自分の声が情けないほど細くて小さいことに自覚はある。

　自分が何を言っても、だれにも届かないのではないか、なんて自虐的に思う夜さえあるほどに。

「なんだ」

　けれども小さく声を上げただけで、蒼刻はきちんとこちらを振り返ってくれる。それが言いようもなく頼もしくてうれしい。

　幸せだけど怖いという矛む盾じゆんした心地ここちの中で、朧月は声を絞り出した。

「蒼刻さん、わたし……」

　──娶るという、さっきの言葉に何も答えていない。

　高い場所から飛び降りるような思いきりで、朧月はようやくそれを口にした。

「でもそのあの、わたしなどが嫌というわけではないのですが、正直に言いますとまだ頭も心も整理できていない状態ですので、ああもう何と言えばいいのやら」

　狼ろう狽ばいしすぎて支離滅裂な朧月とはどこまでも対照的に、蒼刻はあっさり言い切った。

「さっきから何をやましそうにしてるのかと思えば、あれのせいか。別に俺は、おまえの返事は求めてないぞ」

「は？」

「俺はおまえを娶りたいし、今後は万事そのつもりで行動する、と宣言しただけだ。おまえがどう受け取ったかは、今のところ関係ない」

「……な」

　朧月は絶句してしまった。

　蒼刻らしいと言えば、これ以上ないほど彼らしい考え方だ。

　しかしなぜか、下へ手たに返答を迫られるよりも追いつめられた心地になり、朧月の頭の中が一瞬で茹だる。

　口をぱくぱくさせるだけで何も言えなくなった朧月を横目に、蒼刻はさばけた口調のまま続けた。

「俺は道術がらみの話にはたいして強くないが──とんでもないことになってるのは、嫌ってほど理解した」

　左目から放たれるのは、精せい錬れんされた蒼あおい鋼はがねのような視線。

「どちらにせよ、ここから無事に生還できないようじゃ、玄げん静せい心しんからおまえを奪うも何もないしな。あの精神がすさみきったような皮肉屋の言葉に従うのは気に喰わないが、やってやろうじゃないか」

「……蒼刻さん」

　場違いに、朧月は見み惚とれた。

　驚くほど肝が据わった物腰は、未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんにふさわしく──

　このような状況では何よりも強く、朧月の心を引っ張り上げてくれるものだった。
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「二の兄あに者じや、行ってくる。……一の兄者、後を頼みます」

　そう告げた末まつ弟ていの、黒衣の背中が扉とびらの向こうに消えるのを、張ちよう角かくは無言で見送った。

「張ちよう梁りよう」の名を継ついだ末の弟は、一族の秘儀を護まもり、頭とう首しゆすなわち当代「張角」を影から支ささえるのが役目だ。運命と義務を拒こばみ、この呪のろわれた地から逃げ出そうとした者の処刑もそこに含まれる。

　これから同どう胞ほうの血で手を染めるとはとても思えぬ──まるで花でも摘つみに行くかのように自然な姿は、それゆえに異質だ。十歳にもならぬ頃から影の役目を背負ってきた張梁の心が摩ま耗もうしかけていることを、こんなときに痛感する。

「ッ……」

　末弟の気配が感じられなくなった途と端たん、張り詰めていた糸が切れたかのように、張宝がこふりと咳せきこんだ。乾いた、喉のどはおろか胸まで痛めそうな咳せきだ。そして事実、張宝の身体からだはあちこちが病魔に痛めつけられている。

　二人の弟の他た愛あいない、だけれども切ない会話を窓辺で黙だまって聞いていた張角は、すぐに腰を上げた。

　慣れた手つきで伝統の符ふ水すいを用意し、その杯はいを弟へと突き出す。

「飲め。そして休め」

　張宝はうなずき、ゆっくりと時間をかけて符水を飲み終える。

　その青白い顔を見下ろして張角は冷静にたしなめた。

「おまえは、張梁の前で無理をしすぎる。長い会話は、その身体には負担だろう」

「ですが張梁は、心から安らげるのは私と話すときだけだと言うので……」

「…………」

「お気き遣づかいありがとうございました、頭首」

　頭首。

　三人兄弟の長ちよう兄けいとしてではなく、この地を背負う一族の頭首への呼びかけだ。

　弟たちの互いに依い存そんし合う絆きずなに比べて、張角はあえて彼らとは距離を置いている。常にどこかよそよそしい。

　理由は単純だ。

「礼などいらぬ。私はいずれおまえを殺すことになる。ゆえにその日まで、おまえを最大限に慈いつくしむ。それだけのことだ」

　張梁を影の仕事の道具として使い、張宝はいずれこの手で、黄こう魔まの封印維い持じに捧ささげる贄にえとする。残ざん酷こくな儀式に従って、殺す。

　その運命から逃のがれるすべはないし、逃れたいとも思わない。

　なればこそ張角は、弟たちとは常に一定の距離を置いていた。まかり間違っても、最さい期ごのときに手が鈍にぶらないように。

　弟たちにとっては、心などないかのように冷徹な兄だったはずだ。

　にもかかわらず、張宝の表情はどこまでもやわらかい。

「頭首は……兄上は、強い御お方かたです。叶かなうなら、私もそうありたかった」

　虚きよ弱じやくなせいで「張宝」の名を継ぐ者の本来の役目──「張角」の補佐として働けないことを恥はじるように、弟が目を伏せる。

「無理をするな」

　その頭を撫なぜてやりたい衝しよう動どうを無表情のまま押し殺し、張角は静かに告げた。

　心など不要だった。いっそ、本当にただの封印の要かなめ石いしでありたかった。道どう士しとしての才が凡ぼん庸ような己おのれが黄魔と向き合うのに、迷まよいやためらいで揺ゆれていられる余裕はないのだから、感情など邪魔なだけ。

　──だというのに二人の弟にだけは、今のように、人間としての自分を見せてしまいそうになる瞬間が何度もあった。普通の兄弟のようにふるまいたい衝動に駆かられた経験は、片方の手では足りない。

　それでも張角は最後まで、無む慈じ悲ひで冷れい酷こくな頭首でありつづけることを選んだ。

　死ぬまでも。そして死んでからも。

　そのことに後悔はない。

　けれど──
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　石室であれこれ準備していると、一度、様子見と張ちよう角かくが戻ってきた。

「霊れい珊さんと天てん狼ろうさまは」

「まだだ。こちらに異常はなさそうだな」

「どういう意味ですか……──あ、黄こう魔まですか」

「やれやれ、忘れていたのか？　本当におめでたい」

　露骨にあきれられてしまった。冷たい視線が突き刺さる。

「先ほども言ったとおり、ここは歴代の頭首つまり『張角』にのみ、場所と扉の開け方を教えられる部屋だ。結界を張ってあるし、しばらくは嗅かぎつけられずに済むとは思うが、黄魔が本気になればどうなるかはわからん。くれぐれも私を過信するな」

　ほかの人間が言ったら自じ虐ぎやくに聴こえそうな内容だ。

　しかし張角はどこまでも、突き放すように淡たん々たんと事実を述べるので、こちらに下へ手たな気を使わせない。

「わかりました」

　朧ろう月げつは神しん妙みようにうなずいた。張角はわずかに眉根を寄せる。

「君はそんな異能を引きずって生きているわりには、ずいぶんと素直だな。美徳ではあるが実に危あやうい。黄魔につけこまれるなよ」

「当然です」

「どうかな。あれは本来は人智を超えた存在だったくせに、封印されている間に妙な知恵をつけて狡こう猾かつになった。君ごときは余裕で手の上で転がすだろう。まあ私もまったく油断はできないのだが」

「本来は、黄魔も人々の願いを叶かなえる存在だったと聞きましたが……」

「だれにだ。黄魔か、張ちよう梁りようか？」

「ッ」

　思わず息を詰めた朧月を見て、張角はあっさりと確信を得た。

「張梁か」

　朧月が一瞬迷ったのは、魔に堕おちた兄を殺あやめることもできない愚おろか者だと弟を断罪した張角の前で、張梁の名を出すのをためらったからだ。二つしか提示されていない選択肢に過か剰じように反応してしまったせいで、まんまと見抜かれた。

（張ちようさんに聞きました、という手もあったのに……！）

　と嘆なげいても遅い。

　張角は読めない無表情で、天てん井じようを仰いだ。

「まあ事実だ。黄こう帝ていにまつろわぬ辺境の民が崇あがめていたモノだという。本来はどのような姿をしていたのかは、今となっては謎なぞだが」

「なぜですか？」

　朧月は首をかしげた。

　自分なら、そんな恐ろしいモノのことはできる限り詳しく記録して、後の世の人に注意を促うながしたいと思うのだが。

「勝者に忌いみ嫌われたモノの末路とはそういうものだ、姚よう朧月。歴史から存在自体が抹まつ消しようされるか、過剰なほどの悪役に仕立て上げられて後世の人間に蔑さげすまれつづけるかのどちらか。黄魔は前者で、我ら一族も同様に忘れられていた。ただそれだけの事柄だ」

「…………」

　張角は自分の一族に課せられた宿命についても、どこまでも客観的に分析しているようだった。それでいてまったく卑ひ屈くつにも自暴自じ棄きにもならない彼の高潔さが、朧月にはとても不思議だ。

　いっそ異常なほど冷静で理の勝つ性格は、黄魔を封じる一族の長おさとして身につけたものなのか、それとも生来、何かが破は綻たんぎみの人間だったのか。

（……張梁と、ある意味では似ているのかも）

　張梁。

　優すぐれた身体能力と無感覚に人を殺められる心の在あり様ようという、兇きよう手しゆとして稀け有うな才を持つ青年を思う。

　おまえたちがどうあがくのか見てみたくなった。そのようなことを最後に言ってよこしたきり、彼は姿を現さない。まだ黄魔と一緒にいるのだろうか……？

「姚朧月」

「──っと、はい」

　視界の端に白しろ装しよう束ぞくの裾すそがちらついたので、はっと顔を上げる。

「よもや寝ていたのではあるまいな」

「滅めつ相そうもない！」

「ならばよし。──君に急ごしらえで導どう引いんだ胎たい息そくだと叩たたきこんでも、髪の毛ひと筋ほども身にはつかないだろう。だから今まで君が火事場の馬ば鹿か力ぢからで発はつ揮きしてきたという双そう界かいの瞳ひとみの力を、意識して引き出せる方法だけ考えよう」

　多少道術をかじっているとはいえ、双界の瞳に関してはいつもぶっつけ本番と場当たり的な力の発揮の仕方しかしていなかったのだと朧月から聞くと、張宝はわざとらしいほど盛大なため息をついて結論を出した。

「では君のすべきことは、簡単に言えば瞑めい想そうの延長だ。瞑想はわかるな？」

「目を閉じて……ええと、寝ないように考え事をするのでしたっけ」

「……厳しく行かせてもらおう」

　けれども張角が努力と克こつ己き心しんのみで道士としての力をみがいてきた経験は、素人しろうとに毛が生えた程度でしかない朧月に、双界の瞳の力をどうすれば最大限引き出せるか──という命題を考えさせるには、なかなか効果的だった。

　簡単に言うと、張角は教え方が妙にうまく、いつのまにか上じよう手ずにけしかけられて「やれるような」気になる。

（黄こう巾きん賊ぞく……と呼ばれてきた人たちの頭首なのに）

　彼らの背負う役目を知ってからは、悪党だとは思っていないが、複雑にはなる。

　にわか仕立ての師し弟てい関係じみた距離感は、ふと立ち止まって考えるとあまりに不思議な縁えんだったが、まあいいかと朧月は流されることに決めた。自慢ではないが、相手に流されるのは得手だ。

　それに納なつ得とくずくで目上の人に従うのは、ある意味とても心ここ地ちよいことなのだと、蒼そう刻こくとのお付き合いで経験している。

（そう、蒼刻さんとのお付き合いで──……）

　一瞬動きが止まった。

（……お、お付き合いって、別にそういう意味ではないから）

　一人であわてて、押し留とどめる暇いとまもあらばこそ顔に熱が集まりそうになり、朧月は何度もかぶりを振った。
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　張ちよう角かくが再び席を外はずし──

「そういえば、いろいろありすぎて言うのを忘れてた。命が惜おしいなら逃げてもいいぞ」

　本当に唐突かつ無造作に蒼そう刻こくが言いだしたのは、ひとしきり準備を進めた後の、簡単な食事のときだ。思わず全員、止まった。

　保存食だという干し肉などを飾りけのない木皿に並べ、頭首が儀式のために籠こもる別の部屋に引かれた水をくんできただけ。あまり食欲のわく環境ではないが、侘わびしいと言えば侘しい見た目かもしれない。

　あまりにも無造作すぎて気遣いだということを理解されなさそうな発言に、最初に反応したのは、床にお行儀よく腹ばいになっていた白びやつ虎こだ。

　ひと抱えどころではない大きな頭をゆったりと上下させて、ため息をつく。

「蒼刻よ。ここまで来て、おぬしを見捨てて帰る不義理が、儂わしらにできるとでも？」

「命がかかってるんだ。義理だなんだで片づく話でもないだろう」

「──少年らしいねえ」

　仕方のないやつだと、弟分でも眺めるような苦笑いを浮かべたのは万ばん里りだ。

「でも黄こう魔まってのが完全に封印から解かれたら、神しん華か国そのものがヤバいんだろ？　それを見過ごしにでもしたら、俺は愛いとしいあの方に顔向けができねえよ。少年が朧ろう月げつちゃんを護るようにはいかないだろうが、俺は俺なりに好きにやらせてもらうさ」

「右に同じ、と言いたいところだが」

　子し龍りゆうは静かに声を落とす。

「……私は別に、君たちを見捨ててまで生きたい理由もないからな。死ぬつもりはもちろんないが、乗りかかった船だ。これも縁と思って最後まで付き合わせてくれ。足手まといにはならないと約束する」

　生きたい理由がない、と。乾いた口調で言われてしまうのは、なかなか重い。

　皆が喉に石でも詰まったみたいに黙りこんでしまったので、子龍は失敗したとでも言うように決まり悪げに微笑んだ。

「辛気くさくしてしまったな、すまない。──ところで、これからどうするのかな？」

　蒼刻が朧月を見る。

　わたしが？　と思いながら、朧月もおずおずと参加した。

「わたしは……せめて天てん狼ろうさまの居場所くらいは確認したいと思います」

「そうじゃな」

　いち早く同意してくれたのは、思案顔をしていた白虎。

「でないと儂も落ち着かん」

　──『天狼太たい子しがここに!?』

　と。

　蒼刻がぽろりと「あいつはまだ天狼さまを探せないのか」と言いだしたせいで、残る男性陣がそろって驚きの声を上げたのが、先ほどのこと。

　人望の厚い太子殿でん下かだったせいか、直接面識はないはずの万里や子龍まで、早く助けてさしあげたいと本気で口にしている。天狼に聞かせてあげたいくらいだ。

「しかし、天狼さまとはなつかしいな」

「……蒼刻さんも、面識がおありなのですか？」

「少しだけな」

　肩をすくめ、蒼刻は少しだけ遠い目をする。

「俺は昔から天てん祥しようさまに変に気に入られていたから、その関係だ」

「ああ、なるほど……」

「文武両道だが気どらない、よい御方だった。ああいう兄ならよかったのにと、皇こう都とに出たばかりの頃は心底思ったもんだ」

「…………」

　そうですね、とも、そんな、とも言えない。

　蒼刻の実の兄は、混こん世せい魔王とまで呼ばれるほど無茶苦茶な性格の風ふう来らい坊ぼうだ。朧月も彼の気まぐれらしきものに巻きこまれた記憶が新しいため、蒼刻の気持ちに傾いてしまうところがある。

「わたしも、まじめで堅実そうな御方だと思いました。……こう言うと失礼かもしれませんが、天祥さまとは似ておられなくて」

「もし天狼さまが天祥さまそっくりだったら、俺は国軍に入る前に皇こう宮きゆうから逃げてたかもしれないな」

　本気では言っていないはずだが、さすがの蒼刻も、兄弟ふたりから奇妙な寵ちよう愛あいを受けるのは勘かん弁べんしてほしいようだ。天祥ひとりのお戯たわむれにさえ、年がら年中振り回されがちなのだ、無理もない。

（それに……霊れい珊さんも）

　早く無事を確認して、虚無的な目をすることのある子龍と再会させてあげたい。

　同じ場所にいるはずなのにもどかしいなと、朧月はもやつく胸を押さえた。




　──そんな願いが通じたのか。

　霊珊を発見したという報しらせが張角よりもたらされたのは、それからすぐのことだった。
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「これも月げつ蝕しよく領りようの一部か。この地は古代の不思議がずいぶんと残ってるんだな。来らい将軍が大喜びして調べたがりそうだな」

「それも、一位の道士としてのお仕事ですか？」

「いや、あの人の趣味だ」

　張ちようさんたちを置いて、朧ろう月げつと彼女を離さない蒼そう刻こくだけで、異空間に舞い降りた。

　霊れい珊さんははぐれた天てん狼ろうを探すために、壁の特殊な紋様を扉として入りこむ、独特の砂色の世界を見回っていたのだという。

　本来は月蝕領で罪を犯した者を幽閉するために使われていたというこの異空間は、別に黄こう巾きん賊ぞくが作ったものではなく、黄こう魔まを封じた時代からずっと存在している不可思議な現象なのだという。

「歴代の『張ちよう角かく』にはこの扉を管理する術を教えられる」

「……あなたが『張角』を継いだときに、天狼さまを解放しようとは思わなかったのですか？」

　天狼を殺さずに幽閉する、という、気まぐれなのか自分たち一族を忘れた皇こう統とうへの復ふく讐しゆうなのかわかりづらいことをしでかしたのは、先代の「張角」──今の張角の父らしい。だがこの張角も、天狼のつらい状況を放置はしていたのである。

　よく考えると複雑で、蒼刻と顔を見合わせて微妙な表情になってしまった。

「解放する理由がない」

「なぜです」

「確保しておけば、楔くさびにできるかもしれないと思っていた」

「──な」

　淡々とした張角の答えを聞いて、さすがに足が止まった。

　極端なまでに理性的で冷静な性格なのはわかっていたが、改めて張角の異常さを突きつけられた心地になって、しかも顔を知った人が張角の犠牲になったのかもしれないと思うと言葉が見つからない。

　疲れたように銀髪をかき上げ、蒼刻が言った。

「徹底してるな。じゃ、なんで死ぬ前に天狼さまを楔にしなかったんだ？」

「地の狭間から漏れ出た瘴気のせいで、我が一族は残らず死んだと言っただろう？　あの男も多少なりとも瘴気の影響を受けていると思ったからだ。そのような者を贄としても、黄魔を封じこめる役には立たん。折れた釘くぎ以下だ」

「…………」

　またしても黙りこむしかない。彼は善人ではないのだと改めて思い知る。

　もはや怒りを通り越してあきれるしかない境地に達してしまった朧月は、ふと首をかしげた。

「……そういえば張ちよう宝ほうも、扉を作ったり消したりしていましたが」

「あれは私では準備にひと月はかかる術でも、鼻歌まじりにやってのける。[image: ]屍キヨンシーを作る技術とて、あれが黒衣の軍団なんぞを作っているせいで簡単そうに見えるかもしれないが、並みの道士ではまともに制御すらできないこともある代物だぞ」

　──と。

　長い黒髪を絹糸のように流した背中を、灌かん木ぼくめいた木の陰に見つけて、足を止めた。

「霊珊……！」

「え。──朧月……？」

　黒髪をたなびかせて振り返った美しい幽ゆう鬼きは、蒼刻を見て焦り、頰ほおに花のように咲いた痣あざを隠そうとしたが、朧月がとりなすと仕方なさそうに顔を上げた。

「……あなたは、ここに来ても平気なの？」

「はい」

　蒼刻さんもいますし、と同行してくれた銀ぎん髪ぱつの青年武官を紹介しようとしたとき、霊珊の表情がにわかに凍こおりついた。

　朧月と色合いの似た瞳が見み据すえる先は、朧月の後ろにたたずむ白装束の幽鬼だ。

　紅べにをささずとも色のよい唇くちびるが震ふるえる。

「……張角」

「君も律りち儀ぎなことだ。我われらに謀はかられて『楔』にされたというのに、死してなお、この地に残っているとは」

　厭いや味みというわけではなく、張角はただ純粋に、霊珊の在り様に感心しているようだ。

　それは霊珊にも伝わったようで、彼女はずけずけとした張角の物言いに、困ったように微ほほ笑えんだ。そして、言葉に毒を垂たらして突きつける。

「わたしを殺した人の息むす子こが言うことかしら」

「懺ざん悔げをし、許しを乞こうべきか？」

「どちらも結構よ。……それはもちろん、ここに連れてこられて殺されたときは怖かったし、あなたたちを憎にくみもしたけれど」

　幽鬼の感情の動きは、少なくとも朧月にとっては、生者のそれよりもわかりやすい。

　霊珊が怒りや憎しみを忘れたわけではなく、ただ、それに振り回されない道を選んだだけだということは、彼女の静かなたたずまいが教えてくれた。

「ここに留とどまっている間に、わかったこともあるの」

「…………」

「わたしを殺した、あなたのお父上も。……決して意味もなくそうしたわけではないし、ご自身も苦しみながら桜の糧となった。それを見送ったら不思議と、憎む気が薄らいでしまったわ」

　どうやら張角は、本気で驚いているようだ。琥こ珀はく色の瞳が、めずらしく無防備に霊珊を映している。

「君は、歴代の楔の中でも変わり者だな。だから未いまだに自我が保てるのか？」

「わたしに訊きかれても困るわ」

「そうか」

「そうよ」

　ふつりと会話が途切れた。

　憎しみこそ抱いていないが、自分だけでなく故郷の運命までゆがめた相手を完全に許して親密になれるほど、霊珊も寛かん大だいではない。それは人間としてあたりまえの感情だ。

「霊珊」

　淡い友情を育てた幽鬼を手招きすると、朧月は耳打ちした。

「あなたの子し龍りゆうさんが、ここに来てます」

　忘れようもない。いっそ忘れられたら楽だったのかもしれない恋人の名に、霊珊の瞳が大きく見開かれる。

「本当に……子龍が？」

「はい。わたしも驚きましたけど、……運命なのかもしれません」

　個人的には運命という言葉はあまり好きではないのだが、今回ばかりは、よい意味での運命の糸が二人をつないだとしか思えなかった。

　──朧月が昏こん星せいに行かなかったら。

　──花はな守もりに出で逢あわなかったら。

　──子龍が、蒼刻に同行していなかったら。

　そんな些さ細さいなズレがあっただけでも、子龍と霊珊は逢わずに果はてていたかもしれないのだから。
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　砂色の異界から魔ま鬼き城じように戻り、花はな守もりたちが待つ部屋に向かおうとすると、突然に霊れい珊さんが動きを止めた。

　足が半ば透すけているので急に凍りついたように見えたが、生者であれば「急に立ち止まった」という感じである。廊ろうの途中で、そこから一歩でも動いたら落とし穴にはまってしまうからどうしようもない、とでもいうかのように。

「どうかしましたか？　まさか、調子がよくないとか……」

「ううん、違う。違うの」

　霊珊はあわてたように首を横に振った。

　彼女の頰ほおが紅あかく、泣きだしそうな顔をしていることに、近づいた朧ろう月げつは気づく。

「あの──朧月、先に行っていてくれる？　わたしは後から追いつくから」

「霊珊？」

「……わたし、もう身体がないのに、子し龍りゆうに逢うことを考えたら口から心臓が飛び出しそうになってるの……。今すぐに逢ったら、逃げてしまいたくなるかも」

「……ありますよね、そういうの」

　震える声での弱音に共感し、朧月はしみじみとうなずいてしまった。

　逢いたいと思っていたが、いざ本当に逢うとなると、心の準備がしたくなる。好きなのに逃げ出したくなる。

　その気持ちは、自分も緊張しやすい体質のせいか、朧月にはよくわかった。

　蒼そう刻こくたちを振り返って、うなずき合い、それから霊珊にささやく。

「隠し部屋は、この先に梅ばい花かをかたどった格こう子し窓まどがあるのですが、その左側の壁が入り口になってます。幽鬼のあなたなら、すり抜けるのは簡単だと思います」

「……後から追いついても、いい？」

「お待ちしています。気をつけて」







　霊珊を置いて戻ると、蒼刻が張ちよう角かくに質問を投げかけていた。

「そういえば、おまえはたまに変わった歩き方をするな。何かの儀式か？」

「禹う歩ほといって、我わが一族伝統の封じの術のひとつだ。初心者にもわかりやすいように簡単に言うと、傷めた足を引きずるかのような歩き方をして、地面を何度も踏み固めることで、大地の下に眠るものを鎮しずめる」

　──それは何かと想像しやすかった。

「何か唱となえたりしなくても、効果があるのですか？」

「なければ、しない。」

　頭首としての日課だったそうだ。

　朧月をちらりと見て、蒼刻が「もし黄魔と戦うために禹歩をやる必要があるなら」と切り出した。

「こいつは適任だと思うぞ。なにせ普段から、自分の足につまずいてこけるほど、足が上がってない」

「見たとおり鈍どんくさい小娘というわけか。まあ運動神経がどうあがいても絶望的な者でも踏めなくはないから、それも後で教えるとするか。励はげめよ姚よう朧月」

「……はいがんばります」

　不必要にけちょんけちょんに言われている気もするが、まあ別に褒ほめられたくて戦いに参加しているわけではないので、朧月は肩をすぼめながら引き受けた。役目をもらえるだけでも、ありがたい。

　そうはいっても身体を動かす役目は、こけないように意識すると却かえってこける体質の自分には少々荷が重いな、などと後ろ向きに考えていたときだ。

　隣の蒼刻が、にわかに立ち止まった。

　え？　と思い、とっさに周囲を見回すが、何かが起こった様子はない。

「蒼刻さん……？」

「離れるな」

　眼光をいっそう鋭するどくした蒼刻に厳しい声で告げられ、朧月は呆ほうけた声を吞のみこむ。

　青年武官は、鈍感な彼女には察知できない危険に反応しているようだ。

　一体何事かと身み構がまえながら、蒼刻からそろりと視線を外し──

　凍りついた。

　散ざん切ぎりの黒い髪かみ、頰に刺いれ青ずみめいた紋様。

　影と化すような黒衣をまとった戦士の青年が、いつのまにか行く手の廊に現れていた。

「──張ちよう梁りよう」

　乾いた声でその名をつぶやいたのは、張角。

　その目が一瞬だけ痛ましそうにすがめられ、けれどもすぐに冷たい無表情の仮面に隠されるのを、おそらく朧月だけが見ていた。
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　氷の塊かたまりのような沈ちん黙もくが、一瞬にして場を支配した。

「黄こう魔まの遣いか？」

　蒼そう刻こくが抜き身の刀の柄を、油断なく身体の横で握る。

「それとも、おまえが先発か？」

　昏こん星せいの城じよう市しでは住民を楯たてにされて痛めつけられたが、今度はそうは行かないという硬質な意志を感じさせる。

　当然のように高まる戦いの空気に、朧ろう月げつは吞まれたり怖くなったりするよりも、これでいいのかという戸惑いを覚え、

「あの……弟さんに、何か言わないのですか？」

　思わず、傍かたわらに存在する張ちよう角かくへと小声でささやいた。

　弟なのに。

　張ちよう宝ほうの姿をした黄魔の言われるがままに動いているとはいえ、弟なのに。

　ここは戦わずに済まされないのか、無駄な戦いは避けられないのかと目で問えば、張角はさらりと言った。

「言っても伝わらん。あれはこの月げつ蝕しよく領りよう生まれにしては稀まれなほど、霊感に欠けた体質だ」

「でも、伝言するとか。わたしの異能で、直接会話もできますけれど……」

　食い下がる朧月に、張角が意外そうに目をみはった。

「あの愚ぐ弟ていと私で、直接話せと？」

「はい。張ちよう梁りようとわたしが手をつなぐとか……身体のどこかを接触させていれば、あの人にも、わたしと同じように幽鬼が見えるようになりますので。──何かを伝えるのなら、今が好機では？」

「そうかもしれんな」

　つかのま黙りこみ、迷うようなそぶりを見せたが、張角は結局首を振った。

「だが、やめておこう。私は、あれには確実に好かれてはいない。憎まれていなければ御おんの字といったところだ。説得するにしても、私は参加しないほうがマシだろう」

「でも、もし黄魔の手先として来たのなら──」

「ならば殺せ」

　思わず耳を疑った朧月をよそに、張角は淡々と続けた。

「張梁には張宝の身体を傷つけることなど、できはしないだろう。いずれ邪魔となるのならば、黄魔と一緒ではない今が好機だ」

「……な」

　二の句が継げないとはこのことだ。

　幽鬼が見えるのと、胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりという性格を除けば、朧月の感性は平へい凡ぼんなものだ。

　ゆえに、弟たちへの情が微み塵じんもないというわけではなさそうな張角が、あっさりと張梁を見捨てられる理由を、とっさには吞みこめない。

　だが、じわりと理解してしまうと、凍こごえたように身体が震ふるえた。

（この人は……）

　この人は常に平等に、命を天てん秤びんにかけて、護るべきものを決める。

　一見美徳のようにも思えるが、見方を変えればこの上なく非人間的なことを、極めて冷静にできる人なのだ。

　楔や枷かせといった贄を捧げることで、黄魔を封印して神しん華か国に平和をもたらせるのなら、弟さえも手にかけるし、枷にするための人間をよそから騙だまして連れてきて犠ぎ牲せいにするのも厭いとわない。自分の命を桜に捧げれば、黄魔の封印のほころびを止められて被害の拡大を防げるのならば、ためらわずにそうする。

　弟を殺すことで黄魔の戦力を削そげるのなら、その道を選択する。

　──凄すご腕うでの商人のようだ、という当初抱いた印象を撤てつ回かいしたくなった。この張角という男はそんな生なま易やさしいものではない。

　ある意味では異い端たんだ。怖い人だと心底思う。

　だというのに、その冷静な横顔を見ていると、ひどく物悲しくもなる。

　殺気を帯びた空気の中で、張梁が口を開いた。

「二の兄者を──中にいる黄魔を、封じ直すつもりか」

「駄だ目めだ、とでも言うつもりか？」

　さりげなく間合いを測りながら、蒼刻が切り返す。

　突きつけられた刃やいばが見えていないかのように、張梁は遠い目をした。やろうと思えばそのまま刺し殺せそうな姿だ。

「おまえたちがうまくやって黄魔を封じ直せれば、二の兄者は死ぬだろうな。黄魔に酷こく使しされつづけた身体は、きっとぼろぼろだ。黄魔の力なしでは、生来病弱なあの人の命は、とてもじゃないがもたない」

「…………」

　殺すな。死なせたくない。

　張梁の血を吐くような声と暗い瞳に宿る想いは、痛々しいほど純粋で一いち途ずだ。

　それを目まの当あたりにしたにもかかわらず、

「劉りゆう家の」

　張角が、蒼刻の背中へと投げかけた声は、押し殺したように冷静なものだった。

「あれが邪魔立てするようなら容よう赦しやなく斬きっていい」

「いいのか」

「叶うなら、苦しまないように殺してやってくれ」

「難しい注文だな」

　動揺もせず、視線を張梁に置いたまま、遠回しに「引き受けた」と言う。

　ただ、

「幸せになりにくそうな性格をしてるな、おまえ」

　憐あわれむというには乾いた、ともすれば揶や揄ゆかと思われそうな口調で、張角に向けてそうつぶやいた。

「──劉蒼刻」

　張梁が無表情に呼びかける。

　背後に張角の幽鬼、正面に張梁という珍ちん妙みような状況に気づいたのか、どこか微妙そうな顔をして蒼刻が答える。

「なんだ」

「俺はおまえたちに味方はできそうにない。が、敵に回るつもりもない」

「……？」

　戸惑いが、朧月たちの間に広がる。

　顔を上げた張梁は、怖いくらい凪ないだ表情をしていた。

　ただその琥珀色の瞳だけが、見る者の胸を抉えぐるほど暗く悲ひ愴そうな決意で塗ぬり潰つぶされていた。

　色の薄い唇くちびるが動く。

「──俺が、二の兄者を殺す」
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　いくつもの春を、あなたと過ごしてみたかった。

　夏でも寄り添っていたかった。

　秋を穏おだやかに見送りたかった。

　冬を一緒に乗り越えたかった。

　あなたと同じ速さでひとつずつ歳としをとって、そうして死ねたらよかった。

　……けれど。
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「戻ったか。遅いので心配したぞ」

　隠し部屋に戻ると、聞き慣れた張ちようさんの低い美び声せいに迎えられた。

　白びやつ虎こはのそりと歩み寄ってきたかと思うと、蒼そう刻こくと朧ろう月げつを見上げて軽く首をかしげた。

「何かあったのか？　二人とも」

「え」

「行く前よりも、顔色が浮かないぞ」

　期せずして驚きの声を重ねてしまった二人を見て、彼らを孫か友人のように捉とらえている白虎は眉み間けんにしわを寄せる。

「疲れているのなら、儂わしの毛並みでよければ敷物代わりにするがよい」

「いや──天てん狼ろうさまが、朧月の言ってた場所では見つからなくてな。張ちよう角かくに引き続き調べてもらうことにしたが、心配だと思ってるだけだ」

「そうか」

「そうだ」

　白虎に大らかな気き遣づかい方をされ、蒼刻はいささか居い心地ごこちが悪そうだ。

　無理もない。

　天狼の件は事実だが、朧月たちが薄暗い物思いに囚とらわれながら戻るはめになったのは、ひとえに張ちよう梁りようのせいである。

　──『俺が、二の兄あに者じやを殺す』

　本気かとか、まさかとか、やめておけとか。とっさに思いついた反論はいくらでもあったのに、そのうちのひとつもこちらに言わせぬまま、張梁は来たときと同じように、幻げん影えいだったのかと勘かん違ちがいするような消え方をした。

　ゆえに、本当に殺す気なのか？　──ということすら確認できていないのだ。

（罠わなの可能性もある、と蒼刻さんは警戒してた）

　いざ戦うときに、張梁はこちらの敵なのか味方なのかと迷まよわせて隙すきを作るために、わざわざ噓うそをつかせたのかもしれないと。

（でも……そういうはったりは黄こう魔まらしくない気も）

　と、黄魔にやたらと絡からまれつづけた者なりに悩む。

（それに張梁のあの空気が、演技だとはとても思えないし……）

　そのとき、うなじに羽う毛もうでふれられるような感覚があった。

（──霊れい珊さん）

　ようやく彼女が追いついてきたのだと、言い表せない感覚で察した朧月は、隠し部屋から廊ろうへと顔を出す。

　果はたして霊珊はそこにいた。では一刻も早く子し龍りゆうに、と思ったのだが。

「あの、あのね？　張角にはもう話したのだけど……天狼が、まだ見つからないの」

　顔を合わせて幽ゆう鬼きは、明後日あさつての方向にまなざしを飛ばしながら、まるで違うことを話しはじめた。

　……こんな場合なのになんだが、もどかしげな霊珊はとても可か愛わいらしい。

　どうやら平常心になれずに困っているらしいのは、そわそわと定まらない視線や動作で察せられたし、天狼の件もずっと心の隅すみに引っかかってはいたので、朧月はうなずいて話に乗った。

「あなたも探してくれたのですね、ありがとう」

「ええ。わたしは彼とは長いこと過ごしたせいか、いつもなら気配くらいは追えたのだけれど……今はなぜか、それができないの。わたしは道術に詳しくないから上じよう手ずには説明できないけれど、まるでだれかに邪魔されているみたいに」

「え」

　邪魔。

　とっさに張宝の──黄魔の蛇へびのような目を思い出し、悪お寒かんが背に走った。

「張角は、心配ないと言っているけれど……無理よね」

「……無理です」

　うなずく。それは由ゆ々ゆしき事態だ。

　殺された、という可能性だけは考えたくなかった。

　しかしなぜなのか朧月には、張宝が生きているのと同じくらいの確かさで、天狼も生きている予感がした。

　隙あらば、張角に教えられた呼吸法や瞑めい想そうを練習してみた成果なのだろうか。はっきりとは言えないが──

（……『死』に対する感覚が、だんだん鋭するどくなっている気がする）

　この地でまただれかが死んだらそれがわかる、そんな奇き妙みような感覚に目覚めた気がする。

　冥めい界かい公こう主しゆ。

　勝手につけられたあだ名にふさわしい存在になりつつある、そんな感覚に囚われた。

　普段ならとても歓迎できないが、今は「使えるものは親でも使え」という状況だ。

　怖こわいとか嫌いやだとか言っている場合ではない。

「とりあえず、……天狼さまのことはわたしたちにまかせてください。……霊珊は、霊珊にできることを」

　そして幽鬼の不安をやわらげるお手伝いも、朧月にできる数少ないことだ。

　ね？　と目顔で諭さとされた霊珊は、ゆっくりとうなずいた。

「そうね。──子龍に、逢あうわ」
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　蒼そう刻こくに頼んで、子し龍りゆうを廊にまで連れてきてもらった。

　さっきから霊れい珊さんが、衣い裳しようの中に虫でも入ってしまったかのように落ち着かない様子で虚こ空くうをばたついているせいで逆に、朧ろう月げつは平静さを保てた。

　蒼刻をはじめとする武官とは違ったたくましさを持つ長身の子龍が来ても、いつものように人見知りを発はつ揮きせずに済む。

「あの……子龍さん」

「なんだね？　お嬢じようさん」

　花はな守もりと呼ばれた男は、何も知らぬ様子でわずかに首をかしげる。

　朧月はちらりと霊珊と視線を重ね、そうして言った。

「手を貸していただけますか？」

「？　私の手でいいのかい」

　唐とう突とつにも程がある申し出に、当然のことだが面食らったように瞬まばたきながらも、紳士的な子龍は手を出してくれる。

　指ががっちりとしていて厚みがあり、大きな手だ。やや深い色合いをした肌はだには、花守の作業で負ったとおぼしき細かな切り傷が残っている。剣士である蒼刻のそれともずいぶんと違うことに妙に感心してしまいながら、朧月は花守の手を取った。

　途と端たん、子龍が息をのむのがわかる。

　男の黒い瞳ひとみには、別れたときからまったく変わらぬ少女の姿が映っていた。

「──霊珊……？」

　信じられないといった響ひびきで恋人の名を呼ぶと、子龍はつかのま棒立ちになった。それから事態を理解したようで、感じ入ったため息をつく。朧月はさりげなく身体からだを横に移動させ、背後にいた霊珊の姿をあますことなく子龍へと見せた。

「霊珊、だね？」

「…………」

　恋人の声に、名前を呼ばれただけでも感かん極きわまってしまったらしい。今にも泣き崩れそうな顔で、霊珊がこくりとうなずく。

　十年以上前、恋人との逢おう瀬せではいつもそうしていたように──ときめく心を懸けん命めいに抑えているのが傍はた目めにもわかる表情で、子龍は霊珊をひたすらに見つめた。立派な髭ひげも生はえて落ち着いた男の顔が、このときばかりは十は若返って見える。

「久しぶりだね」

「……ええ」

　極度の緊張のせいか、霊珊の声は震ふるえている。朧月はひたすら黒子に徹しながら、がんばってと心の中で念じた。

「君は少しも変わっていないな。うれしいよ」

「子龍……あなたこそ」

　霊珊がようやく顔を上げる。

　泣きだしそうな気配は消えつつあり、紅あかい痣あざが頰ほおに咲いていても美しい顔には、澄すみ切った微ほほ笑えみが浮かべられた。

「……やさしい声も、大人おとなびた話し方も、ちっとも変わっていないわ」

「そうかな。大人びたと言っても、私はもう大人だしね」

「いいえ。あなたは昔からそうだったわ、子龍。ほかの大人たちがわたしの頰の痣を忌いま々いましげに見ても、あなただけはわたしを擁よう護ごして、きれいだと褒ほめてくれたもの。あの村で、あなたはだれよりも大人だった」

　しみ入るような、なつかしい声だった。

「──なのに、どうして、新しい恋人や生き方を選ばなかったの？」

　あなたはすてきな人だもの。

　わたしのことなど忘れて幸せになれたでしょうにと、霊珊は泣き笑いの顔で言う。

「霊珊」

　子龍は静かに首を振った。

「あのとき君を救えなかったことを除けば、私は自分の人生をひとつも後悔していないよ。私があの場所から離れずに生きつづけたのだって正しかった。だからこうして、君にもう一度逢えた」

「子龍……」

　霊珊は目を伏せた。苦しげに言う。

「わたしを恨うらんではいないの？」

「……正直に言ってしまうと、別れた直後は、君を憎にくむことで自分を支ささえる夜もあった」

　本当に、聞いている朧月がびっくりするほどの正直さで白状してしまうと、子龍は晴れやかに破は顔がんした。

「でも駄だ目めだったんだ。私の中には、君と楽しく過ごした日々の記憶ばかりがきらきらと輝いている。憎しみが長い間ずっと居座る余地などなかった。ほかの女性や生き方を選べるわけもない」

　私の願いは、たったひとつ。

　幸せになりたいとか、温かい家庭を築きたいとか、そんなものではなく──

「君がもう私を好きではなくても、もう一度逢いたかった」

「……ッ」

「でも君は、今も私を好きでいてくれていた。男にとって、これ以上の幸福はない。……本当にありがとう、霊珊。私は幸せ者だ」

　そうして子龍が伸ばした手に、霊珊は自分の手を重ねた。もちろんそれだけでは足りず、寄り添う。抱き合う。
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　幽鬼にふれた感触などないはずだ。それでも子龍は「君は温かいな」とつぶやいた。

　ここに小さな奇き蹟せきが起こって、恋人たちは本当に抱き合うことができたのだと、体温も何もかもなつかしい感覚はすべて共有できたのだと──子龍のそばで、朧月は、そんな幻想を信じたくなった。
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「おう少年。お嬢さんについてなくていいのかい」

「あいつはともかく、俺までいたら邪魔だろ。さすがにそんな野や暮ぼはしない。それにここなら、廊で異常があってもすぐに気づけるしな」

　蒼そう刻こくは肩をすくめた。

　霊れい珊さんのことを聞かされた万ばん里りは、初恋の人と再会できた花はな守もりをどう思ったのか、遠い目をしてぼやいた。

「……でかい愛だねえ」

「ふ。おぬしの抱かかえる想いも、なかなか根深いのではないか？」

「……ま、否定はしないが」

　恋する情報屋。

　そんな肩書を自分で名乗っておきながら、今まで恋愛成じよう就じゆを期待もしていなかった万里は、白虎のほのめかしに自じ嘲ちようぎみな笑みをよぎらせた。

　手が届かない人、という意味では、万里の忘れられない相手は、子し龍りゆうにとっての霊珊にどこか似ている。

　だが彼らは生者と死者という関係で──再会はできても、未来はきっと望めない。

　それでも純粋に想い合っていると聞かされれば、万里も同じ男として、走りだしたくなるような衝しよう動どうにかられた。

　とはいえ、日常の馬ば鹿か話の一環ではなく、こんな場所と状況で恋愛談義を繰り広げたいとはさすがに思えない。

　うらやましいほど突っ走っている蒼刻はさておき、白虎は相談相手に向いている気はしたものの、万里にはそれよりも気になることがあった。

「白虎の旦だん那な、ひとついいかい」

「体重は秘密じゃぞ」

「俺より重いのは見ればわかるからいいわ。──そうじゃなくて、旦那ってほら、黄こう巾きん賊ぞくの幹部だったんだろ？」

　真正面から斬きりこんでしまうと、視界の隅で蒼刻が目をみはるのが見えた。何を言いだすんだとばかりに、脇わき腹ばらをあからさまにどつかれる。いや刀の柄つかは使うなって、つっこみにしては痛いだろ。

　──それはともかく。

　黄巾賊の一員だったとはいえ、張ちようさんはどうやら殺された上に、白虎の身体に魂たましいを押しこめられたらしい。

　そう考えれば、これからする問いかけは嫌がらせに近いのかもしれないが、万里としては見過ごせなかった。

「張ちよう宝ほうと張ちよう梁りようはともかく、ここの頭とう首しゆとも浅からぬ縁えんがあるんだろ？　積もる話とかないのかい」

「なるほど。儂を心配してくれているのか」

「……まあ、ざっくり言えばそうかな」

　どちらも積極的に相手を避けている様子ではないが、かといって歩み寄る気配すらないのは不自然にも見えて、それでいいのか？　という思いが重なっていたのだ。

「再会の喜びを語り合うような方ではない」

　ぱたり、と。羊毛を織った敷物の上に腹ばいになった白虎の、美しい縞しま模も様ようのしっぽが揺ゆれる。

　薄青い瞳が万里たちから離れ、遠くを見た。

「儂は先代から、張ちよう角かくどのを補佐するよう頼まれた立場でな」

「…………」

　壁に背を預けて座している蒼刻が、不必要な身じろぎをした。

　張さんの過去など気にしない、と言い切っていたが、いざその口から語られると平然とはしていられないのだろう。

　十七歳という年相応の揺らぎとまっすぐな性しよう根ねが透すけて見えるようで、万里は微笑ましい気分になる。……本人に言ったら峰みね打うちでは済まなさそうなので、色いろ眼め鏡がねに隠して目を細めるだけに留とどめたが。

　白虎は語る。

「そうは言っても当代の張角どのは、補佐など必要としない方だ。──蒼刻は話をしたのだから、実感があるか。自分に課せられた役目を果はたすという一点において、あの方ほど一いち途ずで揺るぎない人間を儂は知らぬ」

　万里はうなずく。──そこは、蒼刻も少しだけ張角を認めているようだった。

　知人にも友人にも欲しくない感じの性格だが、頭首としての責任感があり意志も強く、一族の者は安心して指示に従っていただろうと。同僚や上司としてなら歓迎できるかもしれない、そんなふうに。

「まあ……一族以外の人々にとっては、褒められたものではないがな。黄こう帝ていの御み世よから数百年を経へて、もはや限界に近くなっていた黄こう魔まの封印を維い持じするためとはいえ、張角どのは手段を選ばないにも程がある」

「……そうだな」

　感心したのとあきれが半々の口く調ちようで、蒼刻が同意する。

「ここ月げつ蝕しよく領りようの内部でさえ、張角どのは恐怖や反感を抱かれて孤立しがちだった。頭首はいざとなれば、自分たち一族の者ですら冷静に犠ぎ牲せいにするだろうと、皆、無意識にわかっていたのでな」

　月蝕領の内部とは、一族の者たち。

　張角は、張宝・張梁という血のつながった弟たちにすら突き放した物言いしかせず、側そつ近きんである張さんにも心を開いてはいなかったそうだ。必要最低限の会話以外は、拒絶さえされていたと。

　白虎が目を伏せる。

「先代に、道術の才が平へい凡ぼんだと言われたせいなのかもしれぬ」

　蒼刻が眉まゆをひそめた。

「平凡だから、一族の義務を果たすのに必死だったと？」

「必死、などという可愛らしい表現で認めていいものではないが──まあ、そうなるのかもしれんな。そして儂も不ふ甲が斐いないことに、最さい期ごまで、張角どのの選んだ生き方を間違いだとは言えなかった」

「……まあ、間違いじゃないと思うぜ？」

　黄巾賊にそれなりに因いん縁ねんのある万里でさえ、聞いた話だけで「たいした男だ」と言ってしまいたくなる。

　好きにはなれないが、ありきたりの友情や愛情とは無縁の男なのだと思うと、憐あわれみに似た感かん慨がいも湧わいた。

「ある意味、子龍どのと同じかもしれんな。張角どのは死してなお、己おのれの役目を果たそうとしておられる」

「……でっかい情だねえ」

　先ほどと似通ったことを似通った口調で言い、万里は遠い目をする。

　白虎は照れたように目を細め、

「記憶がなくても、張角どのに何もして差し上げられなかった未み練れんのようなものは、儂の中に根づいていたのかもしれん。──ゆえに皇こう都とでは、孤立ぎみだったおぬしを放っておけなかったのじゃろう」

「って、急に俺に振るなよ」

　不意打ちじみて温かい目を向けられた蒼刻が、微笑ましく思えるほど、居心地悪そうな顔になる。

「おぬしも大概、友達がいなかったからのう。よい子なのに」

「余計なお世話だ。あと子って言うな」

　話が気の置けないところに戻ってきたので、万里も肩の力を抜いてとりなした。

「ま、いいじゃないの。護ご花か七しち将しよう軍ぐんはじめ上官には恵まれてるし、今はお兄さんも少年の友達だしよ」

「え？」

「……え？」

　蒼刻に面食らったような声を上げられてしまい、万里も思わず動きを止める。しまった今のは無意味に馴なれ馴れしかったか。

　案あんの定じよう、蒼刻は機き嫌げんをそこねたように口の端を曲げている。

「勘違いするな」

「あー、悪い悪い。でもな、お兄さんも別に悪気があったわけじゃ」

「そうじゃない。友達だとか抜かすなら──」

　怒ったように眉まゆをつり上げた蒼刻の言葉が、いきなり途と絶だえる。みはられた目は、万里の後方に向けられていた。

　万里は嫌な予感を抱いて振り返り、急に声が聞こえたので引っくり返りそうになった。

「姚よう朧ろう月げつはどこにいる」

　今さっきまで話題に上がっていた張角の、声だけが聞こえた。彼はどうやら床に転げた万里を一いち瞥べつすらせず、蒼刻に問いかけているようだが。

　思わず息をのんだ万里と白虎を横目に、蒼刻がどこか嫌そうに答える。

「部屋を出たところの廊だ。霊珊と恋人の再会に協力してる」

「そうか」

　琥こ珀はく色の瞳がふと室内を見渡し──白虎の上でつかのま止まったが、張角が何を思ったのかまでは読めなかった。

　すぐに視線を蒼刻へとずらして、平へい坦たんな声を発したから。

「こちらの準備は万端ととのった。おまえたちの覚かく悟ごができたのなら、ついてこい」
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　皆で連れてこられたのは、長い廊の果てにある、あの金色の桜の間だった。

　地上ではたいした花の咲かないこの月げつ蝕しよく領りようの、繚りよう乱らんの春の華か美びをここだけに集めたかのような空間に、初めて踏み入る万ばん里りも子し龍りゆうもしばし見み惚とれていた。

「……おや？」

　ふと振り返った子龍が、朧ろう月げつと彼女のそばにいた霊れい珊さんを交互に見て、驚きと喜びの入り混じった表情を浮かべた。

「お嬢さんにふれていなくても、霊珊が見える」

「え。本当ですか？」

「お？　じゃあ俺がついさっきから花はな守もりの旦那のそばに別べつ嬪ぴんさんが見えてたの、幻覚じゃなかったのかい？」

　びっくりして瞬く朧月の横から、色眼鏡をずり下ろした万里までもが顔を出す。

　子龍は霊珊と顔を見合わせると、無言でずず、と横ばいに移動し、幽鬼となっても美しい恋人を背に隠した。

　万里が心外そうに眉をひそめる。

「なんで隠すんだい、花守の旦那」

「ああ。……霊珊の格好は、死に装束なので仕方ないがそれなりに薄着なので──要するにほかの男に見せると減る」

「あんたまでそういう人だったんだ!?」

　最後のほうは妙に早口できっぱり言い切った子龍に、穏おだやかで大人だと思ってたのにと万里がのけぞり、霊珊は恥はずかしげに頰を染めている。

　唐突な桃色の空気に、さっきから朧月から数歩以上離れない蒼そう刻こくまで、「まあ気持ちはわかるけどな」と腕組みをしてうなずいていた。

　……彼をあまり意識してはいけないと念じている朧月を地味に揺さぶってくれる。勘かん弁べんしてください。

　張ちようさんも微笑ましそうに目を細めつつ、

「そうじゃな。儂も我わが姫の魅惑の肢し体たいがほかの男に見られるのは、ちと許容しがたい」

「……星せい彩さいに再会したら、ぜひ言ってあげてください」

「普段から毎日のようにささやいているが？」

「…………」

　低い美声で、想像しただけで腰こし砕くだけになりそうなことを言ってくれた。

　さすが、天てん祥しようを筆頭に並み居る美男子をさしおいて、皇都で「抱きつきたい男」第一位の座に君くん臨りんしている白虎だ。ソツがなさすぎて、朧月まで無意味に照れくさくなる。

　そこに、盛大なため息が聞こえてきた。

「──暢のん気きだな」

　次ついで、冷ややかな声が。

「お気楽なのか、自暴自じ棄きなのか。果たしてどちらだ？」

　最初に出逢ったときと同じように、自みずからの骸むくろが残る桜のそばに張ちよう角かくはいた。

　数十本もまばらに植えられた中でも、このひときわ幹みきの太い桜が、月蝕領でももっとも重要なものだという。

　寄り添う子龍と霊珊に目をやると、張角はつまらなそうに説明してくれた。

「この月蝕領に溜たまる気の質は、黄たそ昏がれ時のそれに近い。身体がなじめば幽鬼くらいは見えるようになる。──ただし見えるのはこの地にいる幽鬼に限定されるし、見えたところで楽しいことなどありはしないが」

「……ということは、あなたも生前から幽鬼が見えたのですか？」

「この地にいるときだけはな」

　見なくて済むのなら、見たくもなかった。そういう表情だ。朧月もつられて黙だまりこむ。

　張角が移動する。

　花はな吹雪ふぶきの舞う虚空をすべり、花びらに埋もれた地面の一角に、常に手にしている錫しやく杖じようを突き立てた。

「──我われらの時は途絶えずに」

　詠えい唱しようは厳おごそかに。

　言げん下か、金色の花びらが地面から生じた風で巻き上げられて、剝むき出しの地面があらわになっていく。めくるめく光景に目を奪われるさなか、ふいに頭痛めいたものをこめかみに感じて、朧月は眉をひそめた。そして気づく。

（！　……違う）

　花びらにおおい隠されていたのは、地面ではない。

　漆しつ黒こくの金属で造られた、いかにも分厚そうな扉とびらが、地面に深々と嵌はめこまれていた。

　表面には城館内部でも無数に見た、五ご芒ぼう星せいをはじめとする封ふうじの紋もん様ようが独特の規則性で刻きざみこまれており、非常に物々しい威圧感がある。

　うかつにふれたら地獄の蓋ふたが開いて、この世は永遠の闇やみに吞まれてしまうのではないかと思わせる不気味さがあった。

　圧倒されたように言葉もない一同を見渡すと、張角は目を伏せ、

「代々の楔くさびと枷かせは、ここで殺す。骸は桜に同化させる」

「……！」

　さらりと恐ろしい事実を告げた。

　身震いが朧月の芯しんを鷲わしづかみにする。この漆黒の扉は何百人もの血を浴あびてきたということであり、そこにいる霊珊が殺された場所ということだ。

　こわばる空気の中、最初に口を開いたのは蒼刻だった。

「黄こう魔まの封印が解とけかかっているとか、封じ直すとか言ってたが、これ見た目にはきちんと閉じているように見えるぞ」

「見た目には、な。冥界公主──姚よう朧月には、そうではないとわかるのではないか？」

「……はい」

　朧月はうなずいた。

　扉が見えはじめたときに感じた頭痛の芽は、次第にはっきりとした形になって、朧月の頭に届いていた。

　痛いほど重く鋭く響く、それは無数の幽鬼の声だった。

　──我らの元に。

　──我らの元に来よ、冥界公主。

　未だ地上に留まって自我を保っている霊珊とは違い、死から長い年月を経たせいでもはや個人個人の性格を忘れ、何かを訴うつたえたいという感情のみが残った幽鬼だ。

　……おそらく歴代の「張角」によって捧げられてきた贄にえの魂こん魄ぱくが、未いまだにここに残っているのだろう。封印を維持するという務めを痛ましいほど忠実に果たしながらも、同時に救いを求めている。

（どうしてわたしを冥界公主と呼ぶのかは気になるけれど……）

　訊きける状態ではないし、それどころではない。

　漆黒の扉を見つめる。

　一見、水漏れすら許さないような頑がん健けんな扉のようだが、実際はあちこちに目に見えない亀き裂れつやほころびが生まれていて、そこから幽鬼たちの情念のみならず、どす黒い瘴しよう気きさえ漏れ出しているのがわかる。今までは花びらで抑えこまれていたらしい。

　瘴気の発生源は、おそらく黄魔。ずっとここにいたら、身体だけではなく心まで壊してしまいそうだ。

（……この声がずっと聞こえていたのなら）

　張角が、この地で幽鬼が見えてもロクなことはないと言っていた理由がわかる。たしかにこれは精神的にきつい。

「歴代の楔や枷がまだ働いてくれているし、私が桜に同化して抑えこんでいるので黄魔はまだ完全には自由になっていないが──おそらく時間の問題だ。この封印が壊れたら、冥めい府ふの門が開いたようになる」

「…………」

「今、張宝の身体を奪っているのは黄魔の一部に過ぎない。言うなれば巨人の『手』だけが隙間からはみ出て、張宝の身体を操り、残りの部分も外に出ようとしてもがいているようなものだ」

　ゆえにその『手』を滅ぼし、再び出てこないうちに封印のほころびを修復したい。張角の言いたいことは、要約するとそういうことだ。

「黄魔が完全に甦よみがえれば、張宝の身体でもたらした被害の比ではない大だい惨さん事じが巻き起こるだろう。神しん華か国の平和のためだ。封じ直すのを手伝え」

「封じ直す、か」

　ひととおり話を聞き終えた蒼刻は、やや不服そうに目をすがめた。

「はじめからずっと思ってたが、妙に消極的だな。ここで黄魔とやらを完全に斃たおしてしまったほうが、話が早くないか？」

「そ、……蒼刻さん!?」

　思わず朧月の声は裏返った。

　見れば、言った蒼刻を除く全員が、ぎょっとしたように目をみはっている。

　黄魔が完全に甦った際の強さは知らないが、張ちよう宝ほうにさえ翻ほん弄ろうされてきた上に、何人もの魂魄を捧げてようやく封印している、とくれば、否いや応おうなしに恐ろしさが想像できるというものだ。

　案の定、だれよりも脅きよう威いを知っている張角は、頭痛をこらえるような顔になった。

「何を言いだすかと思えば。あれは伝説の黄こう帝ていですら、封印することしかできなかった魔性だぞ」

「だが、封印はもうジリ貧なんだろう？　来らい将軍を呼べばなんとか打開策を見つけてくれるかもしれないが、道術は専門外の俺からしたら、そんな対たい処しよ療りよう法ほうじみた真ま似ねでごまかしてないで、諸悪の根源から消すのが一番いいと思えるぞ」

「正論のようで暴論だな。それが可能なら、我ら一族は贄など使っていない」

「黄帝が封じた後に、斃そうと試したことはあるのか？」

「あるわけがなかろう」

「だったら、斃せるかもしれないだろう？　少なくとも、絶対に斃せないとは言えないはずだ」

　あきれを通り越して啞あ然ぜんとしている張角を、昂こう然ぜんと見返して蒼刻は言う。

「黄帝の時代から神華国は成長し、繁はん栄えいしてきたんだ。黄帝にはできなかったことが今はできるようになったかもしれない。違うか」

　張角の瞳には今や冷ややかな苛いら立だちさえ満ちていたが、それで折れる蒼刻ではない。

　まったく譲ゆずらずに言い返す青年武官に、朧月たちはしばらく声もなかった。

　やがて、ぼやく。

「……ある意味、とても武官らしいご意見ですね」

「……武官というより、蒼刻らしい言い分じゃな」

　朧月に、白虎もうなずく。

　蒼刻の反論について考えているうちに、意外とそれがいいのかもしれないと思いそうになる、この問答無用の説得力はなんなのか。

（蒼刻さん、強い……）

　彼の性分をよく知らない者が聞いたら、傲ごう慢まんだとか自信過か剰じようだという誤解を受けていたかもしれない。

　だがそれは間違いだ。

　蒼刻はきっと、国軍の一員として──己の国を誇ほこりに思い、魂にかけて護まもろうと務める人間として、未来の護花七将軍として、強い自負を持っているだけだ。自分の護る国は、決して弱くないと。

　そういう人なのだと、少なくとも朧月は正しく理解していた。

「昔に比べて才能のある道どう士しは減ったそうだが、少なくとも武器は黄帝の時代よりもはるかに上等になってる」

「たしかにおまえの刀は、なかなかの上物──という域を超えた逸いつ品ぴんのようだが。本気で試すつもりなのか」

　叶かなうなら、そうしたい。

　譲らない性格という意味では蒼刻よりも強敵に思える張角まで、とうとうそんなふうに言いだしたときだ。

「──ほう、我を斃すか！　大きく出たものだなァ、さすがは未来の護花七将軍さまよ」

　空気を裂いて哄こう笑しようが響いた。

　一瞬で花吹雪さえ静止したのではないかと錯さつ覚かくするほどに、空気が凍こおりつく。

　ただでさえ細い首がねじ切れんばかりの勢いで、朧月は後方を振り返り──

　すぐ後ろに、張宝がいた。
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　張ちよう宝ほう──否いな、張宝の身体を奪った黄こう魔まは唐突に、忽こつ然ぜんと現れていた。

　琥珀色の闇をたたえた瞳とかち合った刹せつ那な、激しい悪お寒かんが、朧ろう月げつの足元から脳天までを貫いた。

　薄い唇くちびるがうっそりと微笑みを形作る。

　はっとして、すぐさま逃げようとしたが間に合わず、腰に黄魔の腕が回され、後方へと引きずられる。

「やめ……ッ」

「つれないな冥界公主。我のほうが、あの張ちよう角かくよりはやさしかろうに」

　声は毒のように甘く、陰いん鬱うつな色香にまみれていた。

　病魔に憑つかれやすい青年の肉体だ。ほっそりとして鍛きたえた形跡のない腕のはずなのに、鉄の輪のように力が強く、もがいても振りほどけない。

　普段の気弱さとはどこか違う、強い抵抗に、黄魔は愉たのしげに目を細めた。

「ふ。無二の瞳に、違う味の憎しみが混ざったな。さては我の所業でも、そこの凡人に聞いたか？」

　黄魔が流した視線の先には、さながら桜守のように立つ張角の姿がある。

「ただ朽くち果てる男ではないと思ったが、よもや幽鬼となり、忌々しい桜樹との一体化を図るとはな。汝なんじも凡ぼん庸ようなりに愉しませてくれる」

「…………」

　暗い愉悦に満ちた黄魔の目。張角は悪趣味な視線を手前で跳ね返すような、冷たい沈ちん黙もくのみで応こたえる。

「──要するに、ずっと盗み聞きをしてたのか」

　冷たいだけではなく鋭い声が、少し離れた場所から発せられた。

　蒼そう刻こく。

　すでに抜き身の刀を手にしている。──今初めて気がついたが、昏こん星せいで折られたのとはまったく違う刀だ。以前の氷を鍛えたような太た刀ちよりも物々しく見えるのは、蒼刻の殺気があまりに凄すさまじい影響もあるのだろう。

　殺意と呼ぶには奇妙に清すが々すがしくてまっすぐな意志をたたえ、左目が青く燃えている。

「魔性のくせに小こ賢ざかしい真似ばかりしやがるな、おまえは。たまには真っ向からかかってこいよ」

「と言われてもなァ」

　くつくつと肩を小刻みに震わせて、黄魔が嗤わらう。彼に背後から抱えられている朧月に、その不快な身体の動きが伝わる。

　朧月の小さな身体を左腕のみで抱え、黄魔は空いた手で袖そでから出した扇おうぎを開く。余裕をちらつかせるような仕草。

「汝らが健けな気げにも、寄せ集めの兵力で何かしようと図はかっているようなのでな。これが最後なら、精一杯の悪あがきくらいはさせてやろうと思ったのだが──さすがの我も、待つのに飽あきた。ただでさえ数百年もの間、忌々しい桜の根で地の底に縛いましめられ、楔で穿うがたれ枷を嵌められつづけたのでな」

　開いた扇の上に、舞い散る桜の花弁がふわりと乗る。
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　朧月はうめいた。

「では……わたしたちを、あえて見逃していたと？」

「でなくば、これほどの猶ゆう予よを汝らに与えると思うか？　その分、こちらはこちらで宴うたげの支し度たくをさせてもらっていたがな」

　嫌な予感しか呼ばぬ事柄をのたまい、張宝は突然、ぱちりと扇を閉じた。

　なぜかはわからないが猛もう烈れつに嫌な予感がして、朧月は、腰に回された腕に爪つめを立てる。

　だが黄魔は、その場にいた者がだれも予想できなかったことをしでかした。

　朧月の細い手首を捻ひねり上げると、そこに思いっきり嚙かみついたのだ。

　獣けものじみた攻撃に、朧月の薄い皮ひ膚ふはあっさりと破れ、血脈へと犬けん歯しがめりこむ。

「く──あ……！」

　予想外の痛みに見開いた視界の真ん中で、蒼刻が愕がく然ぜんと目を剝いた。

　ぐずり、と小さな傷口から血をすすり上げられる悪夢じみた感触。張宝の唇がすすり切れなかった血がひと雫しずく、地に滴したたり落ちる。

　違う。

　血が落ちたのは足元に広がる漆黒、封印された扉の上だった。

「！」

　直後に朧月は、拘こう束そくする腕から解放された。戦術も何もなく間合いを潰つぶした蒼刻が、黄魔に斬りつけるふりをして、朧月の身体をその腕から強引にもぎとったのだ。

　しかし黄魔もやられるままではなく、刃をかわしざまに蒼刻の脇腹に蹴けりをめりこませてみせた。

「っと……！」

　細身にもかかわらず、その蹴りはたいした威い力りよくがあったようで、蒼刻は彼にしては派は手でに吹き飛んだ。朧月の弱々しい身体だけはどこにもぶつけないように、無理な体勢をとったせいも大いにあるだろう。

「そ、蒼刻さん、おけがは……！」

「俺の科白せりふだろうそれは！」

　花びらまみれの身を起こした途端、言い合いみたいになった二人の元に、張角がすかさずやってきた。

「傷ならば私が癒いやす。おまえは黄魔を」

「……わかった」

　渋々うなずいて、蒼刻が立ち上がったときだった。

　先ほどの流血が鍵かぎになったかのように、空色の天てん井じようが鳴めい動どうした。

　白しら藍あいの空がひび割れる。そこから空気が噴き流れ、途方もない嵐あらしのような轟ごう音おんが巻き起こり、散りゆく金色の花びらが目映まばゆい渦うずを巻いた。

　強風に身体を持って行かれそうな気がして、とっさにその場に座りこんだ朧月は、風の中でばきりという不吉な音を聞いた。

　音のした方向を振り返ると、なんと桜樹の一本が、落らく雷らいでも受けたかのように幹が縦たてに割れかけている。

　ばきり、ばきり──

　愕然とする朧月の周りで、湿しめった木を裂く嫌な音はあちこちから上がった。

「……桜が！」

　手首を穿つ傷の痛みも忘れて、朧月は思わず悲ひ愴そうな声を上げていた。

　金色の桜が黄魔を封じるもっとも重要な釘くぎであることは、張角からくどいほどに説明されている。

「これは……まずいのでは──」

「──たしかに、まずい」

　朧月の手を癒し終えた張角が、さすがに口くち惜おしげにうなった。鋭い視線は、渦の中心に立つ黄魔へと据すえられている。

　程なくして花を散らす嵐はおさまったが──

　その頃には金色の桜は、張角の骸を抱く一本を除いたすべてが、幹が断裂しかけて瀕ひん死しの状態になり果てていた。一部などはもう、途中から折れて花をすべて散らしている。

「……さて」

　皆の視線を集めた黄魔が、血に濡ぬれた妖よう艶えんな唇を舌した先さきでなめる。

　その身にまとう瘴気が先ほどまでとは比にならないほど濃度を増したのは、だれの目にも明らかだった。

「待たされた分、少しばかり愉しませてもらおうか」

　ゆるりと広げられる両腕。

　それが合図であったのか、凄せい惨さんな姿をさらした桜の陰からにじみ出るように、黒衣の姿がいくつも現れる。

　おどろおどろしい紋様や文字の書かれた布で顔を隠した、それは[image: ]屍キヨンシーの軍勢だった。
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　はっとしたように、蒼そう刻こくが鋭く叫んだ。

「張ちようさん、万ばん里り、子し龍りゆう！」

「わかっておる！　儂らは自分の身くらいは護る、おぬしは黄魔に集中──」

　しろ、と。

　言い返そうとしたところで、白虎は蒼刻が本当に警告したかったことを察したようだ。

　蒼刻が声を上げたのは、[image: ]屍キヨンシーの群れに包囲されたからではない。その中に、あまりに危険な敵を見つけたせいだ。

　──張ちよう梁りよう。

　自らの手で殺すという宣言は、やはり噓だったのか。

　張梁は感情のない目で戦場を見渡すと。黒衣の[image: ]屍キヨンシーたちとは比べものにならない、研とぎ澄まされた凶きよう手しゆの動きで、子龍へと迫せまっていった。まずは一人。そんな無む慈じ悲ひなささやきが聞こえてきそうな、死を運ぶ刃やいばの動き。

「──！」

　威い嚇かくするような吠ほえ声の主ぬしは、白虎。張さんは黒衣の兇手に横から喰らいかかり、鋭く出した爪でもってその瘦そう身しんを振り払う。張梁はその勢いに逆らわず、無音で飛びのいた。

　間合いをとるとたくましい四し肢しで花びらを踏みしだき、張さんは薄青い目で黒衣の青年を射抜いた。口惜しげに言う。

「張梁どの。おぬしは本当に、それでいいのか。黄こう魔まの言いなりに果てるつもりなのか」

「…………」

　張梁は答えない。

　彼の「二の兄者を殺す」いう信じがたい宣言は、朧ろう月げつと蒼刻、それに張ちよう角かくだけしか知らない。迷う朧月たちとは異なり、張角は最初から「無理に決まっている」と一いつ顧こだにしていなかったが。

　旧知の間柄だったはずの張さんの言葉が聞こえてもいないかのように、張梁はすぐさま体勢を立て直すと、戦いに舞い戻る。今度は万里に斬りかかろうとしたが、万里は隠し部屋から借り出していた槍やりでそれを辛からくも凌しのいだ。

「あの大馬鹿者が…！」

　蒼刻がうなる。

　張梁が兄の姿をした魔性を本当に殺してくれるだなんて甘い期待はしていなかったが、それでも腹立たしい想いにかられるのだろう。

　張角とともに、無駄に戦闘に巻きこまれないよう下がった朧月も、歯がゆさで身体がねじ切れそうだった。

（張梁……あなたは──）

　最後まで黄魔の手先となって遣つかわれる、そんな道しか選べないのか。

　張梁に昏こん星せいで蒼刻を痛めつけられたことには今でも恨めしい想いがあるが、だからといって、破滅に向かう様が見たいわけではない。

　手に手にばらばらの武器を持った[image: ]屍キヨンシーたちに包囲され、数の暴力を押し返すので手一杯の万里たち。蒼刻はそれを救援しようとするが、張梁にしょっちゅう横合いから強きよう襲しゆうされてままならず、敵味方入り乱れての混戦状態が続く。




　戦況に変化が起こったのは、突然だった。




　[image: ]屍キヨンシーにまぎれて蒼刻たちを翻弄していた張梁が──いつのまにか、戦況を眺ながめわたす張宝の背後に現れていた。

　え、と朧月が息をのんだ次の瞬間に、張梁は兄へと後ろから抱きつく。

　違う。抱きつくようにして動きを封じると、その心臓をぐさりと貫いた。

「……ッ……？」

　初めて、黄魔の瞳が本物の驚きに染め上げられる。

　張ちよう宝ほうの姿を利用して、張梁を完全に支配していたはずの彼にとって、その刃はあまりに予想外だったのだろう。背中から一直線に薄い胸板を突き破った切っ先を見下ろして、妖艶な面おも差ざしがめずらしく呆ほうけている。
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　そしてそれ以上に、

「張梁……まさか──」

　朧月の傍かたわらにいた張角が、弟の行動に愕然として、らしくもなく立ち尽つくしていた。

　張梁の次じ兄けいへの愛情と依い存そんをだれよりも知っているために、朧月たちよりも「信じられない」という思いが強いのだろう。

　──以前に星せい彩さいが、張梁の凶手として異常なまでに高い資質を見極めて言ったことを、朧月はまざまざと思い出す。

　相手を殺あやめるときに、殺気どころか殺意すらなく、ただそこにある石ころを蹴るような平常心で刃を振るうことができるのだと。普通の人間ならば、どんなに努力してもわずかに良心の痛みや迷いを感じるのに。

　……おそらく命を奪った後に、己の罪に思い悩むくらいの人間味は張梁にもあると朧月は想像している。

　だが、手をかける瞬間には一点の曇くもりもない無心を貫ける。

　その異常性が、人ではない黄魔にさえ不覚をとらせた。

「ふ……ふふ……」

　一撃で心臓を貫いたのだ。並の人間ならば、自分が殺されたということすらわからないまま絶命している。

　だがそこは魔性と言うべきか、黄魔はふらつきながら数歩進むと、ぐるりと異常な動きをして張梁を振り返り、

「……本当に兄想いだったのだな、汝は」

　嗤った。

　見慣れたおぞましい微笑みとはどこか違う、奇妙に穏やかな笑い方。

　張梁の、すべての感情を凍りつかせていた瞳がひび割れて、紅く濡れた刃がその手から音もなく落ちる。




　直後に、立っていられなくなるほどの地揺れが世界を塗ぬり替えた。
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　それだけで身体からだがばらばらに砕くだけそうなほど激しい地じ揺ゆれは、最後に大岩が真まっ二ぷたつに割られたような轟ごう音おんが響ひびくのと同時に終わった。

　嫌いやな予感、という段階を通り越して、頼むから少しでも被害が少なくて済みますようにと思うしかない。そんな絶望的な空気が周囲を染め上げる。

　桜の木にしがみつくようにして揺れに耐たえていた朧ろう月げつは、思わずうめいた。

「張ちよう角かく、扉とびらが……！」

「──状況は把は握あくしている。君よりも正確にな」

　白しろ装しよう束ぞくの姿が、朧月の前にふわりと降り立つ。いっそ小こ憎にくらしくなるほど冷静に、張角は事実を見み据すえていた。

「先ほどは冥めい界かい公こう主しゆの血で外側から扉にひびを入れられたが──今のは内側から、扉に非常に強い負ふ荷かが与えられたようだな。もはや完全に壊れるのは時間の問題か」

「な」

　眩暈めまいがした。

「何を冷静に……と言いますか──わたしの、血？」

「普通の人間の血肉や魂こん魄ぱくは、あの封印を強化してくれるのだがな。君の血は逆の効果があるようだ。黄こう魔まはそれを本能的に嗅かぎつけて、君を欲していたというわけか」

　不吉な予言めいた言葉を、朧月は途中から聞いていなかった。

　黄魔。

　はっとして張ちよう梁りようがいたほうを振り返ると、その一角だけは地揺れすらなかったかのように静けさに包まれていた。

　心臓を貫かれて完全な骸むくろと化した「器うつわ」を──張ちよう宝ほうの肉体を、黄魔はさっさと見限ったようだ。

　花の褥しとねに倒れた青年の横顔からは、あの魔的なゆがみやどす黒い威圧感は失うせている。

　儚はかなさしか感じられないその骸のそばにたたずみ、黒衣の青年は深くうつむいていた。

「……あ」

　耐えきれず震ふるえる声をこぼしたのは、骸を抱かかえた張梁ではなく、それを見ているだけの朧月のほうだ。

　張宝が本当はどのような人物だったのか、朧月は張角や張梁の口から聞いた限りでしか知らない。むしろ朧月にとっては、「張宝の姿をした黄魔」の非道なふるまいのほうが鮮せん烈れつな記憶になっている。

　だが──張梁がどれだけ兄を大事にしていたか。それを直接、彼の口から聞かされた身でもあった。

　兄について語るときだけに青年が見せた、人間らしい悲しみや後こう悔かいを知っている。

　だから想像してしまった。彼の絶望と無念がどれほど深いものなのかを。

　そのとき、ふと真横を通り過ぎる人がいた。

「使え」

　朧月と張梁の間に割り入るように出たのは、蒼そう刻こくだ。

　懐ふところから、先ほど隠し部屋で張角にもらった霊れい符ふを残らず取り出すと、張梁の目の前に無む造ぞう作さに突きつける。

　それでようやく張梁が顔を上げた。傷つき年相応に見える痛ましい瞳が、霊符とそれを差し出した蒼刻とを、信じられないといった様子で行き来する。……無理もない。朧月でさえ、蒼刻の情なさけに驚いてしまったのだから。

　まだ茫ぼう然ぜんとしている張梁に、蒼刻はもどかしげに「使え」と繰り返した。

「張角のやつが、何年もかけて作り溜ためていた治ち癒ゆの霊符だそうだ。まだ助けられるかもしれない」

「……だが──」

「さっさとしろ。それと邪魔にならない場所に下がれ」

　無む駄だな遠えん慮りよなどするな。一秒たりとて無駄にするな。

　言い放った蒼刻は、先ほどの轟音の源みなもと──ばっくりと割れた漆しつ黒こくの扉から、一瞬たりとも目を離していない。

　朧月もそれで初めて、周囲の様子が様変わりしていることに気づいた。

（地形が変わってる……？）

　白しら藍あいの空は、もはや頭上になかった。

　それはこの地下を封ふうじる仮かり初そめの天てん蓋がいだったようで、今は跡形もなく崩れ去り、本物の空が見える。

　外はあれほど深かった霧きりがすっかりなくなっており、黄昏たそがれの下で薄うす闇やみに沈む無人の洞どう窟くつ式住居が周りを取り巻いていた。

　地下だった桜の間がどういうわけかせり上がり、地上に出てしまったようだ。

　漆黒の扉を内側から突き上げて砕いた、途と方ほうもない力の余波だろうか。[image: ]屍キヨンシーの軍勢もそれにやられたのか、黒衣の姿は残らず地に伏している。

「！　張ちようさん──」

「儂わしらは無事じゃぞ」

　振り向けば、最古の一本を除いてすべて半なかばから折れたり縦たて裂ぎきにされたりした桜の残ざん骸がいの陰から、白びやつ虎こや万ばん里り、霊れい珊さんを伴ともなった子し龍りゆうが現れた。万里の右みぎ頰ほおには折れた枝がかすったという切り傷があったが、それ以外は特にけがをしていないそうで、ほっとする。

　しかしつかのまの安あん堵どは、空を裂く耳みみ障ざわりな金属音で叩たたき潰つぶされた。

「……！」

　音の発生源は、もちろん漆黒の扉だ。

　音が一度響くたびに、途方もない悪お寒かんが身体の芯しんに鉤かぎ爪づめを立てる。息が詰まるほどの重圧感に頭から押さえつけられた心ここ地ちを味わい、地面から立ち上がったばかりなのに膝ひざからくずおれそうになる。

　──冥界公主。

　──冥界公主！

　扉を見てから断続的に頭の中に届いていた幽ゆう鬼きの声は、今や大合唱になっていた。それもまた異変を教えてくれる。まさか、ではなく確実に、扉が壊されたのだと。

　思わず耳をふさいでも、指の間から忍しのびこむように声が頭ず蓋がいの中で反はん響きようし、切れ切れの映像が脳のう裡りに閃ひらめき、意識が混濁しそうになる。おそらく死者たちの記憶だ。

「朧月──」

「大丈夫、です」

　背を向けていても、不思議な勘かんで朧月の苦痛を察したらしい。蒼刻に案ずるように呼ばれて、朧月はとっさに強がった。

（だめだと思ったら、本当にだめになる）

　邪魔にはなりたくない一心で念じる。──蒼刻には、目の前の戦いに集中していただかなければならない。

「自分を保たもて。ここで倒れられても助けている余裕はないぞ」

「……はい」

　そばに立つ張角の、低められた声にうなずく。

　幽鬼たちの声は際限知らずに高まりつづけ、朧月の頭の中に浮かぶ切れ切れの映像も、その種類を増していく。楔くさび、あるいは枷かせという名の下に命を奪われた者たちの記憶だと思うと震えが止まらない。それだけの人数の命を踏ふみしだき、今、地下からそれが現れてしまったのだから。

　──がぅん!!

　ひときわ大きな金属音が響き渡り、扉が内側からはじき飛ばされる。そうして、地下深くから這はい出てきたモノがあった。

「あ……！」

　朧月の声が震えたのは、そのモノの前まえ肢あしが地上に這はい出るついでに、桜の根に搦からめ捕とられていた張角の骸を潰つぶすのが見えたからだ。しかし感傷に囚とらわれる余裕とてなく、異形の影はずりずりと地下──地の狭間から百ひやつ花か神しん仙せんの寿ことほぐ大地へと侵略を続けている。

　黄昏の空を穢けがす影。

　魔ま鬼き城じようの高さにも届きそうな巨きよ軀くは、形だけなら狼おおかみに似ていた。

　影を塗り固めたような獣けものは、天を仰あおぐと解放感に遠とお吠ぼえをした。

　──……るぅおおおおおおおァアアアアアアア──!!

　咆ほう哮こうが山びことなって反響し、まるで山間に置かれた皿の底のような広場を、何度も何度も満たす。

　瘴しよう気きをどす黒い炎ほのおのようにまとう闇色の獣。それこそが、黄魔の封じられていた姿。

　金色の花びらを踏みしだく姿はまさしく、かつて百花神仙に討とう滅めつされた太古の獣そのものだった。
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　朧ろう月げつはしばし呼吸も忘れていた。ほかの者たちの反応も、彼女と大差ない。

（あれが……黄こう魔ま？）

　内臓がすべて氷の塊かたまりに置き換えられてしまったかのような恐怖が、体内を支配する。

　皇こう都とのそばで花か魄はくという獣の形の化け生しようを見たことがあるが、この圧倒的な威圧感の魔物に比べれば、赤子も同然だと思えた。

　姿はおおむね狼のそれに近いが、額ひたいには第三の瞳が炯けい々けいと輝いている。

　何もかもが規格外だが、どろりとした琥こ珀はく色の双そう眸ぼうの光だけは、張ちよう宝ほうの身体を借りていたときと同じだ。禍まが々まがしくて、おぞましい。

「ふ、ふふ……」

　凶きよう眼がんが、朧月たちを月鏡のように映した。

「よもや器を壊しただけで引き下がるほど、我われが脆ぜい弱じやくだとは思っておるまいなァ？」

　そうして獣の巨大な口が、三日月のように裂さけた。

　……どうやら嗤わらったつもりらしい。同じ四つ足の形でも、張ちようさんの端整な笑みと比べるまでもなく不気味だ。

「張宝とやらの身体も悪くはなかったが……よもや再び、この姿で大地を踏みしめることができるとは」

　歓かん喜きの声はしわがれていたが、蛇へびに絡からみつかれるような話し方も同じだ。

　間違いなく黄魔である。

　張宝の線が細く整った容貌を借りていたときには、まるで傾けい城じようの美び姫きのように淫いん声せい美色で人を惑まどわす魅惑をそなえていたが、今は違う。漆黒の獣は、ひたすらにおぞましい悪意と死の気配の塊だ。

「今の我は機き嫌げんがよい。とてもとても機嫌がよい。ゆえに、汝なんじらをまとめてこの牙きばで喰くろうてやろ」

　──安らぐ夜の黒ではなく、不浄の黒。

　──魔へと堕おち穢れた姿は、それだけで自みずから神なる者を侮ぶ辱じよくする。

　漆黒の獣でありながら「黄魔」と呼ばれたのは、冥めい府ふの月を嵌はめこんだかのような眼球の琥珀色のせいか。

　戦いのことなど皆かい目もくわからない朧月ですら、伝説の黄こう帝ていがこれを封印する以上の対応ができなかった理由に納なつ得とくせざるをえなかった。それほどに、凶きよう獣じゆうの秘めるおぞましい力の気配は圧倒的だった。

「冥界公主。汝は最後の愉たのしみだ」

　大切な者を失くして悲ひ嘆たんに暮れる汝を、たっぷりと愛めでてやろう──

　はるか高みから降りそそぐ黄魔の声で、血も凍こおるような怖おぞ気けが走ったとき。

「ようやっとお目覚めか、黄魔」

　ひどく不ふ遜そんな声が、朗ろう々ろうとその場に響いた。

　蒼そう刻こくだ。

　両手で刀を握にぎった姿にはわずかな隙すきもなく、程よい緊張としなやかな強さをたたえて、美しいとすら朧月には思えた。

「我は眠りについたことはないが？」

「そうか。なら解説してやるが、今のは『寝言をほざくな』という意味だ」

　凜りんと伸びた背筋。

　青く燃える瞳はきっと、戦士らしく鋭するどい炎を宿しているのだろう。見られないのが残念だと場違いに思う。

「それが貴き様さまの本性とはな。よく似合ってるぜ、獣畜ちく生しようの姿が」

「ふ、ふふ。そういう汝も、銀毛の狼のようではないか。つがいの雌めすを護まもる雄おすを気取っているのか？　可か愛わいらしいことよ」

「だったら群れを護る狼と、人里を荒らす害獣の差を見せてやる」

　黄魔は明らかに、自分の手でつかめそうな大きさでしかない蒼刻を侮あなどっている。

　油断なく獣の動きを観察しながら、蒼刻は言った。

「張ちよう角かく」

　朧月のそばにいた封印の護り手が、顔を上げる。

「おまえでもさすがに覚かく悟ごは決まったよな？」

「──そうだな」

　静かにうなずいた張角の、琥珀色の瞳が一族の敵を見据える。

「斃たおすしか、あるまい」

「よし」

　うなずく蒼刻の背に、朧月も何か言いたくてたまらなかった。

　けれども気の利きいた言葉が浮かばず、喘あえぐように名を呼ぶことしかできない。

「蒼刻さん……」

「おまえは引きこもらずに待ってろ。片をつけてくる」

「──ッ……はい。お待ちしています」

　それしかできないのならと即座に返事をしてみせて、けれども、もどかしさで胃がねじ切れそうになる。──わたしにできることは、ひとかけらもないのか。

「張さん。朧月を頼む」

「うむ。引き受けよう」

　なじみのある頼み方に、少し離れた場所にいた白虎がうなずき、朧月のそばに駆かけ寄ったのとほぼ同時に──

　黄魔との戦いの火ひ蓋ぶたは、切られた。
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　がぎぃん!!　という雷らい撃げきじみた音が空気を裂く。

　蒼刻と黄魔の戦い──それはさながら、黄こう帝てい伝説の戦いの再現だった。

　漆黒の魔獣が、後ろ足で大地を抉えぐりながら跳ちよう躍やくする。ただそれだけで、ひび割れそうな地揺れが広場を震えさせた。

「！」

　髪の毛ひと筋ほども怯ひるまず、蒼そう刻こくは黄魔の攻撃を渾こん身しんの一撃で跳ね返す。

　魔獣のまるで鋼こう鉄てつの塊のごとき鉤爪や、それを振るう柱よりも太い前肢と比べれば、蒼刻の刀は華きや奢しやにすら見える。けれども蒼刻は己おのれの得え物ものが折られるとは微み塵じんも思っていないらしく、渾身の力を刀にこめて、黄魔の攻撃を受け流している。

　一合、二合、三合──

　恐ろしい地響きと重たい金属音が入り混じる戦闘は、天変地異にも等しい。

　不意に。──びゅっ、という空を切る音が耳についた。続いて炸さく烈れつ音おん。

　見れば、少し離れた位置で、万ばん里りと子し龍りゆうが真剣な顔で弓を繰っている。

（万里さんたちも──）

　花びらや折れた木に埋うもれてしまっていた弓矢を、ようやく掘り出せたようだ。万里と子龍が、蒼刻にはあてないように慎重に、しかし澱よどみなく矢を射っている。矢には攻撃用の霊符がくくりつけられており、獣に突き刺さると同様に爆はぜる。

　……もちろん黄魔の巨軀にしてみれば、命中したところで、針はりで突かれた程度の痛みに過ぎないのだろう。

　だが蒼刻に熱中している黄魔の気をそらすことはできるし、首尾よく眼球にでも突き刺されば、意外と痛手になるかもしれない。本来は張ちよう宝ほうの身体の黄こう魔まと、彼が使し役えきする[image: ]屍キヨンシーたちのために用意した武器だったが、補助には適てきしていた。

　ぎぃん──!!

　互いに互いの武器をはじき合い、いったん間合いが広がる。

　うるさい羽は虫むしでも眺ながめるかのように、黄魔が銀ぎん髪ぱつの武官を見下ろした。

「張宝の貧弱な身体にすら勝てなかったおまえが、この本性の我に敵かなうと思うのか？」

　散々に踏み散らされた花と砂すな埃ぼこりにまみれながら、蒼刻がふっと笑い飛ばす。

「俺としてはありがたいけどな」

「なに」

「的はでかいほど叩きやすい。ヒトの姿をしていない敵のほうが気が楽だ。鎧よろいなしなら、どこでも斬きり裂ける」

　普段は愛あい想そのない口元が、ゆがんでいた。

　味方である朧ろう月げつたちまでも背筋がぞっとしてしまうほど不敵な笑えみを浮かべ、蒼刻は刀を引く。

「黄魔。貴様がその姿を選んだ時点で負けだったと教えてやる」

「ふ、ふふ。ほざきおるなァ」

　黄魔の声は生意気な人間への怒りではなく、自分に正面から刃向かってくる敵を潰さんとする喜き悦えつに満ちている。

　ある一線を超越した者のみが参加を許されるような戦いを、朧月が無力にへたりこんで見ていられたのは、ここまでだった。

　張ちよう角かくの白装束の端が、視界の隅すみに映りこんだ。厳しい声で呼ばれる。

「姚よう朧月。君も働け」

「え。……で、でも、何をすれば──」

「存そん思しだ」

「……それだけでいいのですか？」

「君の死を支配するという異能を、黄魔を抑える方向で試してみよう。……先ほどは、逆に利用されてしまったがな」

　存思。

　簡単に言えば、道術での瞑めい想そう法ほうだ。

　本当なら人体の気の流れや五行をきっちりと学んでからでないと、道術における瞑想は意味がないのだが──

　──『君はこれまでにも双そう界かいの瞳の力を、我流に発はつ揮きできているのだろう？　ならば無意識に、異能を使う流れを身につけているということだ』

　意識を集中させつづけ、異能を司つかさどっている身体の中の経路、つまり気の道に力を通す。

　朧月なりに、そういう心像を描えがきつづけろと言われた。

　修行を積まないと、たいへん非効率的で無駄の多いやり方しかできないが、この際仕方がない。

　これまで書を貸したりしてくれた来らい将軍は、まず道術そのものになじむことを優先していたようだが、今はそんな地道で悠ゆう長ちようなことをしていられないと張角は言った。

（……ほとんど、ぶっつけ本番のような）

　あれこれ準備していても緊張してコケてしまう体質の朧月に、ずいぶんな無茶振りだ。

　張角がけしかけてくる。

「どうした。君はただでさえ愚ぐ鈍どんなのだから、一刻も早く用意を──」

　したまえ、と続くはずの語尾が途と絶だえた。

　──ざぐッ！

　という、今までとは異なる音が主戦場から響いたのに、張角も朧月も驚いたせいだ。

　思わずそろって戦場を振り返る。

「蒼刻さん……!?」

　見れば、いつのまに何をどうしたのか、蒼刻が巧たくみに獣の懐に入りこんでいた。

　彼が頭上に振り上げた刀は、根元近くまでが黄魔の左胸に埋まっている。普通の動物ならば心臓の位置だ。

　そうして時間が静止してしまったかのように、どちらも無言で動かない。

「やった──の？」

　戸惑うような声を上げたのはおそらく、子龍のそばから離れない霊れい珊さんだ。

　しかし。

「外はずれだ。残念であったな？」

「……だと思った」

　からかいと、それをはね除のける忌いま々いましげな声がきっかけで、戦況が再び動きだした。

　突き立てた刀を渾身の力で引き抜くなり、すぐさま敵の間合いから離脱しようとする蒼刻を、黄魔はいたぶるように前まえ肢あしで踏みつけたがる。

　塔のように太い前肢が振り下ろされるたびに地面が揺らぐせいで、踏みつけをかわしていく蒼刻の足元は常に危あやうい。

　その頭上はるかを、連射された矢が行き過ぎる。

　黄魔の顔を狙ねらった矢は、ほんの数秒だが強大な敵の足止めに成功した。そのわずかな隙に蒼刻が飛び退く。

　からくも危機を逃れた蒼刻の姿に胸を撫なで下ろし、朧月はふと思う。

（黄魔の心臓は、真っ当な位置にないということ……？）

　ぐっさりと貫かれた左胸からは、血さえもたいして流れなかった。

　ならば。

（心臓の、……いいえ、心臓でなくとも、急所の位置がわかれば）

　我ながら恐ろしい発想だったが、今はぞくぞくとした昂こう揚ようが上回った。

　そうだ。

（どこを斬ればあの魔物が死ぬのかがわかれば、蒼刻さんは助かる！）

　すでに起こってしまった「死」──幽鬼や過去の情景を見ることは、今までもまるで息するようにできていた。

　これから朧月がしようとしていることは、きっとその進化系だ。

　どこを破壊すれば相手に「死」を与えられるかを、この双界の瞳で見極める。

（でも……そんなことできるの？）

　一度もしたことがないのに、自分などにできるのだろうか。すかさず首をもたげかけた生来の弱気を、朧月はすぐさまねじ伏せる。視線の先にある、蒼刻がどこまでも果か敢かんに戦う姿が気合いをくれた。

　──蒼刻は前しか見ていない。

　ならば自分も、後ろを向いている場合ではない。

　彼の前に立ってかばうことはきっと許されないのだから、せめてその背中から目をそらしてはいけない。

　焼けつくような想いを胸に、朧月は己の異能を起動させる心像を描きはじめた。
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　月げつ蝕しよく領りようで死闘が繰り広げられている頃──

　桜散る広場を見下ろせる崖がけの上に、一人の男がいた。

　すぐそばの地面にいびつな形の大剣を鞘さやごと突き立てて悠ゆう然ぜんと、異形の獣と武官の戦いを見物している。

「いいぜ蒼そう刻こく、がんばりな」

　長身にまとうのは、各地の伝統衣い裳しようをまぜこぜに着合わせたような旅装束。伸びた銀髪はどこぞの遊牧民のように、布を巻いて押さえている。不敵な顔つきや鋭く光る青の双眸は、蒼刻にどことなく似ていた。

「そのデカブツには、おまえにくれてやった刀がきっと向いてる」

　──劉りゆう戴たい青せい。

　ほとんど行方ゆくえ知れずに近い、蒼刻の実の兄だ。

　彼を知る者たちからは、人間としては異常な強さと、奇き抜ばつにねじれた性格をして「混こん世せい魔王」というあだ名で呼ばれている。

　手近な岩に腰を下ろし、戴青は完全に見物を決めこんでいる。

「黄こう魔まとやら、まあ覚悟しておけよ。そいつは俺様の最高傑けつ作さくだ」

　刀ではなく、弟のことだ。

　戴青が一から鍛きたえ上げた、けれども彼の予想を跳び越えてくれそうな愛まな弟で子し。

　無茶振りをしすぎて嫌われているのは承知の上だが、それでも戴青は、身勝手なまでに単純に弟とその才能を愛している。あれは恐らく、自分の剣にはない強さを手に入れる。

「だが──少しばかりおまえが羨うらやましいぜ、黄魔。俺の弟の急成長ぶりと切れ味を、特等席で味わえるなんてな」

　俺も久々に身体が疼うずくと嘯うそぶきながら、戴青はある意味ではどんな魔性よりもたちの悪い性質の見える笑い顔で、弟の勇姿を愛めでるのだった。
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　何合目かの斬り合いの果てに──

　黄こう魔まの横よこ殴なぐりの一撃ではじき飛ばされそうになった蒼そう刻こくは、あえてその凄まじい衝しよう撃げきに抗あらがわず、ふわりと斜ななめ後ろに飛びのいた。はずみで眼帯が落ちたが無視した。

　ひととき開けた間合い。油断なく息をつき、両手で握った刀を一いち瞥べつする。

　うなじに走る、奇き妙みような悪寒。

（あの放ほう蕩とう兄貴のことだ。ただの逸いつ品ぴんのわけがない）

　どこからか見られているような気さえしたが、あんな鬼おに畜生を意識している場合かと自分を戒いましめる。黄魔の一撃は、かすっただけで身体がしびれるほどなのだ。

（たとえば……相手が硬ければ硬いほど切れ味を増す妖よう刀とうとか）

　今、蒼刻が両手で振るっている得物の、ほかの武器とはどこか異質な手ごたえが、そんな予想をさせる。

　漆黒の凶獣と何度となくぶつかり、鋼鉄の塊じみた牙や鉤爪と打ち合って。

　これは確実に刃こぼれするだろうと思っても、この刀は結局傷ひとつついていない。

　それどころか斬り結ぶたびに、身体にかかる衝撃が減っているような──刃やいばそのものが強きよう靭じんさを増して成長している気さえする。ここに来るまでに[image: ]屍キヨンシーと戦ったときは、こんな異様な感覚はなかったのに。

（……少なくとも、普通の鋼鉄じゃねえな）

　名剣か、妖刀か。

　その違いは紙かみ一ひと重えとはよく言われるが、どちらであれ稀き少しよう価値には変わりない。自分はすでにあのいびつな形の大剣を愛用しているとはいえ、こんな代物をぽんとよこしてくるあたりは、兄・戴たい青せいの独特の愛情表現だ。

（鍛たん錬れんのときも、そういえばそうだったな）

　もっと強くなれ俺を愉しませろとは耳にたこができるほど言われたが、弱さを嘲ちよう笑しようされたことはなかった。腕を上げると決まって、それでこそ俺様の弟だ愛してると言われた。

（……くたばれ馬ば鹿か兄貴とか言い返してたが）

　この刀は、間違いなく上物だ。

　本人に面と向かっては絶対口にしない感謝の言葉を胸に浮かべ、蒼刻は構かまえ直す。

　黄魔。

　自分よりもはるかに巨大で負の力をみなぎらせた敵を前にしても、絶望というものが微塵も浮かばなかったのは、ひとえに兄のせいだ。あの兄の、いつどこに打ちこんでも必ず返り討うちに遭あうという理り不ふ尽じんなまでの強さに比べれば、黄魔は戦いやすいとさえ思える。

　しかし黄魔が身じろぐたびに揺れる地面は、兄との戦いでは経験し得なかった厄やつ介かいな罠わなだ。一歩一歩、薄はく氷ひようを踏むような慎重さを要求される。でないと、たちまち転んで踏み潰される。

「ッ……！」

　不意にたたらを踏んだところを狙って襲い来る前肢。これは完全には回避できない。

　冷静に悟さとって体勢を変えた蒼刻は、吹き飛ばされた先で受け身をとる覚悟をした。

　が。

　不意に視界の隅に、色とりどりの何かがよぎった

「──蒼刻！」

　聞き慣れた声に、聞き慣れない呼ばれ方をした。

　そのことに驚き瞬まばたく蒼刻の目に映ったのは、黄魔へと棒状のものを打ち振るい、攻撃をそらそうとしている万ばん里りの姿だった。

　棒状のものの正体は、住居のそばに突き立てられていた祈き禱とう旗きだ。

　……旗を利用した武術というのも一応あるにはあるが、万里の旗の扱い方は明らかに素人しろうとくさい。黄魔の目を引きつけようにも弓矢では埒らちが明かないから、手近にある鈍どん器きで殴りかかってみた、程度のことかもしれないが──

　黄魔がうるさげに前肢を振るい、万里は危うく祈禱旗ごと投げ飛ばされそうになる。

　ひやりとしたが、万里はすんでのところで旗を手放したので、地面を何回か転がるだけで済んだ。

　したたかに打ちつけた肩を押さえ、万里が懲こりない様子でうめいた。

「いてて。さすがに槍やりみたいには扱えねえなあ」

「──馬鹿か！」

　そのそばに駆け寄った蒼刻が、気き遣づかう前にまず怒ど鳴なった。

　こんな場合でもなければ殴っていた。それほどの怒気がこめられた声だった。

「何をしてるんだ。俺は武器がいいからマシだが、あんたはそうはいかないだろう！」

「つっても、お兄さんができるのはこの程度だしなぁ」

「死んだらどうする！」

「死なねえよ。俺、ここから戻ったら俺の姫に結婚申しこむんだ」

「何かこれから死にそうなこと言うのはよせ！」

「死なないって言ってるだろ!?　ちったあ年上の話は聞こうな！」

　…………。

　……………………。

　なぜそこで喧けん嘩かになっているのだろうか。朧月は頭を抱えそうになった。

　二人とも大声を張り上げながらも黄魔から目をそらさないのは、さすがに戦士といったところだが、それを置いても傍はた目めには頭痛がしそうな光景だった。

　ちらりと横を見ると、張ちよう角かくは恐ろしく冷ややかな無表情だ。顔に「状況がわかっているのかあの愚おろか者どもは」と書いてある。

　なぜかいたたまれない心地と、本当に喧嘩をしてる場合かという怖さが入り混じり、朧ろう月げつの心臓がばくばくと鳴った。

「──まあ少年は、俺に友情感じられても困るだろうけどさ。俺はほら、恋する男同士のなんちゃらで共感してるわけよ」

　万里が気まずげに言う。

　すると蒼刻は一瞬目をみはり、やるせなさそうにため息をついた。

「……本物の馬鹿かあんたは。それも違う」

「え？」

「俺はただ──友達だとか言うんなら……少年とかじゃなく、普通に名前で呼べと言いたかっただけだ。ってなんでこんな恥はずかしいこと告白しなきゃならないんだ!?」

「いやあ勝手に切れられてもお兄さん困るって！」

　またしても派は手でな口論になりかけたときだった。

「──蒼刻、万里！」

　白虎の美声がほとばしる。

　二人がはっとして武器を構え直したときには、黄魔のまるで攻城器のような前肢が、頭上に叩きつけられようとしていた。

　回避はできただろう。

　だが二人が動く前に、黄魔のほうが前肢を振るう軌き道どうを変えることを余よ儀ぎなくされた。

「……死にぞこないが、次から次へと」

　背筋が凍るようなうなり声は、もう片方の前肢に思いっきり喰らいついている白虎に向けられたものだった。

　……刀はおろか弓矢を放つのさえ恐怖との戦いになるような魔獣に、直じかに喰らいつくとは張ちようさんの勇気も大概凄すさまじい。

「──張さん！」

　喰らいついた前肢ごと振り回される寸前に張さんは顎あごを離したが、勢いで吹き飛ばされてしまう。

　白虎はそれなりに受け身はとったようだが、折れた桜の幹みきに叩きつけられた衝撃でなかなか起き上がれない。

　黄魔はよほど苛いら立だっているのか、開いた顎を突きつけて白虎を吞のみこもうとする。

　白虎はそれすら覚悟していたらしく、果敢に対たい峙じしようとしていた。

「張さん──！」

　させてたまるかと、蒼刻はすでに駆けだしている。子し龍りゆうは張りつめた無表情ののまま矢を連射するが、黄魔は一いつ顧こだにしない。

　そのとき突とつ如じよとして、黄魔の死角に人影が現れた。

　蒼刻でも万里でも子龍でもない。とうに戦場を離れた張ちよう梁りようですらない、背の高い姿。

　人影は迷わず、手にした得物で魔獣の胴体へと斬りかかり──

　──ぞん、と肉を断つ嫌な音が聴こえた。

　黄魔の動きがさすがに止まる。

　その隙に蒼刻が白虎を引っ張り起こし、間合いの外へと離れていった。

「あ──」

　白虎を救った人影の、ぼろぼろの外がい套とうをまとった姿に、朧月は息をのむ。

「……天てん狼ろう！　無事だったのね!?」

　すぐに喜き色しよくに満ちた声を上げたのは、影ながら援えん護ご射撃を続ける子龍のそばにいた霊れい珊さんだった。

　濃こい色合いの金髪、強い意志をたたえた紺こん碧ぺきの瞳。

　いささか面おもやつれしているが、それでも精せい悍かんで力強い魅力はそこなわれていない。

「動物虐ぎやく待たいは感心しない」

　手にしているのは無む銘めいの刀でも、皇統の風格はまぎれもなくあった。

　脇腹を裂いた傷を舌先で舐なめ、黄魔が意外そうに目をみはる。

「華か天狼──」

「久しいな。この前逢ったときとはずいぶんと髪形が違うが、黄魔だな？」

　天狼は、まるで本当に知人にあいさつするかのように言った。

　朧月は何度も瞬きしてしまった。

（……どこまで冗じよう談だんなのかしら）

　弟の天てん祥しようとは異ことなり、基本的にまじめなお人柄のようなので、朧月にも彼のどこまでが天然なのかは判断できなかった。

「すまないな。地形が変わったせいで、到達が遅れた」

　油断なく刀を構えつつ、天狼がだれにともなく謝罪する。

　答えたのは、なぜか張角だった。

「構わん。封じが砕かれた余波で、この月げつ蝕しよく領りようの気の流れがおかしなことになったのに対応できなかったのは、こちらの手落ちだ。それに、手遅れというほどではない」

　朧月は頰がこわばるのを感じた。

「張角、……まさか」

「敵を欺あざむくにはまず味方から、と言うだろう？　──本当は張ちよう宝ほうの身体のときにここに呼ぶつもりだったのだがな」

「天狼さまが見つからないというのは、噓うそだったのですか」

「いきり立つな。華天狼とよくよく話し合ってのことだ。弱点も得体も知れない敵に一番有効なのは奇き襲しゆうではないかね」

　……手段を選ばぬ男はどこまでも悪びれずに言うのだから、だんだん怒る気が萎なえるというものだ。

　予想外にも、張梁が張宝を手にかけた。

　さらに、封印が完全に打ち砕かれた。

　二つの想定していない事態に見舞われたというのに、天狼が無事に異界からここに戻れただけでも御おんの字なのかもしれない。

「天狼さま──」

　三大家の者、そして武官としての反射か、畏かしこまりかけた蒼刻を天狼は手で制す。

「今は私の身分など気にしなくていい。参戦させてもらうぞ」

　天狼は淡たん々たんと言う。

　悠然として自分の流れに他人を巻きこむところは、弟と少し似ている気もした。

　紺碧の瞳が、魔獣を見上げた。

「しかし、動どう脈みやくを狙ったつもりだったのに血も流れないとは。──おまえは不死身か？」

　黄魔は答えない。うっそりと嗤うのみだ。

（もし本当に不死身だったら……）

　これまでの戦いが無駄になるし、何よりも勝てない。

　それだけは嫌だと、朧月が強く思ったとき──

　腰帯に挟んでいた鏡に気がめぐりはじめたのを感じ、はっとして視線を落とした。
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　空は次第に昏くらくなりはじめている。

　夜が近いが、折られてもなお花を咲かせる黄金の桜がほのかに光をはらんでいるため、あたりは夜明けと同じくらいには視界がはっきりしていた。

《……もしかしなくても、お取りこみ中だったかな？》

「…………はい、かなり」

　二度目の天てん祥しようとの対話は、場違いに間の抜けたやりとりから始まった。

　取り急ぎ朧ろう月げつは、伝えたいことを口早に告げる。

「天てん狼ろうさまと合流できました。ご無事です」

《兄上は、……戦っているのかい？》

　普段はどんな内容であろうと良くも悪くも澱よどみなく話す天祥にしては、ぎこちない訊たずね方だった。

　複雑な表か情おに、心配なさっているのだろうと朧月は想像する。

「申し訳ございません。今は少し離れた場所におられるので……鏡にうまく映せるかどうかわからないのですが、やってみ──」

《いや、いい。それよりも君たちのために準備していたものがある》

「ですが」

《君たちは黄こう魔まを斃たおすのを優先しなさい。私が顔を見たり話をしたりするのは、兄上がお戻りになった後でいくらでもできるだろう？》

　もっともな理屈を突きつけられてしまうと、何も言えなくなる。

　いつもは奇き抜ばつな言動・行動で人を振り回すのに、こういうときは完かん璧ぺきに割り切った大人おとなになるのは、彼の太たい子し殿でん下からしい側面だ。

「……天祥さま？」

　ふと気づけば、天祥の顔が見えなくなっていた。

　代わりに鏡の表面に映っているのは、何枚もの霊れい符ふだ。向こう側で天祥が、鏡に何重にも重ねて貼っているらしい。

《私に道術を教えてくれた人から教えてもらった、まあかなりの力技なのだけれどね。これでたぶん成功するはずだ》

　何が？　と素で首をひねる朧月に、天祥は驚くべき考えを伝え、

《この鏡を、君が一番強いと思う人に渡しておいで。──それがだれなのかは、まあ想像するまでもないけれどね》

　実に天祥らしい言い方をして朧月に頰ほおを染めさせた後で、ふと優雅な笑えみを消して《武運を祈いのる》と付け加えた。
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　黄こう魔まが嗤わらっている。張ちよう宝ほうの姿を借りていたときと同じ笑い方だが、牙きばのそろった獣けものの口が剝むき出しになるのは純粋におぞましい。

　霊符が尽つきた以上、もはや弓矢では注意すらそらせないと判断したのだろう、子し龍りゆうはどこからか探し出してきたらしい鋼こう鉄てつの矛ほこを手に、蒼そう刻こくを補佐している。

　蒼刻はわざと憎にく々にくしげに言った。

「霊れい珊さんと下がってりゃいいのに」

「君を一人にはできない。それに、恋人の前でそんな情なさけない真ま似ねもできない。君にはわかるだろう？」

「……まあな」

　不本意だがうなずいたところに、白びやつ虎こが駆かけ寄ってくる。これもまた、身体からだを痛めたなら下がっていろと言うのにまったく聞かない男だ。

　しかも何か口にくわえてきている。

「姫がこれを」

「……天てん祥しようさまの鏡？」

　手短な説明を聞き終える前に、背後に生じた殺気で、反射的に身体が動いた。

　二人して何も言わずに真逆の方向に飛びのく、その狭はざ間まに黄こう魔まの前まえ肢あしがめりこむ。

　黄魔が間を置かずに追撃をかけてきたのは、先ほどから散々に嬲なぶりつづけてきた蒼刻のほうだ。鏡を懐ふところに突っ込み、その使いどころに頭をめぐらせながら、分厚い鋼鉄の壁が迫せまってくるかのような一撃をひたすら凌しのぐ。

　だが、不運が蒼刻の足元を引っかいた。

　単調になりつつある黄魔の攻撃を、ひとつ、またひとつと無難にかわしていた蒼刻が、下がりながら踏んだ地面が、急に崩れたのだ。ぐらりと身体が傾かしぎ、踏み外した右足はそのまま、陥かん没ぼつした穴の底にひきずられていく。

　一度よけそこねるだけで死に直結する黄魔の連撃に意識を持っていかれていたせいで、誤った。

（しまった──！）

　舌した打うちする余裕とてなく、体勢を立て直す前に、頭上から踏み潰つぶさんとする黄魔の前肢が迫る。逃げきれない。

「蒼刻……！」

　張さんの叫びすら意識の外。

　ならば可能な限り被害を減らすしかない。腕が一本くらいだめになるのは仕方がないと踏んで、その建物のように重たい前肢へと刀を振り上げようとしたときだ。いきなり横ざまから体当たりを喰らったのは。

　直後に、身体のすぐ横を、漆黒の前肢がすり抜けた。死の一撃を回避できた。

　だれかがぶつかるようにして蒼刻を抱きかかえ、救ったのだ。

　その人と一緒くたになって地面に転がり、折れた桜の幹にぶつかって止まった。

　そこでようやく恩人の顔をまともに見た蒼刻は、声が裏返るのを避けられなかった。

「──張ちよう梁りよう……!?」

　信じがたいという顔をして見上げたのは、頰ほおに刺いれ青ずみのある凶きよう手しゆ。

　彼はかばった蒼刻の身体の上から無感動に起き上がり、無言でうなずいた。そして先ほどからずっとそうして戦っていたとでもいうように、両手に独特の長さの剣を構かまえて黄魔へと向かっていく。

　琥こ珀はく色の瞳は鏡のように、何の感情もまじえずに敵だけを映していた。

　──大事な兄の身体さえ置いて、助けに来てくれたのか。

　命がけで。

　一度殺されかけた過去など些さ末まつに思えるほどの、熱い想いが蒼刻の胸にこみあげる。

　立ち上がる脚あしに、これまで以上の深い気持ちがこもる。

　乾いた血のわずらわしさも、疲れも、あちこちを苛さいなむ痛みさえももう感じない。

　蒼刻はすぐさま、張梁が向かったのとは反対に回りこんだ。

　一度も共闘したことのない相手だが、昏こん星せいで真っ向からぶつかったときに、ある程度は張梁の動きの癖くせみたいなものがこの身体に刻きざみこまれている。強敵とはそういうものだ。頭よりも骨身に、その強さが刻みつけられ、忘れられない。

　黄魔が目を細める。

「大事な兄の仇かたき討うちか？　張梁」

　あからさまに揶や揄ゆする声こわ音ねを浴あびせられて、ほんの小さなひび割れが張梁の瞳ひとみに生じたのを、蒼刻は見つけた。

（……死んだのか、あいつは）

　衝撃は、直後に繰り広げられた光景にかき消される。張梁が、こちらの予想よりも早く黄魔に仕掛けたのだ。腰帯の隠しから出した何本もの短刀を、巨大な眼球目がけて投げつけたかと思うと、そのまま懐につっこみに行ったのだ。

　だがそれは失策──

　いや、失策ではない。張梁の命を投げ捨てかねない囮おとり攻撃だ。

（ふざけるな!!）

　だれがそんなことを頼んだ、と無言で叫ぶ。

　先ほどまでの深い感動は瞬またたく間に怒りへと変換されたが、それはどうやら蒼刻だけではなかったようだ。魔性のそれとは異なり、気高さの伝わる咆ほう哮こうが響いたかと思ったら、白虎が蒼刻とは別の角度から、黄魔へと躍おどりかかったのだ。直後に天てん狼ろうが、黄魔の後肢へと刃やいばを叩たたきつけようとする姿が視界に飛びこんでくる。

　相談なしの一斉攻撃。

　それに気づいた黄魔がとったのは、兇きよう悪あくとしか言いようのない方法だ。

　喉をそらして矢のような短刀を毛皮で振り落とすと、天も割れよという咆哮をほとばしらせたのだ。ただそれだけなのに、漆しつ黒こくの巨体を中心として突風が巻き起こり、ちっぽけな人間や獣では歩みを止めざるを得なくなる。

　そして咆ほえるのをやめた途と端たんに、黄魔は素早く首を振ると、鼻でこづいて張梁の身体をはじき飛ばした。

　まるで蹴けられた小石のように飛んだ張梁の身体は、桜の一本にぶつかって落ちる。

　さすがに受け身はとったようだが、衝撃で身体がしびれて動けないらしい。そこに黄魔の牙が迫る。

「よけろ張梁──!!」

　今度は蒼刻が駆かけだして、黒髪の凶手と漆黒の魔性の間に、銀色の刃そのもののように割り入った。

　張梁の腕をつかみ、半なかば転がるようにして引きずっていけば、背中で一度がぎんと顎あぎとの鳴る音が響いた。喰われかけたのだ。首筋がこそげるような、本能的な恐怖に襲われる。

　肩を貸した凶手の青年がうめいた。

「……俺は捨て置け」

「黙れ殺すぞ！」

　本末転倒なことを叫びながら、執しつ拗ように迫ってくる黄魔の顎を張梁を抱えながらどう避けるかと、必死で頭をめぐらせる。

　そのときだ。

「──常とこ春はるの滅びの後に芽め吹ぶけ、彼ひ岸がんの桜」

　乱戦のさなかだというのに、その静かな声は不思議とよく通った。張ちよう角かくだ。

　言げん下か、金色に光る蔦つたのようなものが大地から勢いよく伸びて、蜘く蛛もの吐く糸に似た動きで黄魔へと絡からみついていった。蔦らしきものは次々に、何本も伸び上がっては、黄魔を上から打ち据えるようにして縛しばりつけていく。

　封印ほどではないが、それは魔性の力を強烈に削そぐもののようだ。ぐるぐるに縛られた黄魔の脚には、骨が折れるのをこらえているかのように異様な力がこもっている。

　琥珀色の巨大な眼めが、先ほど「凡人」と呼んだ男を映した。この大がかりな道術を発動させた術者を睨にらんだ。

「……なんだ、これは」

　張角は──

　張角は、なんと嗤っていた。

「凡ぼん庸ような才とはいえ、この命一個を懸かけて桜と同化した。冥めい界かい公こう主しゆの協力も得た。──であれば、貴き様さまを食い止める程度の芸当はできようというものだ」

　常に感情を抑えてきた男が初めて見せる笑顔は、腹の底を鷲わしづかみにするような凄せい絶ぜつな迫はく力りよくをはらんでいる。

「古者──無神の世は、虚きよ無むの情以もつて剛ごう強きようを制し、古鏡以て神を照らす」

　そうして独特の詠えい唱しようを口ずさみ、張角は手にした錫しやく杖じようでゆるやかに弧こを描えがいた。

　傍かたわらに添う朧ろう月げつの黒くろ髪かみが、ふわりと風に踊る。

「花よ月を仰あおげ、月よ花を見み賜たまえ。天と地の狭はざ間まは、月と花にて浄きよめられる──」

　詩のような詠唱が続く。

　瘴しよう気きで打ち砕くだかれたはずの桜の残ざん骸がいが大きく震ふるえ、最後の力を振り絞しぼるかのように、今一度ぶわりと開花した。

　先ほど散り果はてて剝むき出しになった黒い枝が、一気に満開の花で包まれる。

　夢のように美しい光景は、黄魔には全身を酸で蝕むしばまれるような痛みを与えるものだったらしい。漆黒の獣けものは、恨うらめしげに歯は嚙がみした。

「ぐう……！」

「我われら一族を侮あなどるなと、私は遺ゆい言ごんで忠告してやったのだがな」

　張角が冷ややかに告げる。

　黄こう帝ていの時代から数百年も護まもり育てた桜と、絶たえ間なく捧ささげつづけた楔くさびと枷かせの命。

　長い歳月の間に蓄ちく積せきされた、一族の執しゆう念ねんとでも言うべきものが、蜘蛛の巣のように黄魔の巨きよ軀くに絡みついて離さない。

　もし彼が生きていたのなら血がにじみそうなほど錫杖を握にぎる手に力をこめ、張角は自みずからと同化した桜を操り、仇きゆう敵てきをこの地に縛りつけた。

「──黄魔」

　肉体を桜に喰わせる間ま際ぎわと同じように、張角は一族の宿敵へと呼びかける。

「貴様はかつて神なる獣であったがゆえに、その慢まん心しんで滅ほろぶのだ」

　表情は峻しゆん厳げんに保たもたれている。

　けれどもその声はまるで、枯かれ果てた木を裂いたかのように耳みみ障ざわりにしゃがれていた。
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「──劉りゆう蒼そう刻こく！」

　張ちよう角かくの声は、まるで天てん啓けいのように黄昏たそがれの空を貫いた。

　彼が初めて蒼刻の名を呼んだのだと気がついたのは、一いつ拍ぱく遅れた後のこと。

「なんだ」

　そんな場合でもないのに背中が奇き妙みようにむずがゆく、声が必要以上に無ぶ愛あい想そうになる。

　きっと、張り上げていてもあいかわらず冷れい徹てつに聞こえる声に、しかし確かな信頼がこめられているのを感じとってしまったせいだ。

　黄こう魔まが真の宿敵とはいえ、黄こう巾きん賊ぞくの所業を許したわけではない。

　霊れい珊さんのような無実の者を殺したことへのわだかまりは、蒼刻の中に依然としてある。

　けれども張ちよう梁りように命を助けられ、張角の助けを得て、胸が熱くならないわけがない。

　──おおおおおおおおおおん!!

　何かを呼ぶように、黄魔が咆える。

　すると、ぼごりと地面のあちこちが泡だったようになり、地の下から次々に黒衣の人影が現れはじめた。

　うんざりするほど見飽きた、それは[image: ]屍キヨンシーの軍勢だった。

「……まだ手勢を隠してやがったのか」

　蒼刻は舌打ちする。

　一体一体はそれほどの脅きよう威いでもなく、張ちようさんたちも苦戦せずに斃せるだろうが、数の暴力は鬱うつ陶とうしい。加えて、張角が黄魔を抑えてくれている間こそが黄魔を叩きのめす千せん載ざい一いち遇ぐうの機会なのにともどかしくなる。

　舌打ちして、分業にするしかないかと張さんと視線を合わせる。

　そのとき轟ごう音おんと眩まばゆい光が、歪いびつな広場を震しん撼かんさせた。

　……ギィイイイイイイイ!!

　錆さびた金属がこすれ合うような耳障りな悲鳴を上げて、[image: ]屍キヨンシーたちが次々に炎ほのおに巻かれ、蠟ろう燭そくのように溶けていく。

　[image: ]屍キヨンシーの群れを薙なぎ払ったのは、天も焦こげよというほどの巨大な青白い炎だ。

　凄まじい火力は、十も数えないうちに死の軍勢を灰と化したが、不思議と蒼刻たちや桜の木といったものは燃やさない。並みの道どう士しのなせる業わざではない。

　そして──

「──皇こう都とではここまで大規模な術は使いどころがないが、ここはすばらしいな！　この広さは私の遊ゆう戯ぎ場じようも同然だぞ!!」

　この地で聞くとは思わなかった声が、頭ず上じようから高らかに響ひびいてきた。

「……来らい、将軍？」

　激しく炎の逆巻く音の中でも、朧ろう月げつが茫ぼう然ぜんとつぶやくのを蒼刻の耳はきっちり捉とらえた。

　声のした方向を振り仰ぐ。

　無む惨ざんな広場を見下ろせる高台の上に、なぜかその護ご花か七しち将しよう軍ぐんはいた。月を背に、栗くり色の髪をたなびかせて。

　蒼刻と目が合うと、彼はにっこりと微笑んだ。

「久しぶりだな蒼刻くん！　露つゆ払はらいは私に任せるがよい！　なに、私の力はこうして使うのがもっとも解放的ですばらしいからな!!」

　……上半身をはだけた豪快な姿で、普段のお気楽さとは対照的な性格に豹ひよう変へんするのは、煌こう言げんの得意技（？）なのだが。

　感謝する前に何かつっこみを入れなくてはいけない気もしてしまうのが、なんだか微妙にもったいない気がした。

　啞あ然ぜんとしていた蒼刻は、穢けがれたものを浄きよめる炎からどうにか逃れた[image: ]屍キヨンシーたちが、次々に矢で射抜かれていることに気がつくのが、少し遅れた。

　煌言の存在がやたらと派は手でなせいか見逃していたが、彼の傍らには、淡たん褐かつ色しよくの肌はだをした長身の影もいる。

「呂りよ将軍──！」

　その手にある黒くろ塗ぬりの弓はおそらく、武勇の誉ほまれ高いアルタン＝カン族の中でも引ける者は少ない逸いつ品ぴんだ。並の武人では、三人がかりで引くのがやっと、という品を、呂不ふ幻げんは身体の一部のように難なく遣いこなしている。

　不幻の唇くちびるが動く。

　つぶやき声など到底届かない距離だが、言いたいことは察せられた。

　──『とどめは、おまえが刺させ』

　ただの敵ではない。死してなお骸むくろをもてあそばれた戦友の仇かたきだろう。

　ここで見事討うち果たしてみせよと、勇将の不思議と深い瞳が蒼刻を後押ししている。

「……感謝します」

　口内に広がる血の味を飲み下し、蒼刻はつぶやいた。

　この距離では、不幻はおろか煌言にさえ届きはしない声量だが、気持ちだけは伝わっているはずだ。

　魔性のみを灼き尽くす炎に取り巻かれて、冥府の闇を宿す獣は、今までになく苦しげにもがいている。

　やがて、目が合った。琥珀色の、蒼刻の身の丈たけほどもありそうな眼球が。

「──来い」

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!

　大気を揺ゆるがす咆哮を真正面から浴あびせられながら、蒼刻は再び刀を握り直した。
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　先ほどまで地道に高めていた気は張ちよう角かくによって、流用された。

　道術の心得はほとんどないも同然だが、霊力や気といったものはそれなりに持ち合わせている朧ろう月げつの、これが張角なりの利用方法だった。ありていに言えば、張角という道術の遣い手を動かすための燃料庫である。

　肉体を喪うしなった張角は、道術でいうところの体内の気──内気を失っているからだ。

　ひとまずは成功。今の張角は、黄こう魔まの動きを封ふうじるのに集中している。

　胃袋の中身が空からっぽになったような奇妙な虚きよ脱だつ感かんを押し殺し、朧月は再び、習いたての存そん思しから気を高めていく。

　今度は、自分の異能を働かせるために身体を使うのだ。

　頼りにするのは、以前に何度か、火事場の馬ば鹿か力ぢからで働かせた奇妙な力の記憶。

（蒼そう刻こくさん──）

　その記憶すべてに絡む青年を思えば、身体がじわりと温かくなる。

　それとは逆に意識が冷たく研とぎ澄すまされ、この地に留とどめられた死者たちの想念がよりはっきりと感じられるようになった。無数の悲ひ鳴めいや怒ど号ごう、幽鬼と化したために剝むき出しになった想いや情念が、先ほどまでこの地をおおっていた濃のう霧むのように朧月を包む。

「ッ……」

　息をするたびに身体中の力が外へと流れ出していくような感覚。

　しかし激しい脱力感よりも、内臓をぐにぐにと揉もまれるような不快感のほうがきつい。

（わたしは下へ手ただから）

　まだ道士の入り口にさえ立てていない未熟者だから、こんな異質な感覚に苦しむのだと思いながら、蒼刻の助けになることだけを考えようとする。

　……助けられて娶めとると言われたときから、胸の中心に燃えるように青く輝く石を置かれた心地だった。

　どんな宝石よりも貴とうといその石が、すぐに暗く閉ざされてしまいそうな朧月の心を、内側から明るく照らしてくれる。わたしなどを娶るのかと、今はまだ戸惑いが大きいけれど、彼の存在は間違いなく朧月の宝だった。

「──……？」

　刹せつ那な、身を苛さいなむ苦しみがふと和やわらいだ。

　漆黒の巨軀が脳のう裡りにまざまざと浮かび上がり、次いで、それを動かす紅あかく脈打つ力の流れが見える。その力を溜めて全身へと押し出す源みなもとは、左胸の心臓ではなかった。

（──見え、た……？）

　我ながら、思い描いていた以上の成果に驚いてしまいながら、目を開けた。

　銀ぎん髪ぱつの青年の姿を、視界の中心に捉とらえる。朧月は身体中の力を振り絞るようにして声を張り上げた。

「蒼刻さん、……喉のど笛ぶえです!!」







　喉笛です、という声が頭の中を貫いた。

　何かを考える前に動けたのは、娶ると決めたあの少女が声を張り上げることなど、滅めつ多たにないからだ。

　執しゆう念ねん深く追われていた蒼刻は間合いをとるべく引いていた足をその場で止め、迫りくる漆黒の巨軀に、自分からつっこんでいった。すると追いつめていた黄魔のほうが、こちらの急激な動きの変化に不意をつかれたように迷まよいを生じさせる。

　喉笛をという朧月の声が聞こえていたのもあるのだろう。

　待望の、隙すきだ。

「──おぉおおおおおおああああ！」

　凄まじい気合いの声をほとばしらせ、蒼刻は自分自身が刃の切っ先となったかのように黄魔の喉元へと跳ちよう躍やくした。全身で空気の流れを巻きこみながら横に薙いだ一撃で、引こうとしていた黄魔の喉笛に喰らいつく。
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　手ごたえがあった。

　ただの皮ひ膚ふや筋肉ではなく、内臓を断ち割った手ごたえだ。傷口から噴き上がった漆黒の血を頭から浴びながらも、蒼刻はそのおぞましさも忘れて勝利の刃を握りしめる。足を踏ん張れば何度も重い攻撃を受けたせいで傷いためかけている膝から激痛が突き上げるが、構わず刃をぐぐっと押しこんだ。

　黄魔の巨軀が初めて、ぐらりと傾かしいだ。

　すぐさま蒼刻は花の上に着地して、体勢を立て直す。血しぶきを無視して相手を見る。

「受けとれッ」

　行きがけの駄だ賃ちんとばかりに、ざっくりと割れた傷口めがけて叩たたきつけたのは、先ほど受けとった鏡だ。

　過あやまたず黄魔の喉笛に命中したそれは、蒼刻が念じたとおりに爆炎を生じさせる。

　紅ぐ蓮れんの炎はまるで獅し子しの鬣たてがみのように、黄魔の首回りを一気に押し包む。




　──るおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおん




　耳が壊れそう、などという度合いではない。

　蒼刻に浴びせられた、全身の骨を打ち砕くような凄まじい咆哮が、断末魔となった。
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　まるで動く巨大な鉄の塊かたまりと戦っている気分にさせられる魔性だったが、急所を抉えぐりとられた後は、まるで穴のあいた紙風船のように力を喪うしなっていった。意味をなさない苦く悶もんの咆哮を撒き散らしながら顔をゆがめた魔性の獣がよろめき──

「──散ざん華げ」

　祈いのるようにつぶやく、張ちよう角かくの声。

　それをきっかけに、黄こう魔まの闇色の身体が端からほどけて、金色の小さなかけらへと変わっては、風に溶とけて消えていく。

　やがて。しゃがれた声が、耳にぞわりと忍しのびこんできた。

「……我は、滅びるのか。ふ、ふふ」

　先ほどまでの高こう揚ようした獣の雄お叫たけびではなく、まるでただの死にかけた人間のようなうめき声だった。

　瞳どう孔こうの広がりつつある琥珀色の双そう眸ぼうが、半ばから折れた桜の木の陰で腰を抜かしている、黒髪の少女を映してたわむ。

「獣の身で──冥界公主を……望んだ、罰やもしれんなァ……」

「──なに？」

　刀を杖つえのようにして立ち上がった蒼そう刻こくは、不吉な言葉を聞き咎とがめる。しかし黄魔は、答えることなく息絶えていった。

　その不気味な琥珀色の眼球が花びらと化して初めて、蒼刻は少しだけ息をつけた。

　蒼刻が全身に浴びたどす黒い血さえ、たちまち気化して金色の花びらに変わり、風に流されていく。

「……すげえな桜」

「我ら一族の積み重ねた歳月と、執念の勝利といったところか」

「唐とう突とつに後ろに湧わくなよ」

　しかも一族万ばん歳ざいから入るのか。別に褒ほめ称たたえてほしいわけではないが若じやつ干かん複雑になって振り返る。

　幽ゆう鬼きのくせに下へ手たな生者よりも存在感のある男と、自然に目が合う。

　感情の見えづらい琥珀色の瞳で蒼刻をまっすぐに見み据すえて、張角は言った。

「助かった。おまえがいなければ、黄魔はどうにもならなかった」

「…………」

「無理無茶無む謀ぼうも時によっては使いようだと学んだ」

「ほっとけ……って」

　ふてくされた顔で言い返し、あたりを眺めわたしたところで気づく。

　夜で、浄化の炎はとうに消えたはずなのに奇妙に明るいと思ったら、黄魔に足蹴にされながらも最後まで峻しゆん厳げんに立っていた桜の木のあたりが輝いている。見れば根元に人ひとりくらいが通れそうなほどの洞ほらが生まれ、そこが淡あわい黄金の光を放っているのだ。

　[image: ]屍キヨンシーであった者たちの魂こん魄ぱくが解き放たれ、その光の中へと進んでいく。

「冥府の門だな」

「……ずいぶんとまた明るいな」

「死者を導くのに、暗い口を開けていては逃げられてしまうだろう」

　そう言われればそんな気がしてくるのは、この男もまた幽鬼だからなのか。

　ふと見れば、離れた場所で、花はな守もりとその恋人が向き合っている。

　額ひたいをぶつけ合い、手と手を重ねて──

（……別れか）

　あまり長らくこの世を彷徨さまよっていてはいけないと、霊れい珊さんは冥府に降りるつもりらしい。

　朧ろう月げつのところにいれば、星せい彩さいのようにこの世に長居もできるだろうに。

「愛してるわ。……でもだからこそ、あなたには、残りの人生をわたしがいなくても幸せに生きてほしいの。わたしの分まで」

「霊珊。……でも、寂しいよ」

「……わたしもよ。でも、向こうできっと待っているから。あなたまでここで死んでしまったら、故郷の龍りゆう爪そう花かがかわいそうだもの。ね？」

　そんな切ない声が聞こえた。

　……たしかに、子し龍りゆうに生きてほしいと願うのは愛だと思う。

　だれよりも純粋な初恋を抱えてきた恋人たちが出した結論に、とやかく言う権利は蒼刻にない。

　張角がすっきりとした声で言った。

「黄魔のために地の狭間に留とどめられていた、我らの一族と枷の魂魄も役目を終えた。彼らもこれより冥府に向かうことになるだろう」

「…………」

　おまえも逝いくのかと、訊きく気にはなれなかった。どうせ答えは決まっている。

「これは言っていなかったな。──ありがとう」

「朧月には言ったのか」

「無論だ。私は礼儀くらいはわきまえている。だから感謝している、本当に」

　蒼刻は今度こそ反応に困った。

　どういたしまして、などと言うのも違う気がして仏ぶつ頂ちよう面づらで考えこんでしまうが、張角はさっさと背を見せている。

「どこに行くんだ？」

「ほかの者にも礼をしなければならない。それと、せめて治ち癒ゆくらいはな」

「そうか」

「あとは遺言の支し度たくだ」

　聞き慣れた事務的な口く調ちようで、こちらが息を止めてしまうようなことを言い切り、張角はすべるように立ち去った。

　そっけない男だ。だが、それで助けられた面もあるなと蒼刻は内心ひそかに思う。

　幽鬼に遺言などと言われると、その先を想像して物悲しくなってしまう。人死にには否いや応おうなしに馴ならされてきたのに、それとは関係ないざらついた寂せき寥りよう感かんが胸に宿るのだ。

「…………」

　憮ぶ然ぜんとしていると、ふと天てん狼ろうと目が合う。

　唇の動きで「君はすごいな」と言われた。真顔で。……天てん祥しようとは違って直球な方だ。

　張ちようさんも万ばん里りも子龍も無事だったし、戦場の外に置いた珍ちん獣じゆうはもちろん──と思って振り返った蒼刻は、ぎょっと目を剝いた。

「……朧月!?」

　きれいな黒髪を花の褥しとねに散らせて、朧月が倒れ伏していた。

　急いで駆け寄って抱き上げれば、顔色が青白く呼吸が浅く、意識がない。

「張角！　──早く来い、朧月が！」
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　蒼そう刻こくへと黄こう魔まの急所を教えて、戦いの結末を見届けて。一度ふっと息をついた直後から記憶がなかった。

　底なし沼に落ちるように、夢の闇やみの中にぞぶぞぶとはまりこんでいく。

（あつい……）

　気がつくと朧ろう月げつは、色とりどりの花が咲く場所に倒れていた。

　頭ず蓋がい骨こつを真正面から叩き割られたかのように、頭が痛く、額ひたいの内側に不快な熱がこもっている。控えめに頰をくすぐる温度のない花びらが、その熱い泥のような不快感をわずかにまぎらわせてくれるが、とても眠れたものではなかった。

　というより……ここはどこなのだろう。

　黄魔はおろか、見知った人がだれもいないことに気づいて、遅まきな不安にかられたときだった。

　──朧月。

　まるで自じ邸ていで自じ堕だ落らくに転がっているときのように身体を小さくまるめて、重たいだるさを持て余あましている彼女を呼ぶ声がした。

（だれ……？）

　呼び声に応じて目を開けると、酸のように身体を蝕む痛みがふと和やわらいだ。

　それに気をよくして身を起こしてみると、火ほ照てりと頭痛も遠のいてくれる。

　思ったよりたやすく症状が消えてくれたのはうれしいが、別の問題が浮かび上がった。

　──ここは、どこなのだろう？

　見渡す限りの花園だ。花はきれいにほころんでいるのに、空は夜明け前のように薄暗い。

　そして、少し離れた場所に、呼び声の主ぬしがたたずんでいた。

「──朧月」

　妙齢の貴婦人だ。朧月よりも頭半分ほど背が高い。

　絹花をひとつつけたきりで結いもしない黒く艶つややかな髪は、闇夜の滝を思わせて腰の下まで流れている。

　翡ひ翠すい色の瞳に合わせた、白緑を基調とする簡素だが上品な装よそおいは、朧月の記憶にある人の姿そのままだ。

「……母さま？」

　朧月は信じられない想いで、その人を呼んだ。

「大きくなったわね、私の娘」

　目元をごくわずかに和ませる、咲き初そめの花のような微ほほ笑えみを覚えている。

　病やまいで亡なくなる間際にも、つらいだろうに、そうして朧月に微笑みかけてくれたのだ。

「大丈夫？　痛かったでしょう？」

「母……さま」

　やさしくて、泣きたくなるほどなつかしい声を聞いた途端、朧月は誘われるように母の元へと歩きだしていた。花に足をとられそうになりながら、ふらふらと頼りない足どりで向かえば、母は満足そうにうなずいてくれた。

　そっと抱き留められ、もう忘れかけていた体温と、絹きぬのようになめらかな声に浸ひたる。

「たいへんだったわね」

「え？　……あ、はい。でも、わたしなどよりも蒼刻さんのほうがよほど」

「いいえ。母にはわかるの。あなたがどれほど大変な思いをしたのかは」

　あの青年武官とのことを報告したくなったのに、母はなぜか蒼刻の名が出た途端、さえぎるみたいに抱ほう擁ようを強めた。

　朧月の瞳が迷いと戸惑いに揺れる。けれども母の腕の中はこの世界のどこよりも心地ここちよくて、離れられそうにない。それどころか、このまま眠れたらどんなに幸せだろうかと夢想してしまう。

「もう大丈夫よ。こちら側に来れば、そんな痛みや苦しみとは無縁になるのだから」

　──あちらと、こちら。

　母がぼかした言い方で示したのは、現世と死者の世のことだと予想がついた。

　双そう界かいの瞳。今は不安げに揺れる翡翠色の瞳は、生者の世と死者の領域、どちらも見つめてきたのだから。

「母さま。そちら側に行くとは……どういうことですか？」

「あなたの想像するとおりよ。現世では与えられない至上の安らぎと温もり。眠るのにちょうどよい暗さ。こちら側には、あなたの好きなものばかりそろえてあるの。現世に戻ったら、また痛くてつらいだけよ……」

「……戻ったら、苦しいのですか？」

「そう。あなたはあの世界にいるから、つらいの。これからはもっとたいへんになるわ。早くこちらに来ておしまいなさいな」

　そうして黒髪を撫なぜる手は、たとえようもなくやさしい。

　だというのに朧月は、異母兄　あ　に　がときどき、そして蒼刻がしばしば撫ぜてくれる手を思い出してしまう。

（……そうなんだ）

　さっきから苦しいのは、蒼刻さんたちと同じ世界にいるからなのか。

　あちこちが痛むのは、蒼刻さんたちと同じ世界で生きているからなのか。

　ならば──

　深く息をつき、顔を上げる。朧月は、自分でもわからないうちに微笑んでいた。

「わたしは、ここにはいられません。元の世界に戻ります」

「なぜ」

　そっと身を離すと、母は、裏切られたような目をした。

　その表情を見つめるのはつらかったけれど、仕方ないと首を振る。

「死者の世界にばかり親しんではいけないと、わたしに最初に教えてくださったのは、母さまです。……亡くなられたからといって、人の世など捨てて暗い場所においでと簡単に言ってしまえるあなたは、本当はわたしの母さまではないと思います」

　言い切ると、沈ちん黙もくが下りた。

　そして。

「そうか。あなたは、まだそちらの世界に未練があるのだね」

「──!?」

　母の──否いな、母だった人のがらりと変わった物腰に目をみはる。

　姿と声は亡き母のものなのに、突然外見だけそっくりな別人と交代したかのように雰ふん囲い気きが変わっていた。

「あ、あなたは……？」

「私が何者かは、今はまだ知らずともよい」

　凍こおりついたように動けない朧月の目の前に、母の姿をした何かが来る。ほっそりとした手が、朧月の頰を包んだ。

　先ほどとは違い、冷たい作り物の石の花のように、その手には体温がない。

　耳元に、そっとささやかれる。

「──いずれ貴女あなたは、人の世にはいられなくなるのだから」




　その言葉のぞっとする余よ韻いんを最後に、朧月は不可思議な夢の世界から遠ざけられた。
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「──朧ろう月げつ！」

　はっとして目を開けると、蒼そう刻こくの顔が間近にあった。

　眼がん帯たいを落としてしまったために、漆黒の右目と青く燃える左目の両方が見える。

　久しぶりに見るなと思い──最後にその色違いの目を見たのが、昏こん星せいで彼に添い寝してもらったときのことだと唐突に思い出して硬直した。

「どうした。まだ気分が悪いのか？」

「え。いえ、そういうわけではないのですが──……そう見えますか？」

「張ちよう角かくの野郎が、おまえに慣れないやり方で異能を引き出させたせいで、体力を消しよう耗もうしすぎて気絶したんじゃないかとか言ってたんでな」

「…………」

「あの野郎にそう仕向けられたんだよな？　それなのにびっくりするほど悪びれないやつで驚いた」

　あの性格は本当に死んでも治らないなと、あきれたように蒼刻はうなる。

　その口元にも血がにじんでいて、胸が痛かった。

「蒼刻さん、早く手当てをいたしませんと……」

「ん？　ああ、そうだな」

「──ひゃ!?」

　朧月の声が裏返った。手当てと言ったのに、なぜ抱きしめられているのだ!?

　しかし蒼刻は悪びれない。

「手当てというより補給だな。むさ苦しい獣を相手に、むさ苦しい野郎どもと一緒に戦ってきたんだ。おまえが足りない」

「……また、そのような」

　わけのわからない屁へ理り屈くつを。と口にしながらも、結局は拒こばめなかった。

　先ほど黄魔の死を見た影響なのか、身体には疲れと正体不明の微熱がこもっていたが、蒼刻の温もりは心地よかった。わたしはここに戻ってきたのだという安心感が、ひととき恥ずかしさを上回っている。

　本当に、温かい。あの偽にせ者ものの母の手とはまるで違う。

　──『いずれ貴女は、人の世にはいられなくなるのだから』

　かぶりを振る。

　不吉で予言めいた言葉を、今は意識の外に締め出した。

「ほかの方は──」

「大事ない」

　それはよかった。と言おうとして、朧月は彼らの存在に気づく。

　激しい戦闘でもどうにか花びらが吹き飛ばされずに済んだ、奇き蹟せきのような一角に、彼らは静かにたたずんでいた。

「……あ」

　二人そろって、胸を突かれたような声をこぼすと、どちらからともなく、朧月と蒼刻は彼らの元に近づいていった。
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「張ちよう角かく──」

　ごく自然に名を口にしかけて、蒼そう刻こくがはっとしたように声を途と切ぎれさせる。

　張梁は力尽きた様子で、この世のだれよりも大事な人のそばに座っていた。吹雪ふぶきの中、その姿で凍りついて死んでしまったかのように。

　深くうなだれた背中には、絶望的な虚無感がべったりと貼りついていた。

　その悲しい背中と、弟の骸を、張角が少し離れた場所から見ていた。

　兄なのだし、幽鬼である彼に張梁はどうも気づいていないようだし、もう少し近づけばいいのにと思うほど、遠慮を感じさせる距離がじれったい。驚くほど理性的なくせに、この頭首は弟たちに直じかに対すると、なんだか器用ではないように見えた。

「張梁」

「……ああ」

　蒼刻の声にようやく反応して、張梁が顔を上げる。

「すまない。治癒の霊符を、無む駄だにした」

「それは別に構わないが……。心臓を貫いたのは一応ふさがったのか」

「心臓は貫いてない」

「なに？」

「そう見せかけただけで、心臓のすぐそばをかすめた一撃だ。黄こう魔まを騙だまして二の兄あに者じやを救えればと欲をかいた」

「……おまえな。成功したからいいようなものの、ずいぶんと大だい胆たんだな。というか最初からそうするわけにはいかなかったのか」

「二の兄者の身体は弱い。心臓をそれた一撃でも死んでしまう可能性は十分にある」

「……そうか」

　結果的に、張宝の身体は刺された衝撃に耐えきれずに命を落としたのだ。

　感情の抜け落ちた凶きよう手しゆの表情はどこにもなく、ただ虚脱したように平へい坦たんな声を発する張梁に、蒼刻はどう対応したらいいのかわからなくなったらしい。そうか、の後が不自然に途絶える。

　そして朧ろう月げつも、桜に背もたれた格かつ好こうという、張角の骸をどうにも連想してしまう姿で眠るように息絶えている青年に対して、複雑な想いでいた。

（張ちよう宝ほう……さん）

　黄魔が消えた後の青年の面おも差ざしは、そんなふうに呼びたくなる澄すんだ繊せん細さいさがあった。

　病弱だった。

　弟にもらった花を、押し花にして大事にとっておいていた。

　その程度のことしか知らないのに泣きそうになるのは、視界の端に、すべてを喪うしなった青年がいるせいだろう。

（幽鬼にすらなれなかったなんて……）

　自分の異能も役に立たないと、朧月まで虚脱しそうになったときだった。

　それは唐突だった。

　朧月の目の前で、張宝がふわりと呼吸を再開した。

　かすかに胸が上下したのが見えて驚き、あたふたと手を張宝の口元にかざすと、かすかな吐息が感じられた。

「……生きて、ます」

　奇き蹟せきのような光景に、声が上うわずった。

「生きてます……！　あなたの兄君は、息をしています！」

　戻った呼吸の弱さを見るに、ぎりぎり命をつないでいるという状態なのかもしれない。だが生きている。

　張梁はしばし茫然とした後で、どこか複雑そうにつぶやいた。

「……もしかして、あの魔性、約束は守ったのか」

「約束？」

　朧月と蒼刻の声が重なった。

「約束というよりは、契約か。──俺の命を贄にえとして捧げる代わりに、兄者の身体を健すこやかなものにしてくれと願った」

　蒼刻が眉まゆをひそめる。

「黄魔なんぞにか？」

「……あれでも元は、この地の民に崇あがめられ、願いを叶かなえてきた存在だ。神しん華か国の者にとっては花を散らすただの凶獣だが、この地の民にとっては神にも等しい獣だった。……俺には病を治す知恵も力もない。すがれるものも、あれだけだった」

「…………」

　黄こう巾きんの一族は、孤立した者たち。外部に頼れる者などいない。

　張梁の切なる想いに、黄魔がほだされた……なんて想像するのは難しい。

　張宝を健康体にしておいたほうが、その身体を奪って暴れるのに都合がよかっただけ。そう考えるのが自然だ。だというのに、あの闇色の異形にも神獣であった頃の意識がひとかけらくらいは残っていたのかもしれないと、甘い考えに浸りたくなる。

　たぶん、花で満たされ浄められていくこの地が、夢のように美しいせいだろう。

「冥界公主」

　張梁がぽつりと言った。

「一の兄者の幽鬼は、どこにいる？」

「……気づいておられたのですか？」

「姿は見えないが、そうだろうと思っていた知らせたい。……一の兄者が、本当に消えてしまう前に」

　うれしい知らせを持っていくはずなのに、切なげな声だった。
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「……一の兄者」

「幽鬼でも見たような顔をするなと言いたいところだが、まさしくそれが事実か」

　顔を合わせるなり、兄弟の雰囲気は対照的に過ぎた。

　朧ろう月げつと手を重ねている張ちよう梁りようが、叱られた子供のようにうつむく。

「申し訳ありません。二の兄者の病状のこと──今思えば、一の兄者に真っ先に相談すべきでした」

「私が頭とう首しゆだということを忘れたか。相談などされても、私は何もしてやれなかったぞ」

「それでも。──少なくとも、黄こう魔まに付け込まれるなどという、最悪の事態だけは招かずに済んだはずです」

　張梁の握った拳こぶしに、血がにじむほど力がこもる。

「我わが一族の責任を、おまえ一人で背負うのはよせ。私のように頭首としての心構えもなっていないくせに、それはむしろ傲ごう慢まんというものだ」

「しかし」

「……もともと我らの代になったときには、黄魔の封印は限界に近かった。張ちよう宝ほうが器うつわに選ばれなければ、私を含む、ほかに道術に素養のあった一族の者が黄魔に支配されていたに違いない。その程度の差だ」

　理路整然と並べ立てられ、張梁が反論の言葉を失う。

　年相応の呆ほうけたような顔をした弟を見下ろして、張ちよう角かくはふと声音をやわらげる。

「張梁」

「はい」

「後追いは許さんぞ」
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　おまえは張宝の後を簡単に追おうとするからなと、張角は真顔のまま冗じよう談だんめかして続けた。

「私に対して罪つみの意識があるというのなら、誓ちかいを捧げろ。私の死を嘆なげきつづけることなく、おまえたちが望んだ幸いを獲かく得とくするために生きると。──であれば、死後まで続いた私の働きも報むくわれるというものだ」

「もちろんです。──誓います」

「ならばよし」

　満足げにうなずく兄を今度こそまっすぐに見つめ、張梁は神妙に言った。

「ですがひとつだけお許しを。私も二の兄者も、あなたのことをずっと忘れずにいたいのですが」

「──度しがたいな」

　愚おろか者めと口では言いながらも、決して拒絶はせず──

　最後の一瞬だけ、冷静な顔つきをゆるめて微笑み、張角は光の中へと去っていった。

　黄こう巾きん賊ぞくと呼ばれた一族を統すべる最後の頭首たる青年の、それが本当の終幕になった。
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　あたりが急速に暗くなりはじめたので、篝かがり火びが焚たかれた。

　もちろん疲れ果てた蒼そう刻こくたちにそこまでやる気力は足りなかったため、火の用意は、煌こう言げんと不ふ幻げんが連れてきた部下が、一から十までしてくれた。はるばる山中まで強行軍をさせられた上に肉体労働までしてもらって、頭が下がる想いだ。

　──特に蒼刻はもう二度と頭を上げることもできないなと思いながら、やってきた二人の護ご花か七しち将しよう軍ぐんの下もとにはせ参じていた。

「お手柄だねー」

「俺一人で成なしたことではありません」

　どちらかと言うと自分は、わがままを貫き通しただけだ。褒められても居心地が悪いと言いたげに、蒼刻はかぶりを振る。

　それに、自分には謝罪すべきことがまずあるのだ。

「お言葉に背そむいた俺のために、軍を動かしてくださるなんて」

「背いた？　なんのことー？」

「──え」

　わざとらしいほどに高く、とぼけた響きの声を上げられて、蒼刻は面食らった。

　煌言のくるりとした瞳が、悪戯いたずらっぽく煌きらめく。

「だって蒼刻くんは游ゆう撃げき校こう尉いとして、僕らの命を受けて、黄こう巾きん賊ぞくの本拠地の偵察に行っただけでしょー？　そうだよねー不幻？」

「……偵察のみで済ませる予定が、敵方に襲しゆう撃げきされて、やむなく応戦するしかなかった。そういう筋書きだ」

「不幻、『筋書き』はまずいよー。それが事実。でしょう？」

「……そうだな。事実だ」

　煌言に肘ひじで脇腹をつつかれた不幻は、決まり悪げに頰をかくと、わざとらしいほど厳おごそかに言い直した。演技は苦手らしい。

「不幻。皇都に戻るまでに特訓だねー」

「……努つとめる」

　こそこそと顔を寄せ合って作戦会議らしきものをすると、煌言はにこやかに言った。

「というわけで、ひとつ貸しだよー。君が護花七将軍になったときに三倍返しをしてもらうから、覚悟しておくように」

「覚えておきます」

　と蒼刻はうなずいたが、続くへらりとした笑顔での煌言の申し出には、真顔になった。

「じゃ、利子を先に払ってもらうってことで、朧ろう月げつちゃん抱っこさせて香りをかがせて」

「帰れ」

「さっきは恩に着ますみたいな顔してたのに豹変ひどいねー!?」
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　戦場となった場所は、なんの天てん変ぺん地ち異いが起こったのかという無む残ざんな有あり様さまだった。あちこちの地面が隕いん石せきで穿うがたれたかのように抉えぐれ、頑がん丈じようそうな木が真ん中からへし折られ、祈き禱とう旗きが薙なぎ倒されている。

　本性を取り戻した黄こう魔まの力の、凄すさまじい爪つめ痕あとだ。それを真正面から相手にしていた蒼そう刻こくのけがが、

「たとえ君が頭かち割られて瀕ひん死しになってても、なんとか助けられるくらいの霊れい符ふは用意してきたんだけどねー。使わずに済むなんて、逆にびっくりだよ？」

　煌こう言げんにあきれられる程度で済んだのは、信じがたい奇き蹟せきだった。

　不ふ幻げんも無表情ながらに感心した様子で、

「成長したな。……今すぐもう一戦くらい交まじえても、大丈夫そうだな」

「黄魔とですか？」

「いや、私と」

「…………いや、それは死ねます。普通に」

　神しん華か国の守護者たる護ご花か七しち将しよう軍ぐんの中でも、最強と名高い呂りよ不幻である。さすがの蒼刻も腰が引けていた。

　万ばん里りや子し龍りゆうも、煌言の呪符で間に合う程度の打ち身などで済んだ。

　見た目で一番痛々しいのは、見事な毛皮に血を拭ふいた後が残り、胴体に包帯をぐるぐる巻きにした白びやつ虎こだろう。朧ろう月げつも見ているだけで、眉まゆ尻じりが下がってしまった。

「張ちようさん、大丈夫ですか？」

「なに、儂わしは蒼刻よりも頑丈だ。死ねない理由もあるしのう」

「……張ちよう角かくのことでしょうか？」

「いやいや。我わが姫のことじゃ。これだけがんばったのだから、帰ったら褒ほめて可か愛わいがってもらわぬと割に合わん」

「ごちそうさまです」

　としか言いようがない。

　……かくいう朧月も、声を出すのも億おつ劫くうなほど疲れ果はてていた。

　首まで泥どろに浸つかったかのような疲労感がへばりついていて、動こうとすると関節がぎちぎちと軋きしむ。

　そして首から上は、経験のない頭痛で断続的に締め上げられていた。痛みで頭ず蓋がい骨こつがひび割れるのでは？　なんてありえない想像をしてしまうような鈍どん痛つうは、それだけでひどく心も身体からだも消しよう耗もうさせる。

　座りこみ、目と目の間に指を添える。そこがひどく凝こっているような感覚だ。

（双そう界かいの瞳ひとみを──異能を、あんなふうに使ったせいなのだろうけど）

　無理をした。そういうことだろう。

　道術の基礎すら完かん璧ぺきではない者が、あれほどの力を振るうことは大変な無茶なのだと、煌言にも説とかれた。

「僕の道術なら体系とか法則に従ったものだし、消耗も最低限で済む技術ができあがってるけどねー。朧月ちゃんの瞳は、君自身が使い方を探さぐったり調整したりしないといけないってことかなあ。まあ、道術の勉強は役に立つよ、きっと。たいへんだけど、これからが勉強のしどころだから覚かく悟ごしといてねー？」

　──だそうだ。
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　そして泥のような眠りに落ちたというのに、真夜中にふいに目が醒さめてしまった。

　寝しん台だいに入ってから、ほんの数刻だろう。窓の外を見るに、朝はまだ遠い。

（……嫌いやな夢）

　今見たものを忘れたくて、枕まくらの上で何度かかぶりを振る。

　途中までは普通によかった。異母兄　あ　に　や星せい彩さい、天てん祥しようたちにただいまと言う、にぎやかで平和な夢を見ていた。

　なのに途中から急に、もう聞こえなくなったはずのあの幽鬼の声が聞こえる感覚に襲おそわれたかと思ったら、周囲がたちまち墨すみでも撒まいたように闇やみ色で塗ぬり潰つぶされてゆき、その恐おそろしさと衝しよう撃げきで覚かく醒せいしたのだ。

　胸に手をあてれば、鼓こ動どうが少し速い。

　──『私が何者か、今はまだ知らずともよい』

　──『いずれ貴女あなたは、人の世にはいられなくなるのだから』

　まぶたを指先で押さえる。

　自分自身でさえロクに把は握あくできていない、瞳に宿る異能のことや、予想もつかない未来のことを不吉げにほのめかされるのは、本当に苦手だ。

　基本的に胆きもが小さくて後ろ向きな性格なので、無視できずに気に病やんでしまう。

　忘れたいのに。知らず、ため息がもれた。

（ちょっと前向きになれたかもしれないと思ったけれど、やっぱり気のせい……か）

　そう簡単に性格は変えられないのかと、自分自分にがっかりする。

　……などと悶もん々もんと悩んだせいか、すっかり目が冴さえてしまったので、朧ろう月げつは仕方なく、ゆっくりと身を起こした。

「──どうした？」

　すると、隣の寝台から声が聞こえたので、ぴくっと肩が跳ねた。

「あ……起こしてしまいました？　蒼そう刻こくさん」

「いや」

「申し訳ないです。お疲れでしょうに」

「まあ、さすがの俺も消耗はしたが、別に平気だぞ」

　──消耗した、か。

　疲れた、という弱よわ音ねめいた表現を避さけるところに、蒼刻の強がりな性格が透すけて見えるようで微ほほ笑えましかった。それに、蒼刻も人間なのだと実感すると安心するのだ。なにしろ黄こう魔まと対たい峙じしたときの彼は、自分と同じ生きものだとはとても思えない凄まじい戦いくさ働きだったのだから。

　一番の功労者にして重傷者でもある蒼刻は、そのくせ「こいつの護ご衛えいをしながら休む。寝るのは長なが椅い子すでいい」と言い張り、朧月のそばにいることを選んでくれた。

　安静にするよう説いた張ちようさんと煌こう言げんのほうが根負けして、この部屋にもうひとつ簡素な寝台を運び入れ、こうして同室で休んでいたのだ。

「……！」

　同室。

　今さらのように自分で自分の思し考こうに衝撃を受けて、朧月はぴしりと動きを止めた。視線だけをずらし、蒼刻の横たわっている寝台を見やる。

　寝たときは疲れが先立って、意識する余裕もなかったが、蒼刻と同室だ。

　どうしよう。にわかに心臓が暴れはじめた。

（張さんは……あれ？　どこに!?）

　蒼刻を監視していたはずの張さんも、今はなぜか姿が見えない。

（…………うん。むり）

　とても、このままではいられない。朧月はあっさりと白旗を上げた。

　蒼刻と同じ部屋で寝起きすることなんて、片方の手で足りないほどあった。一度などは同じ寝台で休んだことさえある。

　だが「娶めとる」という宣言を、蒼刻を見るたびに意識せざるをえない今とは、状況がまったく違う。無理だ。このままでは、眠るどころか息ができなくなりそうだ。

　借り物である毛織りの肩掛けをはおると、朧月はのそのそと寝台から下りる。

　が、もちろん気づかれて呼び止められた。

「どこに行くんだ、朧月」

「その…………変に目が冴えてしまったので、少し歩いてこようかな、と」

「どうした引きこもりのくせに」

「…………」

　らしくないぞとつっこまれると、返す言葉がない。このまま二人でいたら絶対に眠れない気がするので、ひとまず敵前逃亡します。などと言えるはずがない。

　月明かりの届かぬ位置なので、蒼刻の表情はうかがえない。それが余計に緊張を煽あおる。

「どこを歩いてくる気だ？」

「城館の外には出ません。寒いですし……」

「そうか」

「──……なにゆえ蒼刻さんまで起き上がっておられるので？」

　刀を手にして立ち上がった青年は、夜着を借りた朧月とは異ことなり、普段の衣い裳しようから上うわ着ぎだけ脱いだ格かつ好こうだった。

　黄魔を斃たおしたとはいえ、敵地で完全にはくつろげないのかもしれない。などと想像する朧月へと視線を投げかけ、蒼刻は当然のように言った。

「おまえに同行するために決まってるだろ」

「え」

「なんだその顔は」

「そんなご迷惑をおかけするわけにはいかない、という顔です。蒼刻さんは休んでいてくださいという顔でもあります」

　こわばりにこわばった顔をそんなふうにごまかしながら、ついでに「一人で大丈夫です」と言外に主張してみる。

「本当に少し散歩するだけですから、お気き遣づかいなく──」

「朧月」

　名を呼ぶだけで朧月の言葉を止めると、蒼刻は静かに立ち上がり、近づいてくる。朧月の横を行き過ぎて、扉とびらへと向かう足どり。

「正直に言えば満足か？　──俺がおまえと離れたくないだけだ、って」

「……ッ」

　すれ違いざまに、朧月の小さな手をすくいとって。

　満足などという次元を通り越して腰が抜けそうなことを言われてしまえば、朧月には、彼の手を拒こばめるはずがなかった。
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　夜の廊ろうはしんとして殺さつ風ぷう景けいだが、何か工く夫ふうがなされているのか、高地独特の寒さはあまり感じられない。朧ろう月げつがここに攫さらわれてきた当初に漠ばく然ぜんと感じた、死にも似た陰いん鬱うつな暗さも今はなく、それもまた黄こう魔まが消えた影響なのかと思われた。

「静かだな」

「……そうですね」

「張ちよう宝ほうの容体が気になるが、こんな時間に見に行くのも迷惑か」

「…………張ちよう梁りようさんが見守ってるでしょうしおまかせすればまあなんとかかんとか」

「変に棒読みだぞ」

「……申し訳ございません」

「謝あやまるときだけはなめらかだな」

　ぎこちない会話しかできない自分に、朧月は頭痛がぶり返すのを感じた。手と一緒に心臓までつかまれてしまったかのように、緊張が一向に和やわらいでくれない。

　足元の明るい昼間でさえ、自分の足につまずいてこけるという、蒼そう刻こくに「新あら手ての一発芸じゃないだろうな？」とあきれられるほどの鈍どんくささを発はつ揮きしている身だ。この暗さでは普段よりも神経を使うし、つないだ手にばかり意識が向いて、冷静になれなかった。

　──蒼刻はいつも、こんなにも強く手を握にぎってくれていただろうか。

　そんな簡単なことさえ思い出せなくて困る。

　ごく自然に飼かい主ぬしと珍ちん獣じゆうでいられた頃を真ま似ねて、さりげなくふるまおうとしても、ちっともままならない。

（お部屋に帰りたくなってきた……）

　ものすごく勝手だが本音である。今なら泥のように眠れそうだ。というか眠りたい。

　そのとき。

「だれかいるな」

　城館の一階に下りたところだった。蒼刻が、前庭に人の気配があると言う。

　国軍の人かと思いながら、なんとはなしに足音を忍しのばせて、庭を望める窓を探し──

（──花はな守もりさん）

　子し龍りゆうの広い背中を見つけて、朧月は息をのんだ。

　黄魔が滅ほろびたこの地を、月光で洗い清めようとしてくれているのかと思うほど、欠けた月が不思議と明るい夜だ。

　角かく灯とうと、目ま映ばゆいほどの月明かりを頼りにして、子龍は故郷で花守として日々そうしていたように、群れ咲く龍りゆう爪そう花かの手入れをしてやっていた。

　……強い花だから、たいして世話をしなくてもよいのだと言っていた。

　だというのに、こんな真夜中に花にふれているのは、彼なりの亡なき恋人への手た向むけではないかと朧月には思われた。霊れい珊さん。あの儚はかなくも美しい人は、生前は龍爪花を育てて収入に替えており、子龍はそれをずっと守りつづけてきたのだ。

「泣くなよ」

　蒼刻にぽんと頭を撫なぜられて初めて、自分の目め頭がしらが熱くなっていたことに気づく。

　子龍のどこまでも静せい謐ひつな瞳も、穏おだやかな横顔も、粛しゆく々しゆくとした動作も、まるで神に祈いのる人のそれだった。

　その敬けい虔けんにも見える姿に、近づく大きな影がひとつ。

「花守どの。これはどうしたらよいのかな」

「あちらに埋うめよう」

　最低限の言葉だけ交かわしながら、花守の手伝いをしているのは、白虎だ。

　そう。彼もまた、複雑な想いの向かう先であった張ちよう角かくを、冥めい府ふへと見送っている。

　──そっと手を引かれ、朧月は逆らわずに、蒼刻とともに立ち去った。

　胸の痛む光景だったが、さりとて朧月などが声をかけるのは無ぶ粋すいだし邪魔でしかない。

　足音を殺して、違う場所を探しに行った。




　ひとつが終わり、忘れられないものが残った。そんな、寂さびしくて温かい夜だった。
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　結局選んだのは、欠けた月がよく見える露ろ台だいだった。

　この地方ではいくらでも採とれるという乳にゆう白はく色しよくの石を組み上げて造られたそこは、月光を吸いとったかのような微び光こうをたたえて美しい。

「朧ろう月げつ」

　適当な段差があったのでそこに腰を下ろすと、蒼そう刻こくが切り出した。

「おまえはこれから、どうするつもりだ？」

「どう……と言われると、困ってしまいます」

　手は、自然と離されていた。

　ほっとしたのに、冷涼な空気をてのひらに感じると、蒼刻の乾いた温ぬくもりが恋しくなるようでいけない。本当に自分は勝手だなと思ったのと、青年の強いまなざしが落ち着かなかったのとで伏し目がちになる。

「兄さまや星せい彩さいの元に戻りたい、ということ以外は、あまり考えていませんでした」

「たしかに、それが最優先だな」

　ここ数日でいろいろなことが起こりすぎて、頭の中の整理すらできていない。小さな声で吐と露ろすれば、蒼刻は納なつ得とくした様子でうなずいてくれた。

　そして、まるで明日の天気でも話すかのような、なにげない口く調ちようで言った。

「提案があるんだが」

「なんでしょう」

　朧月は姿勢を正して、蒼刻を振り仰あおいだ。彼は恩人だ。できる限り、意に沿いたい。

「それが済んだら、俺と一緒に青せい苑えん州に来いよ」

「はい、…………え？」

　従順にうなずきそうになったところで異変に気づき、朧月は硬直した。

　ぎこちなく視線を戻せば、冗じよう談だんなど滅めつ多たに口にしない青年の真顔がそこにある。

　どうしよう。何か。何か言わないと。

「青苑州と仰おつしやいますと……あの青苑州でしょうか」

「ほかに青苑州はないぞ」

「いや、まあ、そのとおりなのですが……青苑州はでも、蒼刻さんの──」

　故郷。生まれ育った地。

　言い方はいくらでもあるが、要するに、蒼刻曰いわく「俺とは違ってモテる弟」やご両親がいらっしゃるところだ。そこで思考が停止する。

　欠けていてもなお眩い月を仰ぎ、蒼刻は事もなげにうなずいた。

「俺の実家だな」

「……簡単に言わないでください……」

「なんだ、びびってるのか？　劉りゆう家の流儀で歓迎してやるぞ」

「それは却かえって怖こわいです。……いえ、冗談はさておき、わたしが知らない人と逢あうと死んでしまう体質なのをお忘れですか？」

「勝手に引きこもりを重症化させるな。まったく、半日前に人じん智ちを超えた妖よう異いとにらみ合いをしてのけたやつの言葉とは思えねぇな」

「あれは火事場の馬ば鹿か力ぢからですし……」

　ぐだぐだと反論しながら、朧月は冗談抜きで気が遠くなっていた。

　ご実家に行く。それは勘かん違ちがいでなければ、まさか、まさかの展開なのではなかろうか。

「どうせ黒こく烏う州に帰っても暇ひまだろ。いつもどおり俺が連れて行ってやるから、おまえは心こころ構がまえと旅の準備だけしとけばいい」

「…………」

　異能を酷こく使しした影響ではない理由で痛む頭を抱かかえる朧月に、蒼刻は憎にくまれ口めいたことを自信たっぷりに言い切る。

　意味不明なほど頼りがいはある。

　だが、断られるかもしれない、とは微み塵じんも考えていなさそうなのはなぜだろう。

　一方的に押されっぱなしだった朧月は、無む謀ぼうを承知で、少しばかり反撃してみたくなってしまった。半なかば自や棄けである。

「蒼刻さん」

「なんだ」

「もし……もし、ですよ？　わたしが『嫌いやだ』と言ったら、どうなさるのですか」

「嫌なのか？」

「…………」

　反撃した途と端たんに負けた。そんな素そ朴ぼくな目でまっすぐに訊きき返されたら、拒絶はおろか噓うそもつけなくなってしまう。

　朧月の心の中に、知らない人への恐きよう怖ふと同じくらいの大きさで、蒼刻の家族や故郷を見たいという気持ちも疼うずいていることを、この飼い主さまは見抜いているのだろうか？　だとしたら、それは恥はずかしいような怖いような。

「うちの弟は、あの馬鹿兄貴よりはずっとマシだから安心しろ」

「いえ、そういう問題ではないのですが」

「まだ迷まよってるのか。じゃあ訊くが、俺から逃げられると思うのか？」

「…………まったく思えません」

「ま、どうしても嫌だって言うなら無む理り強じいはしないけどな。──おまえは俺が飼ってる珍獣だし、今後は俺が娶る女にもなるんだからな。俺なりに、という前提はつくが、大事にしたいと思ってる」

「……う」
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　娶る。意識の片かた隅すみから離れなかった言葉を、再度まっすぐに投げかけられ、朧月は変な声を上げそうになるのを寸前でこらえた。

　夜の闇にあっても青く燃える瞳は、獲え物ものに狙ねらいを定めた狼おおかみのそれだ。

　だというのに──

「だから本当に嫌なら、今ここできっぱりと俺を拒め。それができないなら、試しに俺に攫われてみろ。くされ黄こう魔まとは違って、俺は悪いようにはしないぞ」

　……ここまで求めているんだから逃げるなよという願いを、わずかな甘あまさを含んだ口調でとどめを刺さしてくるのは、非常にたちが悪いと思う。

（でもたぶん、蒼刻さんはこれで素なわけで……）

　駆かけ引きや計算とは程遠い性しよう根ねの人だ。

　そう考えると余計に恐ろしくもあり、と同時に、信じて委ゆだねたい心ここ地ちにさせられる。

「……あなたは、もう」

　朧月はくしゃりと苦笑いになった。

　そもそも、宿敵とも言える存在を討うち果たして、またひと回り大きくなった青年を相手にして──彼に憧あこがれる少女が、首を横に振れるはずもないのだ。ここで降参だ。

　よし、とうなずいた蒼刻は、ふと思い出したように付け加える。

「もう、の続きはなんなんだ？」

「それは秘密です」

　朧月が自然と顔をほころばせれば、蒼刻は意外そうに目をみはり、それから満足げに目を細めた。

　……実を言えば、胸の底にはまだ、戦いのさなかに突きつけられた不安な言葉がわだかまっているけれど。娶るという蒼刻の想いに対しても、どうしていいのか迷ったままでもあるけれど。

　これからも蒼刻といられるのならば、朧月なりにではあるが、前に進める気がする。

　この人がいれば、きっと。











《了》













あとがき
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　舞台は神しん華か国の辺境にある山中、月げつ蝕しよく領りよう。ここは黄こう巾きん賊ぞくの本拠地である。張ちよう宝ほうによって誘拐された珍獣・朧ろう月げつは、勢いだけでそれを回収しにきた飼い主ぬし・蒼そう刻こくと再会する。さらに勢いで娶めとるぞと宣言されるが、そこに響き渡る不気味な声と地響き！（→本文に続く）




　間にカップルだらけの番外編を挟みまして、なんとなくお久しぶりの本編です！　本当はここまで長くなる予定ではなかったのは企業秘密です。黄巾賊篇（仮）完結巻にして、あまりのむさ苦しさに、星せい彩さいの明るいノリのありがたさを実感する巻です！

　今回新登場の張角は、くまの先生からいただいたキャララフがあまりに男前だったので「ヒーローどころか朧月の取り巻き要員ですらない上にすでに■んでるのにこんなに男前でいいんでしょうか」と、担当様に思わず真顔で訊きいてしまったほどでした。

　悪役美形が初期コンセプトの張宝・張ちよう梁りようと顔立ちは似ているけれど、決して悪性ではないという雰ふん囲い気きが絶妙にして至高です！　……だというのに原稿が致命的なほど遅くて、本当に申し訳ありませんでした。くまの先生宅とエンターブレインさん本社と印刷所の方角には、二度と足を向けて寝られません。そして本当にありがとうございました。

　他の三国志関連作品でも、やられ役だったり名脇役だったり髭ひげだったりアイドル三姉妹だったりと楽しい黄巾賊ですが、双そう界かいでは顔はいいのに地味に面倒くさい三兄弟となりました。１巻の時点では張宝の漠ばく然ぜんとしたイメージくらいしかなかったのにと思うと、やや不思議な心地ここちです。あ、でも張角があんな小姑こじゆうと体質になったのは、ヒロインに対してツンツン口の悪い人が一人はいないと、自分がむずむずするせいです。

　最近は城じよう市しの中や山の中でおどろおどろした展開が続いたので、次は、ご実家！　蒼刻の許嫁いいなずけ候補（だった姫君）！　まるで似てない弟！　海！　といった具合に、生きてる人もすでに死んでる人も明るく楽しいお話にしたいな、などと考えています。

　……許嫁候補と蒼刻の弟は、残りの護ご花か七しち将しよう軍ぐんに次いで「出ないんですか？」と読者さまにも関係者の皆様にも突っ込まれつづけておりましたし。ほんとすいません。未登場の護花七将軍四人＋双そう璧へき（元げん帥すい＆軍師）も設定はそれなりに作ってあるのですが、まあどうなるかはわかりません。張宝の性別みたいに、土ど壇たん場ばで変わったりするかもしれません。

　というわけで、次巻もお付き合いいただけると幸いです。

　この本を手にしてくださった皆様に感謝を捧ささげつつ──


木村千世
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Chise Kimura




双界には三国志をモチーフにした設定がちらほら出てきますが、

黄巾賊の三兄弟は「悪役美形にしよう」程度の発想で始まったのに、

くまの先生のキャラデザが秀逸だったので、次第に、予想外に、
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